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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。



























この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　むかしむかしこの世界は、ひとつの平たいテーブルの上にありました──。




　テーブルは丸いかたちをしていて、大陸はテーブルの真ん中にあって、周りを囲う海は端はしからテーブルの下へザアザアと落ちてゆきました。

　太陽や星や月たちは、テーブルの上をぐるぐると回り、人々はテーブルの真ん中で命を産んで育はぐくみ、街を作り社会を作り、芸術を愛し、発展を続けてきたのです。




　しかしあるとき、コペルニクス先生をはじめとする学者たちによってこの世界は作り変えられることになりました。




「この世界は、丸い球体をしています。平たいテーブルの上になどありません」




　丸く作り変えられた世界は、太陽や星や月の周りをぐるぐると回り、海はひとつなぎになってどこにも流れ出さないようになりました。




「ああ、よかった。これで世界の端っこいらないものはなくなった──」




　コペルニクス先生が残した、最さい期ごの言葉です。
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　ゴツンという衝しよう撃げきと共に、小こ森もり花はなは目を覚ました。

　高校一年になったばかりの花は、先日誕生日を迎えたばかりの十六歳だ。

　小学校に上がると同時に自分ひとりの部屋で寝るようになって、今年で十年目。クリーム色の壁紙も、その上に飾られたレース模も様ようの壁掛け時計も、視界の隅すみに見える年季の入った学習机もそれだけの付き合いになる。

　それなのに今日に限って、馴な染じみあるこの部屋が逆さまになっているのはどういうことか──。

「ベッドから逆さまに落ちちゃったんだ……ふわぁ……」

　花はまだ眠い身体からだを無理やり起こし、逆さに見えていた世界をまっすぐに整える。

　そして自分の身体と共に床に落ちた本を拾った。駅前の書店のオカルトコーナーで手に入れた分厚い単行本だ。ところどころに付ふ箋せんが貼はってある。

　本を閉じてベッドサイドに置いた。この本はあと少しで読み終わる。今日の夜にはぜんぶ読んでしまおう。

　花の学習机にはこれから読む予定の本がいくつも積まれていた。図書館で借りた本もあるので、なるべく早く読んでしまわなければならない。

　花は乱れたシーツを整えながら、さっきまで見ていた夢の光景を思い浮かべた。

（怖い夢だったな──。誰かに追いかけられて、必死に逃げたら行き止まりで……）

　夢の中で、花は丸いテーブルの端はしっこにいた。

　足下では川のように水が流れ、深い谷底のように見える真っ暗なテーブルの下へ、ザアザアと落ちて見えなくなってゆく。

　その暗くら闇やみは今にも、花の身体を飲み込んでしまいそうだった。

（最近ずっと、夢見が悪い──）

　原因ははっきりしている。寝落ちする直前まで読んでいた本の影響だろう。

　それにしても不思議だ。夜よ更ふかしをしたはずなのに、身体が驚おどろくほどに軽い。

　寝不足ならではの、身体にねっとりと絡みつくようなだるさがないのは、なぜだろうか。

「えーっと……これはもしかすると……」

　花はおそるおそるレース模様の壁掛け時計を見た。目を覚ました瞬間にも見たはずの時計だったが、逆さだったために時刻までは目に入ってこなかった。

　そして時刻は、八時五分を過ぎたところだ。家を出る時間をとっくに過ぎている。

「いやあああああああっ！！！」

　花はクローゼットのドアにかけてあった制服に素早く着替えると、脱いだパジャマをベッドの上へと放り投げる。母親がいたら小こ言ごとを言いそうな光景だが、彼女は昨日から職場に泊とまっていて戻ってきていない。

　新聞記者である母親は、花が中学生になったと同時に職場復帰をして今年から管理職に就ついた。大きな事件があると現場を離れられなくなるので、ここ数日は顔を合わせていない。昼間に着替えを取りに戻ってきては仮眠を取り、また出かける日々が続いている。

　父親は単たん身しん赴ふ任にんでヨーロッパの研究所に勤きん務むしている。家に戻ってくるのは年に二度、夏休みと冬休みだけだ。

　花は通学バッグを肩にかけ部屋を出る。急ぎ足で階段を下りた。足元に気を配りながらも、慣なれた手つきで髪を整え、階段下にある壁掛けの鏡で髪型をチェックした。

「うん、これでなんとか──」

　素早く顔を洗って歯を磨みがいた。ここまでの所要時間はたったの十分。なんと優秀なことか。それでも遅刻は確実だ。

「いってきまーす！」

　花は誰もいない家の中へと声をかけて外へ出る。施せ錠じようをして、鍵かぎを通学バッグの内ポケットに入れてから走り出した。

　五月の陽ひ射ざしがアスファルトを照らして、前かがみになって走る花の顔にもわっとした熱を返す。今日も天気が良く、花は背中にうっすらと汗をかいた。

（気持ちのいい日だなぁ……）

　しかし今の花に天気を楽しんでいる余裕などない。

　花の通う鈴すず蘭らん女じよ学がく院いんは、ここから徒と歩ほで二十分ほどの距離にある。自転車通学は認められていない。

　小中高一いつ貫かん教育の女子校で、通学の便がいいという理由で両親に勧すすめられるまま、小学校受験をした。

　小学校の低学年までは無む遅ち刻こく無欠席の優等生な花だったが、高校生になった今、こうして遅刻を繰り返している。

（う～……、おなかすいたなぁ……。休み時間まで、食べられないかなぁ）

　バッグの中にタケノコご飯のおにぎりがひとつ入っている。昨日の夕飯の残りを握にぎっておいたものだ。

　住宅地の路地を抜けて大通りに出る曲がり角で、それまで一度も止まらなかった花がぴたりと足を止めた。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　乱れた息を整えながら、通りの向こうからやってくる小さな集団の列をじっと見つめる。

（ああ……、こんなところで会っちゃうなんて……）

　花の視線の先で列を作るのは、この付近の小学校へ通う集団登校の児童たちだ。六年生らしき女の子を先頭に、二列になって歩いている。

　こちらへ向かってくるようだ。花は素早く電柱の裏に身を隠かくした。

（手前の十字路で曲がらないかなぁ……。小学校へはそっちの方が近道なんだけど）

　先頭と最後尾を背の高い上級生に囲まれたかわいらしい集団は、無む邪じや気きな笑い声を響ひびかせながら十字路をまっすぐに渡って、花のもとへ近づいてくる。

（あー……まいったなぁ……）

　花は小さい子供が嫌きらいなわけではない。むしろ普通よりも好きだと言ってもいいくらいだ。

　近所には子供が住んでおらず、両親は二人とも末っ子なので親しん戚せきにも花より年下の子はいない。

　身近にいなければますます恋しくなるもので、こうやって遠くから姿を見ては微笑ほほえましく思ってしまう。

　しかしそれはあくまで、〝遠くから〟の場合だ。

（まずい！　やっぱりダメだっ）

　身体が熱くなるのを感じる。それほど近づいたわけでもないのに、症状が出てしまうから面倒だ。

（ああ、もう痒かゆくなってる──。……っ、……もう）

　全身がうずく痒みをごまかすかのように身体に力を入れて、花は来た道をやや戻り、手前の角を曲がって学校へと向かうことにした。

　遠回りになってしまうが仕方ない。

（はぁ……かわいかったなぁ……でも……）

　花は小さな男の子に近寄ると、眩暈めまいと痒みと震ふるえに襲おそわれる──重度の《少年アレルギー》だった。







　花の通う鈴蘭女学院は、創立五十周年を迎える歴史ある名門校だ。

　創立当時に建てられた校舎のほとんどは去年から立て直しが行われていて、唯ゆい一いつ昔のままの姿を残しているのが、花の通う高等部の旧校舎。

　建設当時にはまだ珍めずらしかった鉄筋コンクリートの建物で、各フロアにはアメリカ式のダストシュートがついていて、一階のゴミ集積場に繫つながっている。

　しかし少子化が進み生徒数も少なくなった今は、使われていない空き教室も多く、ダストシュートも使用禁止になっていた。

　三階の一番奥に位置する花のクラスでは、ホームルームがまだ始まっておらず、生徒たちは小さなグループを作りそれぞれおしゃべりをしていた。

　花がいないことにも気付いていないようだ。

「ええー、そんなのただの噂うわさでしょ？」

　裏返ったような声で驚いたのは、花の隣の席の満みつ井い由ゆ美み。外国人のような巻き毛を持ち、手足が長い華きや奢しやな子だ。

　ひとつひとつのリアクションが大きい子なので（長い手足でリアクションするため余計に目立つのかもしれない）、彼女がいると話が盛り上がる。

　天然パーマの髪質を気にするため、雨の日にはテンションが低くなるが、今日は天気もいいので絶好調だ。

「でもほら、火のないところに煙けむりはたたないって言うじゃない？」

　眉まゆをひそめながら、それらしく語るのは木きノの下した茉ま莉り果か。日本人形のような黒髪にべっこう色フレームのメガネをかけている。ぽっちゃりとした体形の色白の子で、花がうらやむほどの豊満なバストを持っている。

　彼女は両親から制限時間を設もうけられるほどのネット中毒者で、校内でスマホ使用が見つかり没ぼつ収しゆうをされたことが二度ほどある。

　さらに根こん拠きよがない話もまことしやかに語る能力に長たけているので、ネットで拾ったくだらない噂話も彼女の手にかかればワイドショーのような盛り上がりを見せる。

　二人とも、花と仲がいい友達だ。

「はっきりとした目的はわかっていないのだけど、《最さい果はてノ国くに》からやってきた《異邦人エトランゼ》は未成年ばかりを狙ねらって誘ゆう拐かいを繰り返す。これは昔から言われていることでしょう」

「うんうん、それはうちも知ってるよー。《最果てノ国》って言ったら、子供が嫌う怖い話のナンバーワンだよね。最初に聞いたときは、夜眠れなかったもん」

　遠い昔にこの世界から切り離された悪者ばかりが集まるという《最果てノ国》。それは世界中で語り継がれる定番の童どう話わだった。

『悪い子は《最果てノ国》へ連れて行かれるよ。だから良い子でいなさい』

　親の言うことを聞かない子供や、夜更かしをする子供のしつけに決まり文もん句くのように使われる。この童話がここまで定番化されたのは、親側の都合にもよるのだろう。

　しかしその童話であるはずの《最果てノ国》は、実在するという噂がある。

「マニアの間ではもともと有名な話なの。最果てノ国が存在していた物ぶつ証しようは世界中にいくつも残されているし、実際に行ったっていう人の証言だってあるんだよ。それなのに政府は単なる都市伝説として、なんの見けん解かいも出そうとしない。おかしいと思わない？」

「おかしいよねー。ぜったいにおかしいー」

　由美の同意が茉莉果に勢いを与える。最初は数人だった話の輪が、いつのまにか十人以上が集まる大きな輪になっていた。

「じゃあ、《最果てノ国》から来た……エト……エト……なんだっけ？」

「異邦人エトランゼね」

「そう！　その異邦人が、未成年者を誘拐しているっていうのは本当なの？」

「本当よ。そしてその事件が、ついにこの町でも起きたのよ」

「ぎゃー、何それ、やばーい」

　学区内で一番偏へん差さ値ちが高いとされる柊ひいらぎ第だい一いちのサッカー部員がいなくなったのは、ＳＮＳで派手に拡かく散さんされたため有名な話だった。

　茉莉果の話では、その彼も異邦人に連れ去られた被害者らしい。

「家出って噂もあったよ？」

「そうね、でもわたしの調べじゃ、家を出る理由が彼にはなかったのよ。成績優秀でサッカー部ではレギュラーポジション、付き合っている彼女もいて家族関係も上う手まくいっている。そんな彼がどうして突然いなくなるの」

「そうだねー、確かにそうだわー」

　由美がうんうんと頷うなずくのを見て、茉莉果は満足そうに微笑む。

　この二人は高等部から入学してきた外部受験者なので、互いの付き合いも二カ月に満たないが、絶妙なコンビネーションでクラスの中心的存在になっていた。

「普通なら行方ゆくえ不ふ明めい事件として、大きくマスコミが取り上げてもいいはずでしょう。なのにテレビでも新聞でも、一向にそんな報道は見られない」

「ほんとだねー。なんでだろう？」

　茉莉果はそれが話したかったと言わんばかりに、メガネの間の鼻をツンと尖とがらせて答えた。

「箝かん口こう令れいが敷かれていて、マスコミだって報道できないの。でも政府は異邦人の仕し業わざである証しよう拠こをしっかり摑つかんでいて、彼らを捕つかまえるのに必死になっているんだから」

「カンコーレーって、秘密にするってことだよね。えー、ちょー怖い。オニ怖い。なんなのー」

　由美が大げさにブルブルッと背中を震わせると、その恐怖は周りにいた女子たちにも広がってゆく。

　それを見た茉莉果は再び満足そうな笑みを浮かべた。そしてふと、輪から離れて本を読んでいる斜め前の席に座る平ひら前まえ薫かおるに声をかける。

「平前さんはどう思う？」

　マイペースで知られている薫はこの手の話の輪に参加することはほとんどないが、クラス委員ということもあってクラスメイトからの信頼が厚い。

　わざわざ彼女に意見を求めたのは、肯こう定てい的てきな意見を言わせることで、話にさらなる花を添えようという茉莉果の意い図とがあったのだろう。

「花ちゃんがまだ来てないね」

　薫は読んでいた本をパタンと閉じて、質問の答えとは別のことを独ひとり言ごとのように呟いた。彼女のマイペースはいつものことなので、茉莉果も気を悪くするようなことはない。

「ほんとだぁ。ねぇ、もしかすると花も異邦人に……!?　ってそれはないかー。花の遅刻なんて、いつものことだもんね」

　返事をしない茉莉果の代わりに、由美が薫に返事をした。もうすぐホームルームが始まる時間だ。







　学校についた花は、足音を殺しながら教室へ向かっていた。

　休み時間はあんなにもやかましくなる校舎全体が、花の足音が響くくらいに静まりかえっている。すでにホームルームが始まっているのだ。

（はぁ～っ、後ろのドアからこっそり入って、なんとか席に着けないかなぁ……）

　何度か挑戦したことはあるものの、成功したことは一度もない。ドアを開けて中に入るまでは上手くいっても、コソコソ入ってきた花に気付いたクラスメイトたちがクスクスと笑い出すので、先生にも気付かれてしまうのだ。

「やっぱり、正々堂々と謝あやまるしかないよね──」

　花は階段を上り終わるといったん足を止め、長いため息をついた。この廊ろう下かの先に花の教室はある。

　そのとき突然、花は後ろから左手を摑まれた。がっしりとした大きな手だ。そしてそのまま強い力で引き寄せられる。

「へっ、わっ、わっ」

　肩にかけていた通学バッグが床に落ち、ペンケースと共におにぎりがバッグから転がった。

「んーっ……んー……」

　叫び声をあげようにも後ろから伸びた手によって、花の口は押さえられている。そしてそのまま、背後から羽は交がい絞じめにされてしまった。

（なにっ、誰……っ）

　振り返ろうとするが、身体を押さえつける力が強くて少しも動くことができない。唯一見えた手で相手が男だとわかった。

「悪い。少しだけ大人しくして」

　男は掠かすれた声でそう言い、続けざまに呪じゆ文もんを唱となえるように言った。




「契約コントラクト──」




　首元が急に緩ゆるめられたかと思ったら、男の手が花の制服の第一ボタンを外していた。花は恐怖で身体が動かせなくなる。

　そして次の瞬間、花の首元に何かが触れた。柔やわらかいその感覚に、緊張していた花の身体はびくっと震える。

　口唇くちびる──。

（ええっ……キス……されてる……っ!?）

　左の鎖さ骨こつのやや上に顔を埋うずめるようにして、男はキスをする。ただ触れるだけのキスではなく、何かを残すようなゆっくりとしたキス──。

（あ……くすぐったい……。……んっ、……なんか……ダメ……）

　他人の口唇がこんなにも柔らかくて、それが触れると素肌がこんなにも敏びん感かんになるなんて、花は初めて知った。

　しかも男の人と付き合ったことのない花にとっては初めてのキスだ。

（どどどど、どうしよう……。キスされてる……っ。誰かわからない変な人に、キスされてる……っ！！！）

　花の頭は真っ白になった。突然起きた出来事に頭が付いていかない。

　男のキスはまだ続いている。ぼんやりとした意識の中で、花はキスをされている首元が徐々に熱くなっていくのを感じていた。

　そして口唇は離れ、花は男の手からも解放される。

　身体の力が抜けていた花は、ずるずると廊下に座り込んだ。見なれたクリーム色の床が目に入ってきて、自分が学校にいるのだと思い出した。

　ぼんやりとしていた花の意識が、徐々にはっきりとしてくる。誰か、助けを呼ばなければ──。

「え……あ……っ」

　声をあげようとした瞬間、視界がぐしゃりと歪ゆがむ感覚に襲われた。同時にキーンという耳鳴りがして、こめかみに手を当てる。

（なに……これ……っ!?）

　その不思議な感覚は一瞬にして終わった。そして花が振り返ると、そこにあるはずの男の姿はなく、ひとりの少年が立っていてじっとこちらを見つめていた。
















　身長からすると、小学校低学年といったところだろうか。魔法使いが着ていそうな黒いローブで全身を覆おおっている。

　綺き麗れいな顔立ちをした少年だった。子供らしい丸みのある顔に切れ長の目としっかりとした鼻はな筋すじ、将来イケメンになることは間違いない。

（この男の子がさっきのキスを……？　ううん、でもあれは確かに大人の男の手だった……）

　ごつごつとした骨ほねばった手は、指がすらりと長くて、花が抵抗できないだけの強い力を持っていた。こんな小さな子にそこまでの力があるとは思えない。

　しかしここには、彼以外の人の姿はなかった。

「ねぇ、今、キスをしたのって、キミ……？」

　内心まさかと思いながら、花は少年に尋たずねた。

「そうだけど？　てか、オレ以外に誰がいるんだよ」

　少年は呆あきれたようにため息をつく。

「そう、だよね……」

　大人の男だと思ったのは、花の勘かん違ちがいだったんだろうか。最近の子は発育がいいと聞くので、あれだけ力強くても不思議じゃないのかもしれない。

　でもだとしたら、花にアレルギーの症状が出ないのはなぜだろう。今だってこんな近くにいるのに、痒みが出る予よ兆ちようは一切ない。

「お前さ、何ぼーっとしてんの？　大丈夫？」

　少年に顔を覗のぞき込まれて、花はびくっとして身体を背そむけた。子供のしたことだとわかっても、恐怖心はそう簡単には消えない。

　花は少年と距離をとるようにして、立ち上がる。

「キミはどこの子？　なんであんなことをしたの？」

「名前は凪なぎ。いちおう八歳。なんでかって言われたら困こまるんだけど、まぁ挨あい拶さつみたいなものだと思ってよ」

　凪と名乗った少年は悪びれた様子も見せず、軽い口調でそう言った。

　挨拶だなんてとんでもない。花にとっては口唇ではないとはいえ、初めてのキスだ。しかもあんなに乱暴なやり方をするなんて、許されることじゃない。

　凪は黙だまっている花を見て、何を思ったのかじりじりとその距離を詰つめてくる。花は逃げるように後ろへと下がった。

「そんなに怖がることないだろ？　オレみたいなちびっ子に何ができるって言うんだよ」

「キスしたじゃない……!!」

「は？　キスぐらいで、なんだよ。大げさな反応して」

「キスぐらいって……そんな簡単なものじゃないでしょう……。キスってもっと、気持ちを通わせてから……好き同士の二人がすることで……」

「ばっかみてぇ……くだらない」

　凪は吐はき捨てるようにそう言うと、足元に転がっている花のおにぎりを拾った。

「あ、それわたしの……！」

「拾ったものは、オレのもの。で、アンタ、名前は？」

「……花」

「ふーん、かわいい名前だね。ご馳ち走そう様さま、花ちゃん」

「ちょっと、あげるなんて言ってないっ」

　凪は取り返そうとした花の手から素早く逃のがれ、廊下に面した窓に足をかける。

「ダメッ。ここは三階……っ」

「だから？」

「えっ、ちょっと……！」

　窓まど枠わくに足をかけた凪はそのまま空へ飛びあがるようにして、正面にあった楠くすのきへと飛び移った。枝が大きく揺ゆれる音がした後、そのまま凪の姿は見えなくなった。

　残された花は呆ぼう然ぜんと窓の外を見ている。

「なに……今の……」

　花は確認するように、右側の首元を見た。小さく鬱うつ血けつしたような痕あとが残されている。まるで小さな花びらのようだ。

（これ……キスマーク……!!）

　花は慌あわててシャツのボタンを留めた。こんなものを誰かに見られたら大変だ。

「小森さん、あなたは遅刻してきたと思ったら、何をしているの？」

　廊下の向こうから声をかけられた。

　花の担任、水みず島しま紗さ江え。二十六歳の若い教師だ。ホームルームを終えて教員室へと戻るところらしい。

「えっと、あの……その……」

　恒こう例れいになった花の遅刻を注意するつもりで近づいてきた水島だったが、廊下に散らばった荷物と花の様子を見て表情を一変させる。

「何があったの？」

「先生……」

　花はなんと答えていいのか、わからなかった──。







　官かん庁ちようが立ち並ぶ霞かすみが関せきの一角に、警けい察さつ庁ちようの管かん轄かつである特別対策班の本部はあった。三年前に建て替えられた近代的な黒い外観の建物だ。

　入口にはセキュリティロックがかけられており、部外者は中に入ることができない。それだけの機密情報が取り扱われているということだ。

　そのビルの最上階にあたる八階の大会議室に、白い制服を身にまとった警察官たちが数十人集められていた。

　花の幼おさな馴な染じみである、城しろ田たユキヒロもいる。

「知ってのとおり、柊ひいらぎ町ちようを中心とする三町でこの三カ月の内に七人の高校生が行方不明になっている。そしてすべての生徒たちに家出の兆ちよう候こうは見えなかったことが報告されている。つまり、七人はなんらかの事件に巻き込まれた可能性が高いということだ」

　正面の壇だん上じようで語ご気きを強めて話をしているのは、ユキヒロの上司の佐さ田ただ。仕事に厳きびしく、後こう輩はいを育てることにも前向きな仕事人間だ。

　入庁したばかりのユキヒロに仕事を教えてくれたのは佐田だった。ユキヒロは佐田がどれだけ厳しくどれだけ完かん璧ぺきに仕事をこなすか、身をもって知っている。

　そしてその佐田がこれだけ硬かたい表情をしているのは、事件がそれだけ深刻な状況にあるということだ。

（行方不明になった七人の高校生、か──）

　ユキヒロは小さい頃から知っている年下の幼馴染みを思い浮かべた。

　子供とばかり思っていた花も、今は高校生で事件発生地域内の学校に通っている。いつ被害者になってもおかしくはない。

「先せん輩ぱい、見て見てぇ、ツルが折れ……いだっ」

　調査書の隅で小さな折り紙を作り、せっせとツルを折っていた後輩・雨あま宮みや壱いちの足を机の下で蹴け飛とばした。

　蹴られた雨宮は小さな悲鳴をあげ、ユキヒロは座っていたパイプ椅い子すをずらしてその声を打ち消す。

「先輩の携帯、光ってますよぉ。捜査会議中はプライベートの携帯は切っておいてくださいよぉ」

「音は切ってあるんだから問題ないだろ」

「どうせ、女からの電話ですよねぇ。僕わかるんですよぉ……いだっ」

「……うるさい」

　ユキヒロが携帯を切らないのには理由があった。

　幼馴染みの花の家は特とく殊しゆだ。父親は海外だし、母親が家を空あけることも多い。

　そのために家族ぐるみで付き合いがあるユキヒロが保護者代わりになり、緊急の連絡を受けることになっている。ユキヒロ自みずからが申し出た役割だ。

「いいかぁ。過去の事例と照らし合わせても、この事件には、《異邦人エトランゼ》が関わっている可能性が非常に高い。だからお前たち、特殊対策班が招集されたわけだ」

　壇上に立つ佐田の話は事件の核心に迫せまり、声がさらに大きくなる。

「ヤツらは神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、我々の目を晦くらませてこの世界にもぐり込んでいる。しかし知ってのとおり、異邦人エトランゼはこの世界で過ごす適応能力を持たない。我々に付け入る隙すきがあるとすればその点だ。これ以上の犠ぎ牲せいを出さないためにも、至急ヤツらを見つけ出し身み柄がらを確保する必要がある。いいな」

　佐田の言葉にユキヒロを含めた警察官たちは、一いつ斉せいに「はい」と答えた。







　高等部の教員室は、旧校舎の一階にあった。

　教室の二部屋分のスペースにあたる広い部屋には、教員たちのデスクが並んだ場所とは別に、生徒たちとの対話の場所としてパーテーションで仕切られたミーティングスペースがある。

　花はそのミーティングスペースの一番手前でパイプ椅子に座らされていた。目の前には、担任の水島と学年主任の江え原はらが座り、共に困こん惑わくした表情を浮かべている。

「小森さんの話をまとめると、黒いローブのフードを頭からすっぽり被った八歳の男の子がいて、三階の窓から下へ飛び下りた、とそういうことね？」

「……はい、そういうことです」

　花の返事は消えそうなほど小さかった。事実とはいえ、おかしな話だ。校内に男の子がいるのもおかしいし、三階から飛び下りて姿を消すのはもっとおかしい。

　若いながらもいつも冷静なクラス担任の水島、そして孫まごまでいる人生経験の長い江原が、こんな不思議な話を真に受けてくれるとは思えなかった。

（遅刻の下手な言い訳だと思われるかもしれないなぁ……）

　花は遅刻常習犯だが、噓うそをついたり言い訳をしたりはしない。

　毎回ちゃんと謝ることにしているのだが、今回は噓のような出来事が実際に起きてしまったのでそうもいかない。

　花は俯うつむきながら、大人二人の次なる言葉を待った。

「わかったわ。その小さい子は、校内を捜してもらいましょう。念のため、警察にも話をしておくから、小森さんは安心して」

「へ……あの……」

　あまりにあっさりと信じてもらえたので、花は拍ひよう子し抜ぬけした。

「その男の子に、何かされたわけではないのね？」

「あ、はい。……何も」

　花は無意識に襟えり元もとに手をやる。シャツの内側には小さな花びらのようなキスマークが残っている。

　キスをするまではあんなにも強引だったのに、口唇が触れた後は優しいキスに変わった。穏おだやかで大人の余裕も感じさせるようなキスだった。それをあんなに小さな八歳の子がしたというのだから驚きだ。

　しかしそんな話を教師にするのは憚はばかられた。いや、教師だけじゃない。花は誰にも話したくはなかった。

　キスマークを見せるのも嫌いやだ。恥はずかしいのとショックなのとで、これだけ鮮せん明めいに覚えている出来事だったが、なかったことにしてしまいたかった。

「教室に戻っていいわよ」

「はい、失礼します」

　水島に促うながされて花は席を立ち、教員室を後にした。

「花ちゃん」

　廊下に出るとクラス委員の平前薫の姿があった。古書保全のボランティアをしている彼女は今日も大きな段ボール箱をカートに載のせて運んでいる。

「重そうだね。手伝うよ」

「大丈夫。もう運んだ後だから、箱は空からっぽなの」

　薫はそう言って手にしているカートを揺らして見せる。何も入っていない箱は、簡単にゆらゆらと動いた。

　二人は教室に向かって歩き出す。階段を上りながら、窓の外にあの楠が見えた。凪は一体、どこへ行ったのだろうか。

「普通、三階から落ちたら怪け我がをするよね……」

　花は自分に向かって確認するように呟いた。しかし半歩前を歩いていた薫にも聞こえたようだ。

　薫は足を止めず振り返ることもせず、淡たん々たんと答えた。

「人間の身体は環境によって進化するもの。厳しい世界で育った人は、強きよう靭じんな肉体を持っているらしいわ」

「三階から飛び下りても無傷なくらい？」

「そういうことも、あるかもしれない」

　平前薫は本をたくさん読んでいるためか、他のクラスメイトたちが言わないような意見を口にする。

（平前さんはかっこいいなぁ……）

　落ち着きがあって思し慮りよ深い。マイペースで他人に流されない薫は、花からすると憧あこがれの存在だった。

「じゃあ四階から飛び下りたらどうかな」

「今の例え話に、その差が関係あるかしら」

「……関係ないね」

　平前薫はやはり冷静だった。







　その頃、花が出ていった後に教員室で、担任の水島と学年主任の江原が難しい表情で話をしていた。

「ダメです。呼び出し音は鳴るんですけど、出ませんね。捜そう査さ会議中かしら」

　水島は携帯を切って、ため息をついた。

「城田さんって言ったかしら……。あなたの高校時代の同級生だったわね」

「腐くされ縁えんで大学まで一緒でした。小森さんの母親にもかけてみたんですが、取材で外に出ているらしく」

「城田さんは電話に出ない、と。……困ったわね。小森さんのこと、大ごとでなければいいのだけど」

　ベテランの江原は眉み間けんにぐっとシワを寄せて、長いため息をつく。

　教師二人がここまで、花のことを心配するのは、六年前に起きた悲しい事件があったからだ。

　当時水島はまだ学生だったが、仲良くしていた同級生のユキヒロが関わっていたので、事情はよく知っている。

「潤じゆん一いち郎ろうくんはまだ見つかっていないんですよね」

「そうね。そして小森さんにも記き憶おくは戻っていない」

「心しん因いん性せいの記憶障しよう害がいでしたよね。小森さんはこの先もずっと弟さんのことを思い出せないんでしょうか」

　江原は「それはわからないけど」と首をかしげた後で、寂さびしげに言った。

「思い出しても悲しいだけなら、忘れたままの方が幸せかもしれないわね」







　小森花には記憶障害がある。

　六年前に行方不明になった二歳下の弟、潤一郎の記憶をすべて失っている。

　それは調書にも残され、教員たちはそのことをみんな知っている。だから花の不可解な話は病気の影響じゃないかと、教師たちは心配しているのだ。

　記憶障害のきっかけは六年前、花が十歳のときの出来事だった。

　花火大会の帰り道、弟の潤一郎が農業用のため池に転落して行方不明になった。遺い体たいは見つかっていない。

　花は事故のショックで、潤一郎の記憶をすべて失ってしまった。事故のことも一切記憶にないのだという。

「確か、その事故の日に一緒にいたのが、城田さんだったわよね」

「ええ、そうです。彼もひどくショックを受けていました。……あ」

　ちょうどそのとき、水島の携帯が着信を知らせた。ユキヒロからの折り返しの電話だ。

「噂をすれば、ですね」

　水島は江原と目を合わせて苦笑した後、電話に出た。電話口で疲れたようなユキヒロの声が聞こえた。







　水島と話を済ませたユキヒロは電話を切って、デスクへと戻った。

　席に着いた途と端たん、隣の席でぼろ雑ぞう巾きんのようにぐったりしていた後輩の雨宮が、恨うらめしそうな視線を向ける。

「先輩、僕だけ働はたらかせて何をしていたんですかぁ。女子に電話ですかぁ。今日はどうせ残業だからぁ、デートの予定を入れても行けませんけどねぇ、お生あい憎にくさまぁ」

「勝手に話を作るな。花のことで、学校から電話があったんだ」

「また花ちゃんですかぁ。先輩はほんとに花ちゃんが好きですねぇ」

「勝手にちゃん呼ばわりするな。お前は知り合いでもなんでもないだろ」

「知り合いでもなんでもありませんけどぉ。あまりに先輩がお熱なんでぇ、心配をして差し上げてるんですぅ。何かあったんですかぁ」

「心配してくれなくても結構だ。それより調べは進んでいるのか」

　事件の話になると、雨宮は渋々と身体を起こして、デスクの上に重ねてあった書類の束をユキヒロに見せた。

　口も態度も悪い後輩だが、仕事の腕は確かだとユキヒロは思っている。

「言われたとおり、現在使われていない建物の一覧です。長らく不況が続いたので、そんな建物は山のようにありますよ」
















「ということは、お前の言うとおり徹てつ夜やだな」

「はぁ、ぜったい嫌だぁ。僕は泊まりになっても仮眠はきっちり八時間取りますからね」

「それは仮眠じゃなくて、普通の睡眠だ」

　ユキヒロは書類を眺ながめながら、冷たく返事をする。

　最果てノ国からやってくる異邦人エトランゼは、偶然開けられた《穴ホール》によってこちらの世界へとやってくる。

　穴が開く原因はいまだ解明されていないが、おそらく以前は繫がっていた世界同士、互いに共きよう鳴めいし合っている可能性が高いという話だ。

「穴は薄暗く人が立ち入らない場所で発生する。事件現場付近に穴があるとすれば、おのずと場所は限られる」

「そうですねぇ、だからこうして閉へい鎖さされた工場やビルを探したわけですよね」

　異邦人による拉ら致ちは最果てノ国が切り離された当初より行われてきたようだが、政府が対策を立てたのはここ十年のことだ。

　科学捜査や防犯カメラの映像などで、異邦人の仕業であることがはっきりわかるようになり、放っておけなくなったのだろう。

（潤一郎のように……）

　ユキヒロの脳のう裏りに花の弟・潤一郎の最後の姿が浮かぶ。







　あの日、潤一郎を飲み込んだのは間違いなく《穴ホール》だった。

　花火大会の帰り道で蒸むし暑さの残る夜だった。見物客のＵターンで混雑する大通りを避さけ、小高い丘きゆう陵りようを抜ける地元の人間しか知らない抜け道をまだ幼い花と潤一郎を連れて歩いていた。

　薄暗い道だが、それほど遅おそい時間でもない。成人した自分が付いているのだから大丈夫だというおごりもあったのだと思う。当時二十歳だったユキヒロは、なんの不安も感じていなかった。

　しかし事故は起きた。それはゴルフ場の隣接した道を歩いている最中で、気付くと潤一郎の姿がなかった。

「ジュンが向こうに……」

　立ち入り禁止のフェンスを抜けて、生えっぱなしになった雑草をかき分け、ため池の前に出た。潤一郎の姿はため池の中にあった。

「潤一郎っ!!」

　ユキヒロはなんの迷いもなくため池の中へと入って行った。潤一郎を助けようと必死だった。

　ため池の深さは一番深いところで二メートル弱、潤一郎が手足をばたつかせているのはその一番深い辺りのようだ。

「手を伸ばして、摑まれっ！」

　ユキヒロは足が届くギリギリの位置で、潤一郎に向かって手を伸ばした。潤一郎が少しでも手を差し出せば届く距離だ。しかし潤一郎は気が動転しているのか、手を伸ばそうとはしない。

「くそっ」

　身体を締め付けるようにまとわりついていたシャツを素早く脱いで、ユキヒロは潤一郎のそばまで泳いで近づく。

　シャツを対岸へ投げたとき、ため池の淵ふちで号泣している花の姿が目に入った。

（とにかく、潤一郎を助けないと──）

　しかし泳いで近づいてみると、潤一郎は溺おぼれているわけではなかった。

　ため池の真ん中、水の中に浮かぶ黒い渦うずのような穴に、吸い込まれそうになっているのだ。

（なんだ、これ──）

　水の中の穴は水面上からも轟ごう々ごうと音をたてているのがわかった。潤一郎は今にも穴に吸い込まれそうだ。

「ユキちゃん……」

　潤一郎はそのとき初めて、ユキヒロの名前を呼んだ。

　しかしユキヒロは水面下で轟々と音をたてる穴の存在が恐ろしくて、潤一郎のいる場所まで近づくことができなかった。

「潤一郎、手を伸ばせっ」

　さっきよりも潤一郎の表情をはっきりと読み取ることができた。気が動転しているようには見えない。冷静に事の成り行きを見守っているような表情だった。

　そして頑かたくなに手を伸ばそうとしない。

「潤一郎っ、潤一郎っ！」

　穴は一段と大きくなり、轟々という音は地響きのように響いた。

　水面は大きく揺れ、そして潤一郎の姿は穴の中へと引きずり込まれてゆく。あっという間の出来事だった。

「ジュンっだめっ、だめぇぇぇっ」

　花の泣き叫ぶ声が聞こえたとき、ユキヒロの視界から潤一郎の姿が完全に消えた。そして花の中で、潤一郎の記憶もなくなってしまう。

（花はすべてを思い出したら、きっとオレを恨むだろうな……）

「ユキちゃん、ジュンを助けてっ!!」

　花の叫び声を今もはっきりと思い出すことができる。

　あのとき、穴を恐れず近づけていたなら、潤一郎の手を摑み助け出すことができたんじゃないのか。

　後こう悔かいがあるからこそ、この仕事に就いたのだ。理り不ふ尽じんに別世界に飛ばされる被害者をなくすため、潤一郎を救えなかった罪を償つぐなうためでもある。

　雨宮にまとめてもらった書類を見ながら、「よし」と頷く。

「とりあえず、現場を回ってみよう。車を回しとけ」

　雨宮がめんどくさそうに「はーい」と返事をした。







　授業を終えた花は、帰り道が同じ方面の満井由美と一緒に帰っていた。

「ね、ちょー面おも白しろいでしょー。アハハ」

　どんな話でも由美が話すと明るく楽しい話になる。花のクラスにいつも笑いが絶えないのは、彼女がいるおかげだ。

　由美の笑い声に釣つられるようにして、花も笑った。すると由美が嬉しそうに微笑む。

「よかった。花、やーっと笑った」

「え、わたし。そんなに笑ってなかったんだ……」

「うん、朝から元気なかったよー。不ふ審しん者しやに会ったんだってね。怖かったでしょう」

「あ、ううん。不審者って言っても、何かされたわけじゃないから大丈夫」

　あれから校内放送で生徒たちに不審者への注意が促された。情報の早い生徒たちの間では、その被害者が花であることも知られているようだ。

　落ち込んでいる自覚はなかったが、無意識に顔に出ていたのだろうか。ふと気付くと朝あったことを考えていた。

　シャツの下にはまだあのキスマークが残っている。あれから何度も洗ったり冷やしたりしてみたのだが、多少は薄くなったものの、完全に消えてはくれなかった。

「茉莉果とも言ってたんだけどさー。花ってたまに寂しそうに見えるから、心配なんだよねー」

　同じクラスメイトの木ノ下茉莉果とは、地下鉄の駅の入口で別れたところだ。茉莉果は電車で一時間かけて通学をしている。

　二人とも高校に入ってからの付き合いだというのに、花のことを親身になって考えてくれる良い友達だ。

「ありがとう。でも大丈夫だから、心配しないでね」

　花は二人の心配に素直に感謝した。

　今日のことはともかく、花が寂しそうに見えるのはなぜだろう。二人以外にも言われたことがある。

　両親が留守なことが多く、家にひとりでいるからだろうか。さもなければ──。

　花の脳裏にひとつの可能性が浮かぶ。花はすぐにそれを打ち消して、由美に笑顔を向ける。

「アハハ、やっぱり花、笑ってた方がかわいいよ」

「やだ、口く説どかれてるみたい」

「そうだよ。口説いてるんだもん。じゃあね、花。日曜の礼れい拝はいは遅刻しちゃダメだよー」

「うん、またね」

　由美といつもの路地で別れ、家へと帰る。

　花はひとりきりの家についてすぐにお風呂にお湯をため、制服の上からエプロンを着けて夕飯の支し度たくを始めた。

　キッチンの小窓から、夕陽が差し込む。薄れゆくオレンジ色の光を感じながら、夕飯の支度をしていると心が温かくなる。

　花が中学に入り母親が仕事復帰をしてから、花が夕飯の支度をするようになった。誰に頼まれたわけでもなく、花自身が望んでしていることだ。

「ご飯が炊たけたら出来上がりだなぁ」

　花は小学生の頃から調理クラブに入っていたくらいキッチンに立つのが好きだ。

　ただ普通の料理好きとはちょっと違う。花が一番好きなのは、料理ができてゆく過程だった。調理の匂いは家族の香りがする。この匂いがとても好きなのだ。

　母親の分のおかずをお皿にとり、ラップをかけて置いておく。こうしておくと、仕事から帰ってきたときに何も言わなくても食べてくれる。親子のコミュニケーションのひとつだ。

　花はエプロンを外して、洗せん濯たく機きを回してしまおうと、洗面所へ向かったところでリビングの電話が鳴った。ユキヒロの携帯電話からだ。

「花、変わりない？」

　ユキヒロは、花と同じ町内に住む十歳年上の幼馴染みだ。国立大学を卒業して警察官になった。この辺りでは有名な好青年で、近所のおばさま方からの人気も高い。

　花が物心ついた頃から親同士の親交があり、いつもそばにいてくれた兄のような存在だった。

　そして花が高校生になった今でも、保護者代わりとして心配してくれている。

「さっき帰ってきて、ご飯を作ったところ。いつもどおりだよ」

「学校で不審者に会ったんだってな。怖かっただろ、大丈夫か？」

　花の頭に担任の水島の心配そうな顔が浮かぶ。

（ユキちゃんにまで連絡が行くなんて……）

　なんと返事をするか花が言葉を選んでいると、ユキヒロはますます心配そうな声になる。

「花、やっぱり何かあったのか？」

（ああ……ユキちゃんに心配をかけちゃダメだ）

　花は慌てて否定した。

「ううん、なんでもないよ。変な人も朝に見ただけだし、近くの派出所からおまわりさんも来て校内の見回りをしてくれたんだよ。異常もなかったし、わたしは何もされてないから大丈夫だよ」

「……ならいいけど」

　ユキヒロの声に納得した様子は感じられない。

「ユキちゃんは今日も残業？」

「ああ、帰るのは朝になると思う。何かある？」

「ううん、大丈夫。お仕事がんばってね」

（おかずを多めに作ったから食べに来てもらおうかと思ったのだけど──）

　忙しそうなユキヒロの様子を察して、それは言わないでおいた。

　言えばきっと無理をしてでも仕事を抜けて、食べに来てくれただろう。昔からユキヒロは花に特別甘い。花はその優しさに甘えたくなかった。

「おばさん、今日も泊まりだろ。戸締まりはしっかりしておけよ」

「うん、わかった」

「知らないヤツを家に上げたりするなよ」

「大丈夫だよ」

　ユキヒロの変わらない子供扱いに、花は電話を切ってからひとりでクスクス笑う。

（幼稚園児じゃあるまいし、知らない人を家に上げたりなんて──）

　そう考えた花の目の前に、知らない人が現れた。

（知らない人っていうか……ちょっとだけ知ってる人だ……!!）

　黒ローブ姿の少年、今け朝さ会った凪と名乗った男の子だった。二階に上がる階段から花のことをじっと見ている。

「うわああああ！！！！」

「お邪じや魔ましてマース」

　驚く花をよそに心のこもっていない挨拶をした凪は、立ち上がってダイニングテーブルの椅子へと腰かける。ふてぶてしい態度に見えるが、身体はやっぱり子供サイズで足が床に届いていない。

　その様子を見て、花が慌てて駆け寄った。凪はブーツを履はいたままだ。

「凪くん、靴！　脱がなきゃダメでしょ」

「ふーん、そういうものなんだ」

　凪は初めて知ったというように、ブーツを脱いだ。

「どこから入ったの!?　知らない人の家に勝手に入ったらいけないんだよ」

「玄関に鍵がかかってたから、二階の窓から入った。入られたくなかったら、しっかり戸締まりをしろよ」

　そんな簡単に二階から入ることなんてできるだろうか。疑問に思ったが、今朝のことを思い出して納得する。三階から飛び下りるくらいだ。二階に上がるくらい、簡単なことなのかもしれない。

　ブーツを脱がせた花は、すぐに警けい戒かいして凪から離れる。またあんな強引なキスをされたらたまったものじゃない。

「そんなに警戒するなよ。オレはアンタとやむをえず契けい約やくしただけで、悪気があったわけじゃないんだ」

　凪は八歳とは思えないほど、大人びた言葉を使う。

　見た目はどう見ても小学生なのに、あのキスを含め、凪の言動はとても子供とは思えなかった。

「契約ってなんのこと？」

　花は警戒を解とかず、凪に尋ねる。

　契約と言ったら、約束事のことだ。花は凪と何かを約束した覚えはない。したことと言えばあの強引なキスと、花の朝ご飯のおにぎりを奪われたことだけだ。

「もう忘れちゃった？　ひどいな。オレたち、キスした仲だろ？」

「そっちが勝手にしたんでしょ。わたしはしたくなかった」

　八歳児だと思って言葉を選んできた花だったが、あまりに無神経な凪の言葉に、本音がそのまま口をついた。言ってから、しまったと思ったがもう遅い。

「……そんなに嫌だったのか」

　凪は花がそこまで嫌がっていたとは思っていなかったようだ。初めて気が付いたように驚いて、うなだれた。

「あー……そっか、そんなに嫌なヤツもいるんだ。……難しいな」

（ちょっと言いすぎちゃったかな……）

　大人びていても八歳の子供だ。花はムキになった自分を反省して、凪と向き合う。

　しかし花が何か言う前に、凪が椅子から立ち上がって、頭を深く下げた。

「ごめんなさい」

「凪くん……」

「そんなに嫌なことだとは思わなかったんだ。オレの住んでたとこでは、キスって言ったら契約のことだから、約束をするときにはキスをする」

「そんな文化の国があるんだ……」

　凪の整った顔立ちは外国の血によるものらしい。キスを含めたコミュニケーションの仕方が国によって違うことは、花も聞いたことがあった。

　契約時に判を押すように、凪の国では何かを約束した際にキスをする習慣があるのだと言う。日常的にキスをする大人たちを見て真似をしてしまっただけかもしれない。

（それなら、仕方ないかもしれないな……）

　花は納得して、凪に頭を上げさせた。

「もう怒ってない？」

　上目づかいでそう聞かれて、花は思わず微笑んでしまう。

「うん、怒ってないよ」

「……よかった」

　凪はそう言って、再びダイニングの椅子へと座った。凪の身長では足が届かないので、少年らしく程よく引き締まった足がぷらーんと宙で揺れている。

（あれ……）

　花は凪の脚に赤黒い痕が点々とあるのに気付いた。血けつ痕こんのようだ。

「凪くん、怪我してるの？」

「え、わっ、なんだよ」

　花は凪が身にまとっていた黒ローブをめくって、傷を確認した。ローブの下のシャツにも点々と血痕がある。

　凪の身体に触れても、今朝と同様に花の身体にアレルギー反応は出なかった。

「……痛っ。……あんまり乱暴に触るなよ」

「ごめんね。でもちゃんと見ないと……」

　傷はすぐわかった。凪の左腕に、ナイフで付けられたような長い切り傷がある。もう出血はしていないようだが、手当てはされていない。

　花は救急箱を持ってきて、傷の消毒をした。凪は消毒液を見たことがないらしく、最初は疑うたぐり深く見ていたが嫌がりはしなかった。花のことを信用しているらしい。

　花は凪の腕を手に取り、傷の周りの汚れをとってから消毒液をかける。

　消毒液は多少しみるはずだが、凪は黙って花の治療する様子をじっと見ていた。

「何かに引っかけちゃったのかな」

　傷はそれほど深くはない。三階から飛び下りるくらいだ。このくらいの怪我は日常茶さ飯はん事じなのかもしれない。

　凪は何も答えなかった。

「はい、できた。いい子だったね」

　消毒を終えて、花は救急箱をしまおうと背中を向けた。その瞬間、凪に後ろから抱き付かれる。

「えっ、え、あのっ……」

　花の背中に凪の顔が押し付けられる。

「ありがとう……。オレ、優しくされたこと……あんまりないから、嬉しい……」

　絞しぼり出すような凪の声に、花は胸がギュッと締め付けられた。それが凪の本心であることは、今にも消えそうなか細いその声から想像がつく。

　凪がどんな家庭環境で過ごしてきたのかはわからないが、こんな些さ細さいなことで喜んでしまうということは、そんなに優しさに恵まれない環境だったのだろうか。

　八歳という年齢でここまで大人びているのは、そのせいもあるのかもしれない。

（凪くんの話、聞きたい──）

　今朝の出来事に悪気がなかったことはわかった。それなら、凪の事情を聞いてみたい。

　花は腰に回された凪の手を優しくとって振り返り、凪と向き合った。まずは凪のしたことを理解したい。

「凪くん、さっき契約がどうのって言ってたよね。その話、詳くわしく聞かせてくれる？」

　凪は頷き、花は凪の正面の椅子に座った。

「理解してもらえるかわからないんだけど、オレは特殊な体質で、誰かと契約をしないと、この世界で生きていけないんだ。……ここまで、わかる？」

「正直わからないけど、でもわかったことにする。続けて」

　凪は頷いて話を続けた。

　この世界から遠く離れた場所で育った凪は、この世界で過ごす適応能力がない。そのため、誰かと契約をしないと免めん疫えき反応が出てしまって、下手をすれば命を失う可能性もある、と──。

「キスマークは契約の証あかしだ。この世界に適応能力を持つ花と契約をして、オレの身体の免疫反応が抑えられている」

「……なるほど」

（細かいことはよくわからないけど、凪くんの身体の不調が、誰かにキスマークを残すことで抑えられるってことなのかな……？）

　花は自分なりに嚙かみ砕くだいて理解をする。

「えーっと、じゃあキスマークが消えたら、凪くんはどうなるの？」

「契約も切れる。またキスをするしかない」

「えっ、それ大変だね……」

「そう、大変なんだよ」

　凪はハァ～ッと深いため息をついた。

「オレ、今日初めて外に出たんだ。だから免疫反応がここまで辛つらいなんて思わなくて、とにかく誰かと契約したくて無理やりあんなことをした。花がそんなに嫌がってるとは思わなかったから、本当にごめん」

「ううん、もういいよ。凪くんも大変だったんだから」

　今まで外に出なかったということは、ほとんど家の中で過ごしていたということだろうか。そんな特異体質だと、凪の親も苦労をしているのだろう。

「凪くんってお家はどこ？　ご家族も心配しているんじゃない？」

「家族なんて、いない」

　花は凪の言葉に一瞬ためらったが、事情があるのかもしれないと考えて言い方を変える。

「じゃあ保護者の人は？　凪くんが帰らないから心配しているんじゃない？」

「それもいない。オレは物心ついたときから、ずっとひとりなんだ」

「そんなわけないよ。凪くんみたいな小さい子がひとりで生活できるわけないでしょう？」

　たとえ本当に親がいなかったとしても、そう言った子供を保護する施し設せつがあるはずだ。ずっとひとりだったなんてことはありえないだろう。

　それに本人の話によれば、凪は特異体質を持っている。それなら尚のこと、ひとりで生きていけるはずがない。

「いや、免疫反応は向こうにいるときは出ないから、大丈夫」

　花がそのことを話すと、凪はあっさり否定した。

「向こうって、よくわからないんだけど。どういうこと？」

「ああ、それを一番最初に話さなきゃいけなかったよな」

　凪はそう言って一呼吸置き、心を決めたように言った。

「オレは《最果てノ国》の人間なんだ──」

　凪の言葉に、花は心臓が止まりそうなくらいの衝撃を受ける。

「名前くらいは知ってるだろ。この世界から切り離されたもうひとつの世界、《最果てノ国》からオレは来たんだ」

　凪の告白に、花は言葉を失った。

　最果てノ国──それは花がずっと調べてきた世界のことだ。

「まぁ、こっちの世界のヤツらはオレたちの国のことなんて、興味ないよな」

　花はテーブルの上に身を乗り出して、大きく頭を振った。

「凪くん、その話、もっと聞きたい！」

　花の返事は思いがけないものだったらしく、凪は目を丸くした。

「……なんだよ。お前、最果てノ国に興味あんのか」

　花は心を落ち着かせるために、一呼吸置いてから答える。

「そこに、わたしの弟がいるかもしれないの」
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　ダイニングテーブルに向かい合って、花はなは凪なぎに弟・潤じゆん一いち郎ろうの話をした。

　六年前にため池で轟ごう々ごうと音をたてる穴ホールへ飲み込まれてしまったこと、その後しばらく花に潤一郎の記憶がなかったこと、今はその記憶が戻っているがそれを誰にも言えていないこと。

「なるほどな。それは、《最さい果はてノ国くに》から繫つながる穴に落ちたのかもしれない」

　穴の様子を詳くわしく話すと、凪は大きく頷うなずいた。

　花の思っていたとおり、六年前に見たあの穴は最果てノ国へ繫がっているようだ。

「んー、でもその話じゃ随ずい分ぶんと大きな穴だな。人けのない薄暗い場所だと、穴は大きくなるものだけど……それにしても、そこまで大きくなるなんて……」

　花はスマホに入れてあった潤一郎の写真を凪に見せた。いなくなる前に家族旅行で撮とった写真をこっそりスマホに入れておいたものだ。

「この子に会ったことないかな？　……六年前だから、今は十四歳のはずなんだけど」

　凪は潤一郎の写真をじっと見た後で、首を大きく横に振る。

「ごめん。見たことない」

「……そっか」

　期待はそれほどしていなくても、ダメだとわかるとがっかりしてしまう。凪は花の気持ちを察したのか、優しく声をかけてくれた。

「最果てノ国はこっちの世界とは違って、それほど広くはないんだ。別のヤツに会ったらまた聞いてみたらいい」

「別の人って、そんなに異邦人エトランゼっているの？」

「異邦人、か。こっちのヤツらは、オレらのことをそんなふうに呼ぶんだな」

「あ、ごめん……」

　本に書いてあったことをそのまま口にしてしまったが、凪からすれば差別的な失礼な呼び名だ。花は素直に謝あやまる。

「いや、いいよ。確かにアンタたちから見れば、異邦人で間違いない」

　凪は突き放すようにそう言ったが、その表情は寂さびしそうに見えた。

（凪くんからすれば、どちらの世界の人も異邦人なんかじゃないのかもしれない。ずっと昔は繫がった世界だったのだから……）

　まだ八歳の子供をむやみに傷つけるようなことはしたくない。花は言葉に気を付けようと思った。

「それで、アンタはどうして弟の記憶がないなんて、噓うそをついているんだ」

　凪は花の目を見て尋たずねた。

　キッチンからご飯の炊たける匂いがする。ほかほかご飯の匂いは、花に家族みんなで食卓を囲んでいた頃のことを思い出させる。

「最初は噓じゃなかったんだよ」

　潤一郎がいなくなったあの日、花の記憶は消えてしまった。目の前であの事故が起きたことが原因だ。

「記憶が戻ったのは三年経った後で、その頃にはもう、潤一郎がいない日常が普通のことのように流れていたの」

　花の診断をした医師の勧すすめもあって、家族は花の前で潤一郎の話をしないようになっていた。事故が起きたとき一緒にいたユキヒロもそうだ。

　だから思い出した当初は、潤一郎のことを知っているのが花だけのような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「でもそれがみんなの優しさだってわかったの。ジュンのいない日常をわたしのために作ってくれていたんだって──」

　お父さんもお母さんも、職場に潤一郎と花の写真を飾っていることを花は知っている。ユキヒロが潤一郎の事件をきっかけに、警察官の職に就ついたことも。

　悲しみや寂しさを乗り越え、それぞれが胸の内に潤一郎の思いを抱かかえている。

「そしたら、言い出せなくなっちゃって……」

　凪は花の話につまらなそうに「ふーん」と返事をした。

「それってつまり、現実逃とう避ひ？」

「そうかもしれないね」

「お前、弱いんだな」

「……そうだね。結局は怖がっているだけだもんね」

　凪の厳きびしい言葉に、花は苦笑を返す。

　確かに凪の言うとおり、花は逃げているのだ。その自覚は花にもあった。

「それでもジュンのことは捜したくて、自分なりに調べて《最果てノ国》まで辿たどり着いたんだけど……。でもそれ以上のことはわからなくて……」

　炊すい飯はん器きのアラームが流れる。さっきからいい匂いをさせていたご飯が炊きあがったようだ。

「まだいろいろ聞きたいんだけど、まずご飯を食べなきゃね」

　花の言葉に凪は目を輝かがやかせる。

「オレのもあるの？」

「もちろんだよ。でもその前に、お風呂に入っちゃおうか」

　花は椅い子すから立ち上がり、凪の姿を上から下まですべてチェックする。怪け我がは大したことなさそうだが、とにかく汚れている。

「服も洗せん濯たくした方がいいね。ジュンの服があるから、着替えの心配はしなくていいよ。あ、凪くんお風呂の使い方はわかる？　教えてあげるから一緒に行こう」

「……なんかお前、嬉しそうに見えるんだけど？」

「凪くんみたいな年の子と接するのは久しぶりなの。弟がいなくなってから、アレルギーになっちゃって、弟世代の子を見ると身体が痒かゆくなるんだよ」

　花が記憶をなくしている間に、弟を失った傷は少年アレルギーとして身体に残り、今もなお花を苦しめ続けている。

　凪は椅子から下りると、甘えるように花の右手にぴたっとくっついた。凪の急な行動に花は驚おどろく。

「凪くん、急にどうしたの……？」

「いや、オレにはアレルギーが出ないのかなって思って」

「それが不思議と出ないんだよねぇ」

　登校中の小学生の列に近づいただけで発はつ症しようする花の少年アレルギーは、なぜか凪に対してだけは、近づこうが抱きしめられようがキスされようが出なかった。

「凪くんが最果てノ国の子だからかな」

「出なくてよかった。オレ、花にくっつきたいし」

「ふふっ、凪くん、甘えん坊だね」

　花はそう言いながらも、凪に甘えられるのが嬉しかった。潤一郎もこうして花に甘えていた気がする。

「凪くん、お風呂に一緒に入ろうか」

「えっ、ばっ、馬ば鹿かじゃねーの。それはダメだろ」

「そうかな？　ジュンとは一緒に入ってたよ？」

「弟とオレは違うし、お前だってその頃より成長してるだろ。胸はそのままかもしれないけど」

「おっしゃるとおりだけど……、最後は余計です！」

　花は凪の分のバスタオルとパジャマを用意して、凪を連れてバスルームへ向かった。







　凪は一緒に入ろうとする花を必死に押さえ込んで、結局ひとりでお風呂に入ってしまった。

　花はきっちりと閉められたバスルームのドアの前で、湯船に浸かった凪に話しかける。

「一緒に入ってもよかったのになぁ」

「いい加減に諦あきらめろ」

　あんなに強引なキスをするわりには、年相応に純じゆん情じような面を見せる。

　そんな凪を花は不思議に思ったが、よくよく考えると今け朝さのキスは免めん疫えき反応を抑えるために必要なことなのだから、口が悪いだけでそれほどませてはいないのかもしれない。

「カップがあと二サイズ上になったら、一緒に入ってやるよ」

（口はほんとに悪いけど……）

　花は凪の軽口に呆あきれながらも、凪への警けい戒かい心しんがほとんどなくなっていることに気付いた。

（悪い子ではないと思う──）

　悪いことをしたと思ったら謝るし、花の弟の話も親身になって聞いてくれる。

　今朝の嵐のようなキスのことは花もまだ消化できずにいたが、八歳の幼い彼にとって生死に関わる重要なことだったと思えば理解はできた。

「ねぇ、凪くん。どうしてこっちの世界に来たの？」

　花はドア越しに凪に話しかける。

　免疫反応や面倒な契けい約やくがあると知りながら、凪はどうしてこの世界へ来たんだろうか。最果てノ国との繫がりは偶ぐう然ぜんに生まれる穴ホールだけのはずだから、こっちに来るのは簡単なことじゃなかったはずだ。

「あー、それをまだ話してなかったっけ──」

　凪はまだ湯船に浸つかっているらしく、お湯が揺ゆれる音がした。

「オレたちの国のヤツらが、この世界の人間を拉ら致ちしているのは知ってる？」

「うん、噂うわさレベルだけど聞いたことがあるよ。あれって本当なの？」

「残念ながら本当なんだ。しかも今に始まったことじゃない。何百年もの間、ずっと続けられてきたことだ」

　悪い子は最果てノ国に連れて行かれる──古くから童どう話わなどで語られてきたことだが、実際にあったことを教きよう訓くんとして伝えているのだろう。

　しかしなぜそんなことをするのだろう。花の疑問に凪が答える。

「最果てノ国では文化が育たず、出生率も低い。だから穴を見つけてはこっちの世界の人間を連れて行って、文化の継けい承しようを行い、人口減少にも歯止めをかけてる。一方的なあちらの都合だよ」

「ジュンもそれで連れて行かれたのかな」

　花の疑問に凪は「おそらく違う」と否定をした。

「最果てノ国の拉致は組織として行っていることだ。年齢の基準があって、花の弟はそれを満たしていない」

　凪の話を踏ふまえると、潤一郎が穴ホールに落ちたのはやはり事故のようだ。凪は話を続ける。

「前は年に数回のことだったんだ。最果てノ国を守るためにやむをえずやっていたことだ。でもそれをビジネスにするヤツが現れた」

「ビジネス……!?　拉致行為を？」

「そう。こっちの人間をさらっていっては、向こうの人間からお金をもらう。……オレはそれが許ゆるせない」

　年に数人だった被害者は年に数百人に増え、最果てノ国に適応できなかった人たちは命を落とすこともあったという──。

　潤一郎が向こうにいるとしたら、どうやって生きているのだろう。記憶の中にいる幼い弟は、たったひとりで生きていけるようには思えない。花の心に不安が広がる。

「オレは最果てノ国による集団拉致を止めたいと思ってる。そして──」

　凪は強い意志を感じさせるはっきりとした声で言った。

「コペルニクスの鍵かぎを見つけだして、最果てノ国を昔とおなじように、この世界の一部にしたい」

　コペルニクスの鍵──最果てノ国を閉ざしたと言われているのは、当時の有識者のひとりであるニコラウス・コペルニクス博はか士せだ。それまでの常識を覆くつがえし、太陽を中心に地球が動く地ち動どう説せつに準じた世界を作った人物だと言われている。

　そのコペルニクス博士が生しよう涯がいをかけて守り抜いたのが《コペルニクスの鍵》だ。この鍵の行方ゆくえは弟子たちも知らず、いまだに発見もされていないのだという。

（現代においては、すべておとぎ話とされているから、見つからないのも無理はないのだけど──）

「そんなことが、できるの……？」

　存在しているからと言って、簡単に見つかるものとは思えない。コペルニクスの時代の話なのだから、五百年も前の話だ。

「やってみなきゃわからないだろ？　オレは今のままじゃ嫌なんだ」

　八歳の凪の強い意志に、花は背中を押される気がした。こんなに小さな子が自分の志こころざしをしっかり持って行動しようとしている。

　ザバァッとお湯の流れる音がして、凪が湯船から出たのがわかった。ドアの前で待ち構かまえていたら、凪がまた恥はずかしがるだろう。

　花は夕飯の支し度たくをするため、キッチンへと戻った。







　リストにあった閉へい鎖さされた建物をすべて確認し、ユキヒロは雨あま宮みやと共に署しよに戻ってきた。

　夜八時を過ぎた管内は、静まり返っている。同じ特別本部の警察官たちも、いったん帰宅をしたようで、フロアにはユキヒロと雨宮の姿しかなかった。

「あーあ、結局ぜんぶ無む駄だ足あしでしたねぇ。ほんとに穴ホールなんてあるんですかねぇ」

　ずっと運転をさせられた雨宮は不機嫌で、席に着くなり机に突っ伏して文もん句くを言う。

　どこからともなく大きな白のオウムが飛んできて、雨宮の肩にとまった。雨宮の飼っている《ファントム》という名のオウムだ。

「未成年者連続行方不明事件に異邦人エトランゼが関わっているのだとすれば、この地域内に穴がある可能性が高い。それよりこの鳥、なんとかしろ」

　飼い主の雨宮に厳しいせいか、ユキヒロはオウムに嫌きらわれている。

　今も雨宮の肩にとまりながらじっとユキヒロの動向をうかがっている。まるで睨にらまれているような視線だ。

「ファントムですよ。名前があるんだからちゃんと呼んでください」

「職場にペットを連れてくるなって言っているんだ」

「ペットじゃないです。僕の家族です」

「家族でも連れてくんな」

　雨宮はオウムについて上層部からも何度となく注意を受けているはずだが、気にせず連れてくるので放任状態だ。

（どういうわけだか、上の人間は雨宮に甘い。それがコイツのワガママを助長させているんだから、困ったな……）

　ユキヒロは小さくため息をつく。

　雨宮はユキヒロにとっても優秀な部下だ。ユキヒロとペアを組むようになって五カ月になるところだが、それまでに彼がどんな任務に就いていたかはユキヒロも知らない。

　特別任務に当たる警察官の経歴は伏ふせられていることが多いので、珍めずらしいことではない。しかし前の任務でこの感じの悪いオウムをどう扱っていたかは気になるところだ。

「あ、行方不明になった生徒たちの調書が来てますね」

　雨宮がパソコンで捜そう査さ資料を開く。名前と家族構成、学校名くらいしかわかっていなかった生徒の情報が更新されている。

「みんな成績優秀な生徒たちですね」

「いかにも異邦人エトランゼが好きそうな人材だな」

「まったくそのとおり。あの人たちは未来ある人間が大好きだからなぁ」

　捜査資料を一通り見たところで、雨宮がユキヒロの方を向いた。

「花ちゃんって成績良かったんでしたっけ」

　ユキヒロは花の成績を思い浮かべて答える。

「……異邦人に狙ねらわれるような成績じゃない」

「アハハ、まぁそうですよね。実の弟のこと、忘れちゃうくらいのオツムですもんね」

　ダンッ──。

　ユキヒロが雨宮の胸元を乱暴に摑つかむ。

　雨宮は動じることなく、ユキヒロの目をじっと見つめたままニヤリと笑う。

「先せん輩ぱいが教えてあげればいいのに。どうして言わないんです？」

「…………」

「花ちゃんを守るため？　それとも……」

　雨宮を摑むユキヒロの手に力が入る。雨宮の肩にとまっているオウムが威い嚇かくするように甲かん高だかい鳴き声をあげた。

「自分を守るため……？」

　ユキヒロは雨宮から手を離して、自分のデスクへと向かう。

「くだらないこと言ってないで、仕事しろ」

「はーい」







　花の家のダイニングテーブルに足をぷらーんとさせて座っている凪は、ご飯を食べるたびに身体を震ふるわせて喜んでいる。

「はぁぁぁ、お前、メシ作るの上う手まいなぁ。すっげぇ、美お味いしい。オレ、しあわせ」

「そんなに喜んでもらえると嬉しいなぁ。じゃあ、アジフライもあげるよ」

「うわぁぁぁ、お前、神か。神だな。ありがとな」

　今まで子供らしいところを少しも見せなかった凪だったが、ご飯を食べるときは無む邪じや気きな姿を花に見せた。

　こんなに喜んで食べてもらえると、作った花も嬉しい。

（おかずを作りすぎてよかったなぁ……）

　明日の朝ご飯にしようと思っていた分まで、凪は食べてくれた。あの小さい身体からだのどこに入るのか不思議なくらいだ。

「あのおにぎりも美味しかった。なんか変わった野菜が入ってたよな？」

「タケノコだよ。向こうにはないのかな。こっちでは今が旬しゆんなんだよ」

「あったかもしれないけど、オレは食べたことがない」

　最果てノ国では食べるものを選べるほど豊かではなかったらしい。知れば知るほど、切り離された世界の貧まずしさに花の胸は痛くなる。

（昔はひとつの世界だったのに、どうして切り離されるようなことになってしまったんだろう──）

　しかもとても不公平な切り離され方だ。

　その最果てノ国に弟がいるかと思うと、余計に辛くなる。潤一郎は無事なんだろうか。

「ねぇ、凪くん、わたしが最果てノ国に行くのは難しいかな」

「無理だ。お前が行ってどうするんだよ。この世界みたいに甘っちょろい場所じゃないし、行ったところで帰ってこられる保証もない」

　凪はきっぱりと否定した。最果てノ国を知っているからこそ、期待を持たせるようなことを言わないのは凪なりの優しさなのだろう。

　そして自信に満ちた目で花を見て宣言する。

「大丈夫だよ。オレがこの世界を変えてやる。最果てノ国がこの世界の一部になれば、弟にも会えるだろ？」

「……うん、そうだね」

　具体的な未来はひとつも見えない言葉だったが、そう言ってくれる凪の気持ちが花には嬉しかった。

「片づけはオレがやるよ」

　食事を終えた凪は当然のように食器を持って流しへと運んだ。怪我をされては大変だ。花は慌てて凪のそばへと向かう。

「凪くん、わたしがやるからいいよ。座ってて」

「いいって。あ、じゃあお皿を拭ふいて」

　凪は自分の座っていた椅子を抱えて流しの前に立つと、水の出し方を花に尋ねる。

「このレバーを押すと水が出て、スポンジはこれを使ってね。あと洗せん剤ざいはこっち」

「おお、すげーな。あ、こっちに回すとシャワーになる！　すげーっ、かっけぇーっ」

　凪は水道の使い方を一通り覚えると、慣なれた手つきでお皿を洗い始めた。日頃からやってきたことなのだろう。

「凪くん、小さいのに偉えらいねぇ」

「小さいとか大きいとか関係ないだろ。作ってもらったんだから、片づけはオレがやる。こっちの世界では違うのか？」

「違わないけど、凪くんみたいな子供にはさせない人が多いんじゃないかなぁ。怪我をしないか心配だから、過保護になってしまうのかも」

「それだけ余裕があるんだよ。優しさっていうのはさ、一定量はその人の人となりから出るものだけど、それ以上のものは心の余裕から生まれるんだ。過保護も一種の優しさだろ？」

「うん……そうかもしれないね」

　凪が洗ったお皿を受け取り、拭いてから食器棚へしまう。花は流しに向かって黙もく々もくとお皿を洗う凪の姿を見ながら、凪の育った世界のことを思った。

　大人びた考えを口にするだけではなく、その言葉に芯しんも通っている。どんな日々が凪をこんなふうにしたのだろう。

（こっちの世界とは比べものにならないくらい、過か酷こくな毎日だったのかもしれない。そんな世界をひとりで生きてきたら、大人びるのも当然か──）

　時間は夜の九時を過ぎていた。

「凪くん、これからどうするの？　泊とまるところがないなら、しばらくうちにいてもいいよ」

「マジで？　すげー助かる。ありがとう。オレ、家のこととか手伝うからな。──ああ、でも花の家族は？」

「お父さんは単たん身しん赴ふ任にんで、お母さんは仕事で泊まりになることが多いの。この家にはほとんど、わたしひとり」

「そっか。じゃあ、泊めてもらう。ありがとう」

　母親に凪をなんて紹介しようか、一瞬悩んだ花だったが、それは見つかったときに考えることにした。正直に話せば潤一郎のことに触れなければならなくなるし、そもそも自分の目で見たり耳で聞いたりしたことしか信じない信念を持つ新聞記者の母親が、最果てノ国についてどこまで信じてくれるかも謎なぞだった。

「あと、ユキちゃんはどうするかだなぁ……」

「誰それ、美人？」

「かっこいいけど、美人とは言わないよね。幼おさな馴な染じみのお兄ちゃん。小さい頃からいつも面倒を見てくれてたの。今もちょくちょく様子を見に家に寄ってくれるんだよ」

「ふーん……、でもまぁ、最果てノ国に理解のあるヤツってそんなにいないだろ？　なるべく見つからないようにするよ」

「それがいいかもしれないね」

　最後のお皿をしまって、片づけは終了した。リビングの壁時計は九時を指している。

「大変。凪くん、もう寝る時間だよ」

「まだ九時だろ？　こっちのヤツらってそんなに早く寝るのか？」

「凪くんみたいな小さい子は寝る時間だよ。わたしはいつも、もう少し起きてるけど」

「えー、じゃあオレももう少し起きてる」

「ダーメ。夜はちゃんと寝ないと、ほら、わたしも一緒に寝るから」

　凪の背中を押すようにして、花は二階の自分の部屋へ凪を連れていった。

　花のベッドはセミダブルだ。今朝は夢見が悪くてうっかり落ちてしまったけれど、いつもだったら寝ね相ぞうは悪い方ではないと花は信じている。一緒に寝ても大丈夫だろう。

「は!?　お前、一緒に寝る気かよ」

　花のベッドを見た途と端たん、凪はあからさまに嫌いやな顔をした。そんなに嫌がられると思っていなかった花は、「ごめんね」と謝った。

「お客様用の布ふ団とんは納なん戸どにしまったままだから、すぐには使えないんだよ。セミダブルだから広いし、友達が泊まるときも一緒に寝てるからいいかなぁって思ったんだけど……」

「いや、違うよ。オレが嫌だとか、そういうことじゃなくて」

　しゅんとした花を見て、凪が焦あせって言い訳をする。

「オレもいちおう男だし……、その……、花が嫌じゃないなら……いいんだけど……」

「凪くんみたいな子供を相手に、そんな変なことを意識したりしないよ」

　花は凪の心配を笑い飛ばした。

「ジュンとも一緒に寝てたんだよ。だからわたしはぜんぜん平気。むしろ嬉しい」

　花がそう言っても、凪はしばらく難しい顔をして考え込んでいる。凪の中で何かの葛かつ藤とうがあるらしい。

　凪は難しい顔をしたままベッドに上がり、膝ひざを抱えるように黙だまり込んでしまった。

（男の子のプライドとか、あるのかな。母親とお風呂に入りたくない、みたいな──。ああ、でも布団がなければどうしようもないし……）

　凪をここに寝かせて花は母親のベッドで寝ようかとも考えたが、母親も仕事でいつ帰ってくるかわからない。疲れている母親のためにも、それは避さけたかった。

「なぁ、花。花はさ、オレが八歳だから、こんなに良くしてくれるのか」

　膝に顔を埋うめるようにした凪が、花に尋ねる。

「どうしたの、急に？」

「だって、さっきからオレのこと、『子供だから』『子供なのに』って何度も言ってる。オレが子供じゃなかったら、花はオレに心を開いてくれなかった？」

（ああ、そうか──そんなことを気にしていたんだ……）

　花はベッドの上に座る凪を優しく抱きしめた。

「凪くんの素す直なおでまっすぐなところがわたしはいいなって思ったんだよ。だから子供だろうと大人だろうと関係ない。わたしたちは友達でしょう？」

　花の言葉に凪の顔が晴れやかになる。そしてホッとしたように、ベッドで横になった。

「何これ、『あなたの知らない最果てノ国』って、インチキくせー」

　ベッドサイドに置いてあった花の本を凪が見つけて手に取る。昨日の夜、花が夜よ更ふかしをして読んでいた本だ。

「そっちの世界を知るには、こういう本で読むしかないんだよ」

　書店のオカルトコーナーに置いてある本だ。花は今までこの手の本を何十冊も読んできた。

　しかし内容は、いい加減なものだったらしい。凪は本のページをめくりながら、その内容に笑いが止まらない様子だ。

「アハハ、何これ。こんなモンスターみたいな人間いねぇよ。みんな普通だって。……うわ、こっちもひでぇ。井戸から出てきたりしないって……あ、そっか、井戸に穴ホールが開いていればありえなくもないのか」

「凪くんって小さいのに難しい字も読めるんだね。それも向こうでは普通なの？」

「普通だよ。向こうでは何よりも早い自立が求められるからな。生きていくために読み書きを必死に覚えるんだ」

　一通り笑った後で凪は本を閉じ、「はい」と花に渡した。そして一瞬ためらうように視線を下へ向けた後、決心したように顔を上げる。

「お前さ、記憶が戻ったこと、ちゃんと言った方がいいと思う」

「……うん、そうだね」

　言った方がいいことは、花にだってわかっている。

　だけど今まで言い出せなかったのは、やはり花が弱いからなのかもしれない。

「それでこれだけ弟を捜したくて必死なんだってこと、この世界の誰かに伝えて、オレ以外にも手を貸してくれる人を見つけろよ。こんなインチキくせぇ本を読むより、ずっといいから」

「……うん」

　いつかは話さなきゃいけないことだと思いながら、ずるずるここまで来てしまった。言わなきゃいけないことだというのは、花自身もよくわかっている。

　凪は花を慰なぐさめるように、優しく頭を撫なでた。小さくて子供らしいふっくらとした手がすごく頼りがいのある手に感じる。

　花はベッドに横たわる凪の身体に寄り添う。凪の身体からシャンプーの香りと共に、子供特有の甘い匂いがした。

　凪はしばらく花の頭を撫でていたが、突然ハッとするように身体を起こした。

「……凪くん、どうしたの？」

　凪は花の身体をベッドの端はしへと押して、真ん中に手で線を引く。

「ここからこっちはオレの場所だから、入ってくるなよ」

（どこのいじめっ子だ……）

　ふんぞり返る凪の態度に呆れつつも、思春期を目前に控ひかえた凪の手前、黙ってそれに従うことにした。

「わかりました。おやすみ、凪くん」

「うん、おやすみ」

　花は凪の身体に布団をかけなおし、部屋の電気を消した。凪は花と反対側を向いたまま微び動どうだにしない。

　そんな凪に苦笑しながらも、花は言われたとおりベッドの端で眠ることにした。

　目を閉じると真っ暗な世界が広がる。その暗闇の奥底に、潤一郎の姿を見た気がして、花の意識は奥深くへと沈しずんでゆく。

　しばらくして凪は寝返りを打ち、花の方を向いた。

「花……？」

「ん……んん……」

　花はすでに気持ちよさそうに寝息を立てている。ここ数日、最果てノ国の本を読んで夜更かしをしていたのだから無理もない。

「オレに付き合うとか言ってたのは誰だよ……」

　凪は花の寝顔を見ながら苦笑する。

「ん……」

「えっ、わっ、ちょっと……っ」

　寝ぼけた花が手を伸ばして凪を抱き寄せる。花に自覚はないが、かなり寝相が悪い。だからセミダブルのベッドを買い与えられているのだ。

　寝ているはずの花の力は強く、凪は逃のがれることもできずにその腕の中へすっぽりとおさまった。

「ったく、かんべんしてくれよ……」

　凪の目の前で、花はパジャマ姿で横たわっている。襟えり元もとの第一ボタンが外れていて、花の首元が少しだけ見えた。

　赤い花びらのように見える痕あとは、今朝、凪が付けたキスマークだ。

「やばいな……」

　凪は子供らしくない表情で眉まゆをひそめる。

「……オレの理性、がんばれ」

　凪は無理やり寝返りを打って、花から目をそらした。凪にとって長い夜になりそうだった。







　その夜に見た花の夢は短いものだった。

　暗くら闇やみの中で追いかけた潤一郎の姿はいつの間にか凪に変わっていて、凪は小さい身体で精いっぱい腕を開いて走ってきた花を抱きしめた。

　夢の中で八歳の凪の胸は広く、優しく包み込んでゆっくりと眠らせてくれた。

（凪くんに、いろんなことが話せて、心がスッとしたんだ……）

　久しぶりにぐっすりと眠れそうな気がしていた。

　おかげで遅ち刻こくもしないですみそうだが、明日学校は休みだ。このままぐっすり眠って、朝寝坊をするのもいいかもしれない。

　夢うつつにそう考えながら、花は深い眠りへと落ちていった。







　朝の気配に花は目を覚ました。

「ふわぁ……」

　まだ六時を過ぎたばかりだというのにすっきりしていたのは、ぐっすりと眠れたからだろう。

　東向きの窓の向こうから、陽ひが差し込んでいる。今日もいい天気になりそうだ。

「……ん」

　花の後ろで、凪がくぐもった声で小さく唸うなった。見れば、布団を頭から被って寝ている。

（昨日は遅くまで話してたから、もう少し寝かせてあげた方がいいかもしれないなぁ）

　大人びたところがあっても、身体は未発達な八歳児だ。成長のためにも睡眠は大事だ。花は声をかけるのをやめた。

「ん……あれ……？」

　しかしよく見ると、凪の寝姿がおかしい。

　花のベッドの半分を占領して、頭から布団をすっぽりと被って寝ている姿。その膨ふくらみがどうにも大きすぎる。とても八歳児の体たい軀くとは思えない。

「えーっと……凪くん……、だよね……？」

　花が声をかけると、布団の中の大きな膨らみがもぞもぞと動き、布団が持ち上がった。

　そして顔を出した相手に、花は驚きよう愕がくする。

「ひゃっ、ひゃああああっっっ！！！」

　隣の家まで聞こえそうなほどの悲鳴をあげて、花はベッドの端へと身体を移動させた。布団を摑んでガードするように前へ突き出す。

「花ぁ……、何騒いでんだよ……」

　そう言いながら目をこする相手に、花は親しげに名前を呼ばれる覚えはなかった。
















　年齢は花と同じか、少し上くらいの男子。一八〇センチはありそうな身長、引き締まった身体に長い手足。眠そうにしてはいるが、その顔立ちは整っている。身体つきを含め、まるでファッションモデルのようだ。

　しかし身に着けているのは、子供が着そうなかわいらしい動物モチーフのパジャマだった。それさえも様になって見えるのは、そのビジュアルの良さに起き因いんするのだろう。

「あれ……」

　花にはそのパジャマに見覚えがあった。もともとは潤一郎が着ていたもので、昨日の夜、凪に貸したパジャマと同じ柄だ。

　しかし凪に貸したパジャマは八歳の凪にぴったりだったのに対し、男が着ているものはその大きな身体にちょうどいい大人用のものだ。

「あなた、誰ですか……!?　それにそのパジャマは……」

「何言ってんだよ……って、ああ、そうか……」

　花に反論しようとした男は視界に入った自みずからの手を見てハッとして、確認するように自分の身体をじろじろと見た。そして小さくため息をつく。

「やっぱ、一ひと晩ばんしか持たなかったか。寝る前に見たときに、薄くなってるなぁと思ったんだけど」

　男から逃げるようにしてベッドの端にいる花は、男に尋ねた。

「だから、誰ですかっ、ここで何をしてるんですかっ」

　男は呆れたような顔で花を見て、左の鎖さ骨こつの辺りをちょいちょいっと指差して見せた。どうやら見ろと言っているらしい。

　花はパジャマの襟元を引っ張って、男が指さした左の鎖骨辺りを見る。何も変わったところはない。

　首をかしげる花を見て、男は再びため息をついた。そんな男の表情が花の心に引っ掛かる。

（この人……凪くんに似てる……ていうか、もしかして──）

「もう忘れたのか？　キスマークだよ」

　そう言われて初めて、昨日凪に付けられたキスマークが消えていることに気が付いた。キスマークが消えるということは、凪との契けい約やくが切れたってことだ。

　花は、恐る恐る男に尋ねる。

「あなた、凪くん……なの……？」

「そうだよ。顔見りゃわかるだろ」

「わかんないよ……！！！」

　最果てノ国との契約はキスマークによって成立し、キスマークが消えることで解除される。契約が切れると、凪は大人の男の身体になってしまうらしい。

　これも免疫反応ってもののひとつなのだろうか。花にはよくわからない。

　しかし契約が切れると途端に体調が悪くなるのは事実らしく、大きな身体の凪は辛そうに頭を押さえた。

「……っ、……ったく、この身体、めんどくせーなー……」

　だるそうに身体を前かがみにした凪に、花は近づいて背中をさする。

「凪くん、大丈夫……？」

　凪は顔だけ花に向ける。

「大丈夫じゃない。……だからさ」

「ひゃっ」

　凪が花の両手を摑み、そのまま身体を覆おおいかぶせてきた。花の目の前に、大きくなった凪の整った顔が近づく。

（……うわぁっ。その顔っ……ずるい……っ）

　花は顔を背そむけて、凪から目をそらした。

「花、嫌なのはわかってるんだけど……。またキス、させてくれない？」

　凪は目をそらした花の顎あごに指を添え、優しく自分の方へと向かせる。花の瞳に再び凪の顔が映る。

　花に断れるはずがなかった。キスをしなければ、凪はこの世界にいられない。

　相手が花である必要性はないのだろうけど、今そばにいて事情もわかっているのは花だ。それなら花が契約相手になるのが一番いいように思う。

（頭では理解しているんだけど……っ、身体が付いていかないよ……）

　目の前には、自分よりも体格が良く綺き麗れいな顔立ちをした凪が、キスの許きよ可かが下りるのを待っている。

　花の心臓は壊こわれてしまいそうなくらいに、高鳴っていた。

「本当は昨日、花が寝ているうちにしようかと思ったんだ。でも花は、そういうの嫌がるかと思って──」

　凪は申し訳なさそうに苦笑した。凪なりに昨日のキスを反省して気を遣つかっている。

　花はそんな凪の表情を見て、覚かく悟ごを決めた。

「凪くん、いいよ」

「……ありがとう」

　凪の言葉は、心からの感謝を伝えるようにゆっくりと優しく紡つむがれる。

　もしここで花が断っても、凪は昨日のような強引なことはしなかっただろう。

「ねぇ、花。この世界では、どんなときにキスをするの？」

「うーん……、相手に好きだって伝えたいときじゃない？」

　わからないなりに花が答える。凪は《契約》としてのキスしか知らないようだが、花も普通のキスをしたことがない。

「好きだって伝えたい、か……」

　凪の瞳が艶つやっぽくきらめいた。

「でもそれは……好きな相手にって意味で……」

　そう言いかけた花の手を、凪がぎゅっと握にぎりしめた。花の目をじっと見つめて、凪が囁ささやく。

「好きだよ、花……」

「…………っ」

「大好き……」

　大人の身体から発せられる凪の甘えるような声。子供のときより低くて、包み込むような優しさがある。

（凪くんったら……好きだって伝えるっていうのは、表向きだけで言えばいいってものじゃないのに──）

　そう思いながらも、身体に力が入らない。頭では否定していても、目の前にいる凪の大人の魅力には抵抗力を奪われてしまう。

　身体を揺さぶるくらいの心音、脈みやく拍はくもどんどん上昇している。このままでは花の身体がもちそうもない。

（早いところ、元の姿に戻ってもらわなきゃ……！）

「凪くん……はやく……っ」

　血気にはやる身体を落ち着かせて凪に言葉をかけると、絞しぼり出すような掠かすれた声になった。

　それを聞いた凪は、今まで落ち着いていた表情を一変させる。

「……ばか、……煽あおるなよ」

「え……、え……っ？　あ……」

「契約コントラクト──」

　頰ほおを赤らめた凪によって、花のパジャマの第一ボタンが外される。形のいい口くち唇びるが花の肌に触れる。

　柔らかい感触の後に、凪の舌先が触れるのを感じて、花の身体はびくっと震えた。

（うわぁ……やっぱりこの感じには、慣れないよう……）

　凪のキスは昨日よりもずっと長かった。すぐに消えないよう、念入りにしているのかもしれない。その慣れない感触に、花は耐たえるしかなかった。

「ん……っ」

　執しつ拗ように続くキスに、花は小さな声を漏もらす。今まで出したこともないような、艶っぽい自分の声に驚いて、花は堪こらえるように口唇を嚙かみしめた。

「ダメだよ、そんなことしたら、口唇に傷つけちゃうだろ」

「え……っ、あ……、んっ」

　花の口唇に凪の指が差し込まれた。

「あともう少し、するから──。辛かったらオレの指、嚙んで……」

　嚙んでと言われて、嚙めるものじゃない。

　花は口にそっと押し込まれた指をどうしていいものかわからず、ただじっとキスが終わるのを待っていた。

「はい、終わり」

　凪がゆっくりと顔を上げる。前へ流れていた髪をかきあげて、ホッとしたように微笑ほほえむ。花の肌にはまだ、凪の口唇の感触が残っている。

　そして次の瞬間、空気が震えるような感覚の後に凪を包む空間が歪ゆがみ、その身体がぐんぐんと幼くなった。

「はぁ……、苦しかったぁ……。ありがとうな、花」

　八歳児の姿に戻った凪は大きく伸びをしてから、花にお礼を言った。

（本当に凪くんだったんだ──）

　疑うたがっていたわけではないが、実際に目にしてみてあらためて実感した。

「ねぇ、昨日学校でキスしたのって、最初は大きい凪くんだったよね」

「ああ、うん。黙っててごめん。ますます怖がられるかと思って、言えなかった」

　学校で花を後ろから抱き寄せ、強引にキスマークを付けた凪の手は、大人の男のものだった。小さな凪の姿を見て勘かん違ちがいかと思っていたが、そうではなかった。

「昨日より、長かったね」

「簡単に消えないように念入りにしたんだ。本当なら一晩で消えたりしないはずなんだけど」

「……ごめん。昨日、学校で冷やしたり温めたりしたから、そのせいで早く消えちゃったのかも」

「あー……っ、それが原因だ。……でもまぁ、花は《契約コントラクト》のことを知らなかったわけだし、しょうがないよな」

「うん、ごめんね」

　それから凪は《契約のキスマーク》について、あらためて花に話し始めた。

　最果てノ国では、人と人に従属関係を結ぶ契約において《キスマーク》が使用される。期間限定の印いん鑑かんのようなものらしい。

「従属っていうと大げさに聞こえるかもしれないけど、今オレは花の力を借りてこの世界に適応しているだろ？　これも一種の従属なんだ。わかる？」

「……うん、わかった」

　凪は花がわかりやすいように嚙み砕くだいて説明をしてくれる。おかげでその仕組みについて、花なりに理解ができた。

　キスマークが残されている間は、何があっても契約は守られる。しかし消えてしまうと、その契約は無効となる。

「それ以外にも、契約が解除になる条件は二つある」

　ひとつはキスマークを付けた側が、付けられた側から逆にキスをされて、キスマークを付けられること。

「わたしが凪くんにキスマークを残したら、凪くんはまた大きな身体になっちゃうの？」

「そういうこと」

　そしてもうひとつは、第三者によってキスマークの上書きがされること。

「花のキスマークの上に、別の誰かがキスをすれば契約は解除される」

「なるほど……」

　キスマークを付けることで契約がされる。キスマークが消えれば契約は解除。

　キスマークを付けた側が付けられた側から、キスマークを付けられても契約解除。

　そして別の誰かがキスマークの上にキスマークを重ねても契約は解除される。

（わかりやすいような、わかりにくいような──）

　とにかく今は、目の前の凪が元の姿に戻ってくれたことが花は嬉しい。そんな花の表情を見て、凪は意外そうな顔をした。

「花はこっちのオレの方がいいんだ？　オレの大人姿って、意外と人気あるんだけど？」

「大人の姿って、誰かに見せたことあるの？　こっちの世界に来て最初に会ったのがわたしだったんだよね」

「んー……、まぁ、それは……いろいろあって」

　凪は言葉を濁にごす。

　確かに凪の言うとおり、大きくなった凪は女の子に人気があるに違いない。花だって嫌いなわけじゃない。むしろ好きな方だと思う。

（でも緊張しちゃうし、慣れてないから落ち着かなくて嫌だな……）

　花は貴重な〝小さな凪派〟のようだ。

「お前さ、今日は学校休みなんだろ？　オレに付き合ってよ」

「付き合うってどこに？」

「この世界のいろんなところ、オレに見せて」

　凪はにっこりと微笑む。

「オレとデートしよ」







　土曜日の駅前通りは、たくさんの人で混雑していた。

　家族連れ、恋人同士、数人で連なって歩く学生たち。各々の休日を満まん喫きつしているように見える。

　花は凪の手をしっかり握って、歩いていた。傍はた目めから見たら、仲のいい姉きよう弟だいに見えるだろう。

「お前さ、あれくらい露ろ出しゆつのある服を着ろよ」

「なっ、ダメだよ。あれはもっと大人になってから着るもので……」

「身体つきが大人になれたら、だろ。必ずしも誰もが色っぽい大人の身体になれるとおも……いだっ」

　ろくでもない発言を繰り返す凪のおでこを花は人差し指でぴんっと撥はねる。

「八歳児虐ぎやく待たいだぞ」

「その前に、凪くんがセクハラしたでしょう」

「セクハラ？　わけわかんない言葉を使うな」

「凪くんみたいなイヤらしい子に使う言葉です」

「男にイヤらしいは褒ほめ言葉だ」

「…………はぁ」

　相変わらず口が悪い凪だが、その風ふう貌ぼうは自じ慢まんして歩きたいほどに愛らしい。

　不満そうにする凪をなだめすかして着せたレースのシャツが小さな王子様のようで似合っている。

　すれ違う人の目にも留まるようで、道行く人の多くが凪を振り返って見ていた。凪はそんな視線を不思議そうに見返す。

「なんでオレのことジロジロ見るんだ？」

「凪くんがかわいいからでしょう。向こうの世界でも、褒められたでしょう？」

「まぁ、言われることがなかったわけじゃないけど。向こうでは人の容姿を褒めていられるほど、心に余裕はないからな」

「そっかぁ……」

　凪と共に町に出てわかったことは、《最果てノ国》の文化はこちらよりも大分遅れているということ。生活の仕方に変わりはないが、電気の普ふ及きゆうはまだ行われておらず、ガスがようやく家庭に広まり、富ふ裕ゆう層そうが自動車を持ち始めた頃だという。

　おそらく最果てノ国での暮らしは、この世界の百年前くらいのものだろう。

　根本的に違うのは、圧倒的に資源が少ないこと。水や光や雨風、草木に至るまで、自然のものが不足しているから万年資源不足に陥っている。

　だから小さな国の中で、常に奪い合いが起きる。法律が作られては破られ、施設は荒れ果てる。結果、治安はひどく悪くなっている。

「すごいよな。これだけの車があって、これだけの人がいて、みんながルールを守って生きている」

　凪は街の光景を見ながら、感心している。物事の流れのひとつひとつが、珍しく見えるようだ。

「なぁ、花。オレ、おなかがすいた」

　凪にシャツの袖そでをツンツンと引っ張られる。

「じゃあちょっと早いけど、お昼ご飯にしようか」

「っしゃ」

　小さくガッツポーズをする凪。

　朝ご飯を食べた後、二人でおにぎりを作ってきたのだ。花は近くにある公園へ凪を連れて行くことにした。







　徹てつ夜や明あけのユキヒロは花の家の前にいた。

「出かけたのか……」

　インターフォンを二回ほど鳴らしたが反応がない。土曜で学校は休みのはずだから、遊びに出かけたのだろうか。

　ユキヒロが知る限り、花は自発的に外へと出かけるタイプではない。だからと言って内向的なわけでもないので、誘さそわれたら喜んで一緒に付いていくタイプだ。

（ということは、誰かに誘われたんだろうか……。まさか、男……？　いや、花に限ってそんなことは……。でもアイツも高校生だし、男ができてもおかしくはないが……いや、だとしても……）

　ひとり悶もん々もんとしている自分に気付いて、頭を振る。

　仕事帰りにちょっと様子を見ようと立ち寄っただけなのに、何をモヤモヤと考え込んでいるんだ。

「うわぁ、きもっ。先輩、ロリコンですねぇ。女子高生に付きまとったりして」

　そんな雨宮の声が聞こえてきそうだ。

「ストーカー一歩手前って感じですねぇ。訴うつたえられないでくださいよ」

　いや、実際に聞こえていたようだ。

　ユキヒロは声のする方へと振り返り、道を挟んだ向かいの壁を背に立ってニヤニヤしている雨宮を見つけた。どうやら警察署からつけられていたらしい。

「お前はオレのストーカーか」

「僕、綺麗なお姉さん専門なんで、お断りですぅ」

「じゃあ今すぐ帰れ。徹夜明けだろ」

「僕の家、遠いんですよぉ。だから先輩ん家ちで仮眠を取らせてもらおうと思ってぇ」

　この後輩は昨日の夜も十分すぎるほどの仮眠を取ったはずなのに、ユキヒロの家まで来てさらに寝ようという魂こん胆たんらしい。

　ユキヒロは呆れて物も言えず、ただ嘆たん息そくする。

「お前、オウムは？」

「置いてきました。日勤の人に餌えさを預けてきたんで、心配ありません」

「オレは何も心配してないけどな」

「え～、ファントムは僕のバディってことは、先輩のバディでもあるんですよぉ。もっと仲良くしてください」

「あんな素そ行こうの悪いオウムとつるむ気はないし、第一、お前とバディになった覚えもない。業務命令に従って一緒に行動しているだけだ」

「あー……疲れたぁ。とりあえず熱いお風呂に入りたいですね。早く先輩のマンションに行きましょう。えーっと、確かあっちでしたよねぇ」

「……なんで道を知ってる？　お前、マジでストーカーか……？」

「えへへぇ」

　就職をしてしばらくしてから実家を出たが、勤務先からさほど離れてもいなかったので実家に近いマンションを借りた。

　ここからなら花の家にも近く、家に帰る途中に寄ることもできる。保護者代わりを引き受けた手前、何かあったらすぐに駆かけつけられる距離にいたかった。

（この気持ちをなんと表現すればいいんだ……）

　花への想いを振り返ると、いつもわからなくなってしまう。雨宮の言うとおり、非難されるような感情なのだろうか。

　少なくともただの幼馴染みに対する気持ちではない。

「ねぇ、先輩。花ちゃんに彼氏ができていたら、どうします？」

「別にいいだろ。アイツもそういう年齢だ」

「顔、ひきつってますよ」

「……徹夜明けだからな」

　花に男ができたとしても、信用できる相手ならそれでいい。要は、花が幸せになれるかどうかが問題なのだ。

（オレは嫉しつ妬としているわけじゃないんだ……）

　しかしそれをこのめんどくさい後輩に説明するのは、徹夜明けの頭ではおっくうだった。

「でも彼氏ができたら、ちゅーとかするんですよ」

「……だからなんだよ」

「そんな場面に遭そう遇ぐうしたらどうしますか」

「男を殴なぐる」

「おー……こわっ」

　雨宮が大げさに身体を震わせた。

「でもまぁ、そのときは僕が飲みに付き合いますよ。朝までだって飲んじゃいますよ」

「うるさいオレは酒は飲まない」

「あー、弱いんでしたっけ。聞いたことありますよ。新人時代に酔よっぱらって絡からみ酒ざけになったとか、なんとか」

「うるさいな。お前、もう帰れよ」

「いーやーでーすー。おーふーろー」

　ちょうどそのとき、ユキヒロの携帯に本部から呼び出しが入った。報告を受けたユキヒロは眉をひそめる。

「新たな行方不明者が出た」

「えー……まさか署に戻るんですかぁ」

「そういうことだな。急ぐぞ」

「サイアクですぅ」

　口を尖とがらせる雨宮の頭をユキヒロは慰めるようにポンポンッと二回叩いた。そして二人はもと来た道を引き返して行く。
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　花はなは凪なぎの手を引いて、区が管理する自然公園へと向かった。

　五月さつき晴ばれの土曜日とあって、園内はたくさんの家族連れで混雑している。

「凪くんくらいの子供がたくさんいるね」

　ボールを持って無む邪じや気きに遊ぶ小学生の集団を見てそう言うと、繫つながれた手にギュッと力を入れられた。

「お前にはオレがいるだろ」

　ただありのままを口にしただけのつもりだったが、凪には深い意味で捉とらえられてしまったらしい。子供らしい嫉しつ妬と心しんを見せられて、花は思わず微笑ほほえんだ。

「なんだよ、その嬉しそうな顔は」

「ううん、なんでもないよ」

　このくらいの年齢の男の子は、嫉妬心が強くなるものなのだろうか。潤じゆん一いち郎ろうも花が他の男の子と遊ぶと拗すねていた。

「だからニヤニヤするなって」

「はいはい、気を付けます」

　花は凪と遊歩道を進み、芝しば生ふが敷しき詰つめられた広場へと向かう。広場ではところどころに植えられたムクノキが芝生に木こ陰かげを作っていた。

　広場にはすでにレジャーシートを広げる家族連れが何組かいて、芝生の上で走り回る子供たちの声で賑にぎわっている。

　花は少年アレルギーが出ないように、子供たちと十分に距離を置いてレジャーシートを敷いた。遠目から見る子供の姿は無邪気でとてもかわいらしい。

「花、おしぼり持ってきたよな？」

「あ、そっちのバッグに入ってるよ。中を見てみて」

「ああ、あった」

　花がランチボックスを広げている間に、凪はお箸はしを出したりおしぼりを用意したり、手て際ぎわよく準備を手伝ってくれる。

　ランチボックスには、おにぎりと昨日の夕飯の残りを詰めてきた。

「じゃあ、食べようか」

「ああ」

　花と凪は目を合わせた後、二人そろって「いただきます」と手を合わせる。

　これは花が今け朝さ、凪に教えたことだ。凪は「いただきます」と「ごちそうさま」を知らなかった。

「いい言葉だよな」

　おにぎりを食べながら、凪は「いただきます」の良さについて語った。

「生きてく上でさ、食べることって一番か二番くらいに大事なことだろ。その大事なことにありつける幸せに感謝してるってことだもんな」

　意味を教えなくても、凪は自分なりに考えて答えを見つけて理解する。

　それがたとえ本来の答えとは違っていたとしても、凪の心にすんなりと入って受け入れることができたのならそれで良いのだと思う。それはひとつの理解の形だ。

　何かに気付いて理解して身に着ける。自分の足で生きるということは、そういうことなのかもしれない。

（それに比べて、わたしは自分の足で立っていないな……）

　花は自みずからを振り返って、反省をする。花の心に引っ掛かっているのは、潤一郎のことだ。

「花、これ食べてみて」

　顔を伏ふせていた花の視界に、三角のおにぎりが差し出される。今朝、凪が握にぎったものだ。

　凪の小さな手で握られたおにぎりは、花の握ったものより一回り小さい。

「いただきます」

　花が凪を見てそう言うと、凪は照れくさそうに微笑んだ。

「あ、美お味いしい」

「だろ？　オレは何やっても上手いんだよ」

　さっきまではにかんでいたくせに、花が喜んでいるのを見た途と端たん、凪は得意げな顔になる。

（こういうところは、年とし相そう応おうだなぁ……）

　大人びた凪に八歳児らしい顔を見せられると、それだけ心を許ゆるしてもらえた気がして、花は嬉しくなった。

　穏おだやかな風が吹いた。新緑が作る木陰をざわざわと揺ゆらしている。

「なんか眠くなってきたなぁ」

　ご飯を食べ終わり片づけも済ませると、凪は眠そうに目をこすった。

「寝てもいいよ。膝ひざ、貸してあげる」

　花がそう言って膝を差し出すと、凪は素直に頭を載のせる。そしてすぐに穏やかな寝息を立て始めた。

　花は膝の上に載った凪の頭を優しく撫なでる。凪の髪は小動物の毛のように柔らかい。

「しっかりしているように見えても、子供なんだね」

　午後の陽ひ射ざしは徐々に陰りを見せ始め、日向ひなたを照りつける暑さは和やわらいできた。

　さっきまで奇声をあげて走り回っていた子供たちは、いつの間にかどこかへ移動してしまったようだ。彼らもまた、どこかでお昼寝を始めたのかもしれない。

　穏やかで静かな午後の時間が流れていた。

　花の膝の上で、凪が背を丸くして眠っている。まるで猫のようだ。

「……かわいいなぁ」

　凪の頭をもう一度撫でて、花の心は過去へと向かった。







　潤一郎のことを思い出したのは、事故から三年が経った頃だ。

　いつも心に埋うまらない隙すき間まを感じていた。どんなに楽しいことがあっても、その隙間に入り込む冷たい風が花を現実へと引き戻す。

（何か、大事なものが足りていない気がする……）

　花は中学生になって初めての夏を迎えていた。父親は去年からヨーロッパの研究所に単たん身しん赴ふ任にんをしている。新聞記者だった母親はその頃、職場復帰をしたばかりだった。

（家にひとりでいることが多いから、寂さびしくなったのかな──）

　その感情を花はそう理解した。

　しかし時が経つにつれて、その感情は説明のつかない記き憶おくと結びつくようになっていった。

　花の手を握る小さな手の感触。「お姉ちゃん」と呼ぶ声。あどけない笑顔。ひとり眠れず、花のベッドにもぐり込んできた小さな身体からだ──。

　時折蘇よみがえる記憶は、花の心をえぐるような衝しよう撃げきを与えた。

「ジュン……」

　花の心から消えているのは、「ジュン」と呼ばれる男の子だ。胸を痛める記憶もすべて彼に繫がっている。

　しかしどういうわけだろう、誰もジュンの話をしようとしない。

『小こ森もり花さんの診断ですが──』

　花の記憶障害を診みたのは、都内でも有名な心療内科の先生だった。

　潤一郎に関する記憶の欠落以外に心的障害は見られないので、無理に思い出させることはない。それが医者の見解だった。

『忘れているということは、今の彼女にその記憶が危険だということです。無理に思い出させるようなことをすれば、彼女の心が壊こわれてしまう可能性があります』

　診察結果は、職業柄音声を録とることが習慣になっている母親によって残されていた。

　母親のパソコンから偶然その音声ファイルを見つけ、内容を耳にしたとき、花は潤一郎のことをはっきりと思い出した。

　花の心にいる「ジュン」は、三年前に事故で行方ゆくえ不ふ明めいになった弟、小森潤一郎だ。

　花は母親のパソコンを漁あさって、保存されていた当時の新聞記事を見つけ出した。

　小学生がため池で溺おぼれた悲しい事故は十歳の姉の前で起きた。助けようとした知人の男も怪け我がをした。遺い体たいは見つかっていない。

　事故の様子を端たん的てきに伝える記事を読むごとに、花は事故当日のことを徐々に思い出していった。

　花火大会の帰り道、混雑する大通りを避けて、農地から繫がる抜け道を歩いていた。

　当時の花は、兄のように接してくれるユキヒロが大好きで、繫いだ手を決して離そうとはしなかった。

　潤一郎は誰とも手を繫がず、右手に露ろ店てんで買った黄色の綿わた菓が子しの袋を持ちながら、二人の数歩前をひとりで歩いていた。

　街灯の少ない道で、目を凝こらさないと潤一郎の姿は見えない。潤一郎が揺らす綿菓子の袋だけが暗い道でゆらゆらと揺れている。

「潤一郎、ひとりで先に行くなよ」

　ユキヒロがそう声をかけたのを花は覚えている。

　しかしそれからしばらくして、暗くら闇やみに浮かんでいた綿菓子の袋も見えなくなった。

　最初は潤一郎が先に行ってしまったのかと思った。しかし駆け足で追いつこうとしても、潤一郎の姿はない。

　虫の音ねしか聞こえない夜の闇に、不ぶ気き味みな水音が響ひびいていた。

　花は嫌いやな予感がして、通り沿いを捜しているユキヒロから離れ、音がする方へと近づいた。怖さよりも潤一郎を思う気持ちの方が強かった。

　立ち入り禁止のフェンスを抜けて、生えっぱなしになった雑草をかき分け、そしてため池で溺れる潤一郎の姿を見つける。

「ジュンが向こうに」

　フェンス越しにユキヒロを呼んだ。花にはどうすることもできなかった。

　その後のことは新聞で書かれているとおりだ。

　溺れる潤一郎を助けようとユキヒロが池の中へ飛び込んだ。しかしユキヒロの伸ばした手を潤一郎は摑つかむことができず、花の目の前で池の奥底へと飲み込まれてしまう。

　そしてユキヒロはため池に飛び込んだときに足を怪我して、花は記憶を失くしてしまった。

（ユキちゃんとお母さんに言わなきゃ……）

　新聞記事を一通り見た花は、母親とユキヒロに知らせようと携帯を手にした。潤一郎の記憶が戻ったのだと伝えなければならない。

　職場復帰してからの母親は帰りが遅く、その日もいつになるかわからなかった。花は最初にユキヒロに電話をかけた。

　花にとって一番信頼できる相手は、ユキヒロだった。

（はやくユキちゃんに話したい。ジュンのこと……いろいろ……）

　ユキヒロの携帯に電話をしたが繫がらなかった。それでもじっとしていることができず、ユキヒロがひとり暮らすマンションへ向かった。

　三年前の夏の日、止まったままになっていた潤一郎との時間を少しでも早く動かしたかった。動かせば潤一郎が帰ってくるんじゃないか。そんな思いまであった。

　ユキヒロはまだ帰っていなかった。花はマンションの前で一時間くらい待っただろうか。そろそろ帰ろうかと諦あきらめかけたとき、マンションの正面玄関にユキヒロの姿を見つけた。

「ユキちゃん」

　花はユキヒロに駆かけ寄る。近寄った途端に、いつものユキヒロと違うことに気付く。

「花ぁ、どうした？」

　ユキヒロは明らかに酔よっていた。頰ほおが赤く、アルコールの匂においがする。

　ユキヒロの家は両親そろってお酒を飲まない家庭だった。それは息子のユキヒロにも受け継がれている。

　しかしその頃、ユキヒロは警察官になったばかりだった。仕事の付き合いで酒の席を断れなかったのかもしれない。

　酔っぱらっていても、ユキヒロはユキヒロだ。花は潤一郎の名前を口にした。

「ユキちゃん、ジュンのことなんだけど──」

　すると、ユキヒロは困こまったような顔をする。

「ごめんな、花。オレのせいで」

「え、あの……、ユキちゃんのせいじゃないよ」

　思いがけない言葉に花は焦あせった。

「オレのせいだよ。オレがあの道を選ばなかったら、もっと潤一郎の方へ近づいていたら、潤一郎の手を摑んでいたら──」

「ユキちゃん……」

「オレがぜったいに見つけ出して見せるから……それまで……思い出さなくていい──花──」

　ユキヒロはずっと自分を責めていたのだ。花が記憶を失っている間もずっと……。

　それに気付いたら、胸が締め付けられるように苦しくなった。それ以上何も言うことができない。

「潤一郎は《最さい果はてノ国くに》にいる……それはわかってるんだ……」

　花は母親のパソコンで見た記事の見出しを思い出した。芸能人のゴシップを扱うような週刊誌の記事だった。

『消えた少年は《最果てノ国》にいる──!?　異邦人エトランゼによる行方不明事件！』

　面おも白しろおかしく囃はやし立てるような内容だったので、すぐに読むのをやめてしまった。しかしユキヒロも《最果てノ国》と言ったのだ。

　翌日、ユキヒロと顔を合わせたが、花と話したことどころか会ったことさえ覚えていないようだった。

　花は潤一郎のことをユキヒロに話すのをやめた。母親にも言わなかった。

　花が思い出すことで、ユキヒロはもっと自分を責めるかもしれないと思ったら、今は言わなくてもいいと思った。

「《最果てノ国》にジュンがいる……」

　花はそれ以来、ひとりで《最果てノ国》について調べている。







　あれからもう三年が経った。

　最果てノ国について調べ始めたものの、学生の花が入手できる情報はオカルト本に書かれている程度のことだ。

　花がひとりでできることは所しよ詮せんこれくらいなのだろうか、と心が折れかけていたときに、凪と出会った。

（これはきっと、神様が与えてくれたチャンスだ……）

　花は心の中で願う。潤一郎に会いたい。どうしても会いたい。

　……チュッ。

　突然、花は頰にキスをされて「ひゃあっ」と声をあげた。

「……あー、……ごめん。……怒おこった？」

　見れば、いつの間にか目を覚ました凪が、身体を起こして心配そうな顔で花を見つめている。花の頰にキスをしたのも凪だ。

「怒ってないけど……急にどうしたの？」

「花、ぼーっとしてるし、声かけても気付かないし、それにほら……」

　凪が指さした方を見れば、いつの間にか現れたカップルが芝生に座り込んで、人目も憚はばからずにイチャイチャしている。

　お互いの指を絡めて手を握り合い、二人の世界だと言わんばかりに至近距離で見つめ合いながら、時折チュッとキスをする。

（子供もたくさんいる公共の場で、何をやってるんだか──）

　花は呆あきれてため息をつくが、隣を見れば凪が興きよう味み津しん々しんの様子でカップルを見ている。花は慌あわてて、両手で凪に目め隠かくしをした。

「おい、なんだよ。見えないだろ」

「子どもは見ちゃいけません」

　そして公園を出ようと凪に提案をする。

「えー、なんでぇ。オレもうちょっとここにいたい」

　カップルの動向が気になる凪は、まだここにいたいと駄だ々だをこねる。

「スーパーに寄って、夕飯の買い物をしなきゃいけないんだよ。お夕飯は、美味しい物を作ってあげるからね？」

「マジで？　すげー嬉しい」

「マジだよ。だからほら、行こう」

「うん、行く」

　夕飯はカレーライスにしようと決めていた。甘口にして子供が喜ぶ味にしたら、きっと凪も気に入るだろう。

「じゃがいもと玉ねぎと人にん参じんとお肉を買わなきゃいけないなぁ。あと明日の朝ご飯の買い物もしておきたい」

「じゃがいもと玉ねぎと人参とお肉だな。よし、覚えた」

「ふふっ、ありがとう」

　花がよく行くスーパーは駅の反対側の改札を出た先にあった。花は凪の手を引きながら、遊歩道を渡ってスーパーへと向かう。

「こっちのヤツらってさ、契約以外でもキスするんだな。びっくりした」

「そうだね。逆に契約のキスは、ほとんどしないんじゃないかな」

　結婚式の誓ちかいのキスぐらいじゃないかと花は考える。しかし凪がどうして、そんなことを言い出したのかが不思議だ。

　理由を尋ねると、凪はさっきのカップルの話を持ち出した。

「あの二人、すっげー長いキスをしてたからさ。口唇くちびると口唇でちゅーって」

「え、そうなの!?」

　凪に余計なものを見せる前に退散してきたつもりだったが、花がぼんやりしている間に、あのカップルはすでに何度もキスをしていたようだ。

「契約でもないのに、キスをするってすごいよな。なんの意味があるんだろうな」

「意味とか、そういうことじゃないと思うよ。相手のことを好きだから、キスがしたいって思ってするんじゃないかな。……でもあんな場所でしていいことではないんだけどね」

「え、そうなの？」

「そうだよ。子供もたくさんいたし、教育上良くないだろうし」

「ふーん、こっちのヤツらはつまんないことを気にするんだな」

「そうかな」

「そうだよ。大体、子供に見せないようにする意味がわからない。キスだって他のことだって、知らなきゃいざってときにできないだろ？」

「少しずつ覚えていくんだよ。最初から上う手まくいくなんて思ってないの」

「最初から上手くいかなくていいって言うのは、余裕のあるヤツの言い分だよ。切せつ羽ぱ詰つまっていれば、一回のチャンスを逃のがすわけにはいかないんだ」

　花は「そっか」と顔を俯うつむかせた。

　凪が早熟なのは、極限状態にある最果てノ国の環境によるものだ。ひとりで生きるために、早く大人にならなければいけなかったのだと思うと胸が痛む。

（子供らしい遊びや勉強はしていないのかな……）

「えーっと……ちなみに凪くんは、キス以外のことも知ってるの？」

「キス以外のことって、せっ……」

「わー、ダメ！　言わなくていい！」

　どうやら知っているらしい。花はそれ以上の質問を控ひかえた。

「……花っ、やばいかも」

「え……!?」

　突然、空間の歪ゆがむあの感覚が花の視界を襲おそった。

（これは……!!）

　慌てて凪の手を引いて、人通りの少ない路地へと隠かくれる。それと同時に凪の身体は大きく変化していた。

　花は周りを見回した。誰にも見られてはいないようだ。

「花、やばい、オレ……」

　身体の大きくなった凪は苦しそうに顔を歪ませる。すでに免めん疫えき反応が出ているのか、凪はだるそうに背中をビルの壁に押し付けた。

　花は襟えり元もとから今朝付けられたばかりのキスマークを確認する。朝にはあれだけはっきりと残っていた痕あとが、すでに跡あと形かたもなくなっていた。

「お前の身体、キスマークが消えやすいんじゃないのか？　今朝、あれだけ念入りにキスしたのに」

「昔からアザができてもすぐに消えてはいたけど、それと同じかな？」

「あー……それだ」

　凪は大きくため息をついた。

「凪くん、とりあえず家まで行ける？」

　花は周りを見回しながら、凪に聞く。

　小さな凪に喜んで着せたフリフリのシャツがここに来て仇あだとなった。大きい凪が着ているとどこかの国の王子のようで、とても目立つ。

「家に帰らなくてもいいだろ。ここでキスさせろよ」

「ダメだよ。こんなところで、誰かに見つかったら」

「なんのために路地に入ったんだよ。誰も見てないって」

「人が来るかもしれないでしょ。ダメだってば」

　花の身体を抱きしめようとする凪と、それを両手で押さえてやめさせようとしている花。

「キミたち、何をやっているんだっ」

　突然かけられた声に振り返ると、警察官らしき男の人がいぶかしげにこちらの様子を見ていた。

「キミ、彼女から手を離しなさい。嫌がってるじゃないか」

　どうやら花が凪に付きまとわれていると勘かん違ちがいをしているらしい。花の肩を摑んでいた凪の手を警察官が摑む。

「お前は関係ないだろっ」

「関係ないとはなんだ」

「ちょ、ちょっと、凪くん」

　凪は警察官を睨にらみ、警察官は凪のその態度に警戒心を強める。凪がこのまま警察にでも連れて行かれたら大変だ。

　花は凪の腕に手を絡ませて、警察官に仲の良さをアピールした。

「あ、あの、なんでもないんです。ちょーっとケンカしちゃっただけで」

「そうでーす。そのとおりでーす」

「凪くん……」

　凪は警察官に疑われたことが気に入らなかったらしく、ふてくされた態度をあらためようとしない。警察官はそんな凪の態度を怪あやしむように見ている。

「心配しないでください。わたしたち恋人同士で、わたしは彼のことが好きだし、彼もわたしのことが好きだし、ね、凪くん？　そうでしょう？」

　花は警察官に気付かれないように、凪をつつく。花と目を合わせた凪は、花の気持ちを読み取ったかのようにクスッと微笑んだ。

「わかったよ、花」

「え……」

　凪が花の顎あごに指を添える。そしてそのまま、花の顔をくいっと上に向かせた。

「凪く……、ん……」

　花の言葉を遮さえぎるように、凪はその口唇にキスをした。

　一瞬の出来事だった。

（えっ……あっ……なんで急に……っ）

　花はすぐにでも凪の身体を押しのけたかったが、二人の関係を怪しんでいる警察官がいる手前そうもできない。

　口唇に、凪の口唇を感じる。触れるだけのキスなのに、身体に小さな電気が走るような刺激があった。首元にされるキスとは全然違う。

（あ……、どうして……急に……）

　凪はキスをやめると、警察官の方を向く。

「おまわりさん、いつまで人のデートを監かん視ししてるんだよ」

「あ、いや……」

　警察官は困ったように頭をかいて、「仲良くね」と言い残してその場を立ち去る。警察官がいなくなるのを見届けると、凪は大きく息を吐はいた。

「はー、よかった。マジでびびったな」

「…………」

「じゃあ、あらためて、契けい約やくさせて」

「…………」

「……花？」

　花は顔を俯かせたまま、凪を見ようとしない。突然されたキスに、頭が付いていかないのだ。

　凪にとっては警察官を追い払うためのパフォーマンスだったのかもしれない。それでも花にとっては、大事なファーストキスだ。

「花……？」

　凪は花の顔を覗のぞき込む。その瞬間、花の頰に涙がこぼれた。

「えっ……、あ……、花……っ、あの……」

　花の涙を見て、凪はようやく自分の失敗に気付いた。
















「恋人同士のふりをしろってことだと思ったから、キスしたんだけど──そういうことじゃなかったんだな……」

　背の高い凪がしょんぼりとうなだれる。叱しかられた大型犬のようだ。

　涙がこぼれたら、ざわめいた心も落ち着きを取り戻してきた。凪に悪気がなかったことは、花もわかっている。

「怒ってるわけじゃないんだよ……。ただ、初めてだったから……ショックで……」

「昨日も言ってたけど、初めてってそんなに大事なのか」

「……初めてだから大事ってわけじゃなくて、初めてだから一生の想い出になるんだよ。だから好きな人と……したかったなって……」

　そこまで口にして、子供相手に話をしていることを思い出した。今は身体が大きくなっている凪だが、中身は八歳児だ。

「ごめん。……オレ、人を好きになったことがないから、わかんないんだ」

　凪はそう言うと、花の涙の痕を優しく拭ぬぐった。

（八歳の子がやったことに、大人げなくいじけるのもよくないかな……）

　花は顔を上げて、凪を見る。

「ちょっと驚おどろいただけだから、大丈夫……」

「よかったぁ……。オレ、花に嫌われたかと思った」

　花はホッとする凪の頭を撫でた。

「でももうこういうキスはやめてね」

「うん、絶対にしない」

「じゃあ、契約、早くしちゃおう」

「うん」

　凪は人目がないことを確認して、花に素早くキスマークを残した。すぐに凪の身体はもとの小さな身体に戻り、花はホッとする。

　やはり八歳児の凪でいてくれた方が、落ち着く。

　花は小さくなった凪と手を繫ぎ、スーパーへと向かった。







　しばらく大人しくしていた凪だったが、スーパーにつくと初めて目にするものが多いらしくいつもの凪に戻った。

「なぁ、花。あっち行ってもいい？　あと、向こうでもなんかやってる」

　ずらりと並んだ野菜を見てははしゃぎ、試食品をもらっては喜んで、魚売り場の水すい槽そうを夢中になって見ている。

　花は保護者のように「はいはい」と相あい槌づちを打ちながら、凪の後ろから付いてまわった。

　それでも凪がしっかりしているのは変わらない。買い物を終えて外に出ようとしたところで、スーパーの袋を覗き込んでいた凪が足を止める。

「花ぁ、人参がない」

「あ、忘れてた」

　必要なものを二人で確認しながらスーパーを回ったのだか、いつの間にか人参が抜けてしまっていたらしい。

「買ってこないと、お夕飯が作れないよ」

　スーパーの袋を手にして売り場へ戻ろうとした花を凪が止めた。

「オレが行くよ。お金とポイントカードを貸して」

「大丈夫？　わかる？」

「うん、平気。ひとりでやってみたい」

　凪はレジで並んでいる間、会計を済ませてゆく客のやり取りを興味深く見ていた。最果てノ国にもお店はあるが、ここまで秩ちつ序じよ正しくお会計ができるようにはなっていないらしい。

　花は初めてのおつかいを見守る保護者のような気持ちになって、凪にお金を渡した。

「じゃあここで待ってるから、よろしくね」

「うん、まかせておけ」

　自信満々にそう言い残して、凪は野菜売り場へと向かっていく。その後ろ姿を見守っていた花は、背後から声をかけられた。

「花ちゃん、買い物？」

　クラスメイトの平ひら前まえ薫かおるだった。制服姿でいつものカートを引いている。ボランティア活動の帰りのようだ。

　そして薫の後ろにはもう一人、小さな子供がいた。

（か、か、かわいい……!!）

　凪よりも一回り小さい背丈で、外国人のようだ。ショートボブの柔やわらかい髪は、透すけるような金色をしていて、瞳の色は南国の海を思わせるブルーだ。

　その美しさは作り物かと思うほど完成度が高く、花は男の子か女の子か判断に迷う。

（少年アレルギーが出ないってことは……女の子？）

　花はホッとして、二人に近づいた。

「夕飯の買い物だよ。今日はカレーライスなんだ」

　花は薫に返事をしてからしゃがみ込んで、女の子と目を合わせて挨あい拶さつをする。

「こんにちは」

　女の子は物もの怖おじせず、大きな瞳で花をじっと見つめる。そしてふわっと穏やかに微笑んだ。
















（うわぁ……天使みたいだ……）

「この子はヴァニラっていうの。仲のいいお友達」

　薫の言葉にヴァニラは小さく頷うなずいた。そんな何気ない仕草でさえ、とても愛らしい。

「ヴァニラちゃんかぁ。かわいい名前だね」

　ヴァニラは嬉しそうに微笑み、両手を開いてしゃがんでいる花に抱き付いた。ハグのつもりらしい。

（うわぁ……かわいい……）

　胸元へぎゅっと埋うめられたヴァニラの後ろ頭を花はヨシヨシと撫でる。

（凪くんもかわいいけど、この子もかわいいなぁ……）

　ヴァニラは花の首元で甘えるように頭をもぞもぞさせてから、嬉しそうにふふっと笑う。

「みぃつけた」

「何をみつけたの？」

「内緒なの」

　ヴァニラはイタズラっぽく微笑んでから薫のもとへ戻り、薫の制服のスカートを少しだけ握ってその後ろへと隠れる。花は立ち上がって、薫と話をした。

「平前さんは学校に行ってたの？」

「そうなの。どうしても書庫に行かなきゃならなくて、内緒でヴァニラも一緒に連れて行ったの」

「誰にも見つからなかった？」

「うん、大丈夫だったよ」

　休日も動かなきゃならないなんて、古書保全のボランティアも大変だ。薫はそれでいて成績もいいし、クラス委員の仕事までこなしているのだから、花は頭が下がる思いだ。

　時間を確認した薫が「そろそろ帰らなくちゃね」とヴァニラに話しかけた。夕飯までに帰るように言われているのだろう。

「じゃあね、花ちゃん。また学校で」

　薫はヴァニラと手を繫ぎ、スーパーの出入口から外へと出ていく。花はクラスメイトと見み目め麗うるわしい少女の後ろ姿を見送った。

「花」

「わあっ」

「……なんだよ。ほら、人参。ちゃんとポイントもつけてもらったぞ」

「ああ、そうだね。ありがとう」

　小さな袋に人参だけ入れた凪は、挙きよ動どう不ふ審しんな花の態度を見て首をかしげる。

「何かあったのか？」

「クラスメイトと会ったんだよ。もう帰っちゃったけどね」

「ふーん」

　凪はさして興味もなさそうに答える。

「帰ろうか。美味しいカレーライスを作らなきゃいけないしね」

「カレーライス!?　オレ、初めて食べる！　美味しい？　どんな味？」

「カレーの味だよ。美味しいよ」

「ぜんぜん説明になってないけど、いいや。楽しみにしておくから、早く帰ろ」

　花は凪と手を繫ぎ、大小の買い物袋をそれぞれ持って家への道を急いだ。







　その夜、花は凪と一緒にカレーライスを作って食べた。花の家ではカレーのルウはいつも中辛だったが、今日は凪がいるので甘口にした。

「すっげー、うまいぃぃぃぃ。すっごくしあわせぇぇぇ」

　凪は昨日と同様、一口食べた後に嬉しそうに微笑む。その笑顔を見た花は、とても幸せな気持ちになった。

（こんなに喜んでくれるなら、毎日だって作ってあげたいな）

　ご飯を食べ終わって風呂に入った花は、さっきまでの凪の様子を思い返してひとりでニヤニヤとしている。

　風呂上がりの身体を拭ふいてパジャマに着替えながら、そしてふと、胸元に付いたキスマークに目を留めた。

「ちょっと薄くなってる気がする……」

　付けたばかりのときは鬱うつ血けつした朱色をしていたのに、今はもう柔らかいピンク色に変化している。

　やはり体質上、花はキスマークが消えやすいようだ。

　花が着替えを終えて脱だつ衣い所じよを出たとき、凪はリビングでテレビを見ていた。ソファの背もたれ越しに見える小さな背中が、遠い日に見た潤一郎の後ろ姿とぼんやりと重なる。

　凪と一緒にいる時間は楽しい。でもそれは、花の中の寂しさを凪で埋めようとしているだけなのかもしれない。

（それなのに、凪くんの足を引っ張るようなことをしてはダメだ……）

　花の足音に気付いて、凪が振り返る。

「ああ、上がったんだ」

「凪くん、まだ髪が濡ぬれてる」

「しばらくしたら乾かわくって」

「ダーメ。ちゃんと乾かさないと、風か邪ぜを引いちゃうよ」

　花は洗面台からドライヤーを持ってきて、凪の髪を乾かす。

　優しく温風を当てながら指で梳すくようにしていると、指の間から凪の柔らかい髪がこぼれるようにすり抜けてゆく。砂時計の砂のようだ。

「花ぁ、もういいって」

「まーだ、あと少し」

「むぅ」

　湿しめり気けを感じなくなったところで、ドライヤーの電源を切った。

「ありがとう、花」

　振り返ってそう言う凪に花は笑顔を返す。そして凪をじっと見つめて言った。

「凪くん、契約の相手、わたしじゃない方がいいんじゃないかな」

　凪は不思議そうな顔で尋ねる。

「どうして急にそんな話になるんだよ」

　凪はそう言ったが、花にとっては急な話ではない。昼間のキスからずっと、考えてきたことだ。

「キスマークを付けてもすぐに消えちゃうんじゃ、凪くん大変でしょう。街中で身体が大きくなったりするし、身体が大きいと体調だって悪くなっちゃうから──」

　凪が必死になってこの世界に逃げてきたことも、この世界でやりたいことがあることもわかっている。わかっているからこそ、花じゃなくて、もっと契約期間が長くなる相手と契約をした方がいい。

「それにわたし、キスにも慣れていないから、いちいち大おお騒さわぎをしてしまうし……」

　大事にはならなかったから良かったものの、昼間のような騒ぎを何度も起こしていたらいずれ凪の正体もバレてしまうかもしれない。

「あー……うん、わかった」

　凪は抑おさえたような声でそう返事をして、困ったように笑った。

「ごめんな。迷めい惑わくかけて」

「迷惑なんかじゃないよ。……わたしの方こそ、力になれなくてごめん」

「花は十分、力になってるよ。オレ、助かってるもん」

「……そうかな。だったら、いいけど」

　凪は「そうだよ」と言ってソファから立ち上がり、大きく伸びをする。そして吹っ切れたかのような晴れやかな顔になって言った。

「じゃあ明日、新しい契約相手を探すから、見つかるまではよろしくな」

「うん、もちろんだよ」

　一日外にいたせいか、いつもより早い時間に眠くなった。起きる時間もいつもより早かったせいかもしれない。

　花は凪と一緒に自分の部屋に上がり、ベッドで横になる。当然のように凪を横に寝かせた花だったが、今日は文もん句くを言われなかった。

（今夜が凪くんと過ごす最後の夜かもしれない──）

　凪も同じことを考えているのかもしれない。

「おやすみ、凪くん」

「うん、おやすみ」

　しばらく凪の寝息を聞いていた花だったが、いつの間にか寝てしまった。







　花の家の向かって右隣、平屋の一いつ軒けん家やはおじいさんとおばあさんの二人暮らしだ。夫婦で早くに寝てしまうので、部屋の灯りは夜の九時には消えてしまう。

　灯りが消えたその家の屋根に、のそのそとよじ登る男の姿があった。

「……しょっと。ふえー、やっと上がれたぁ。じいちゃん、屋根の修理を途中でやめてるなぁ。飽あきちゃったのかなぁ」

　ユキヒロの部下、雨あま宮みやだった。制服姿のまま屋根に上がって、空を見上げて一息ついている。誰かに見つかったらすぐに通報されそうだ。

「あー……、星が綺麗だねぇ、ファントム」

　ファントムと呼ばれた白いオウムが、雨宮の周りをぐるりと飛んでから肩にとまった。

　雨宮を見ながら、「星なんぞ気にしていないで、やることをやれ」とでも言いたそうに「クエッ」と一鳴きする。

「はいはい、わかりましたよーっと」

　時間は夜の十二時を過ぎたところだ。

　ユキヒロの命令で小森花の様子を見に来たが、すでに眠ってしまったようで誰も出てこなかった。

　それなら諦めて帰ればいいものの、雨宮はなぜか隣の家の屋根に上がり、そこから花の部屋を覗こうとしているのだ。

「だって部屋の電気が点ついているのに、ピンポン鳴らしても出てこないんだよ。何をしているのか気になるじゃん」

　雨宮は花の部屋に一番近い位置であぐらをかき、ポケットから取り出したオペラグラスで花の部屋を覗く。

　ファントムは雨宮の肩で羽づくろいをしている。

「んー……、寝ているみたいだなぁ……。なーんだ、電気を点けたまま、寝ちゃっただけかー……」

　つまらないとでも言いたげに、雨宮は嘆たん息そくする。

　その肩で、ファントムが「早く帰ろう」と「クエ」と鳴いた。

「わかってるよ……って、ん？　あれ？」

　オペラグラスの視界の端はしに映った違い和わ感かんを雨宮は見逃さなかった。

　花の寝室のベッド、手前側に寄って眠る花の隣に男の姿がある。

「うわぁ……やばっ、なんだろ、アイツ……」

　雨宮は楽しそうに口笛を吹いてから、少しでもよく見ようとオペラグラスを覗いたまま花の部屋へと近づく。

「クエエエッ」

　うっかり屋根から足を踏ふみ外しそうになった雨宮のシャツをファントムが引っ張った。ギリギリのところで雨宮は転落を免まぬがれる。

「っと……、アハハ、あぶなー。ありがと、ファントム」

　ファントムは呆れたように「クエッ」と鳴いた。

「身長は先輩と同じくらいかなぁ。年齢は十代後半、たぶん高校生。なかなかのイケメンじゃん。花は僕が知らない間に男を連れ込む不良になっちゃったのかなぁ」

　雨宮は一通り確認するとオペラグラスをしまい、代わりに携帯電話を出してユキヒロに電話をかけた。

「もしもしー、先輩ですかー。こちら雨宮です。面倒な会議、終わりましたぁ？」

　電話の向こうでユキヒロが文句を言っている。雨宮はそれを聞いてケラケラと笑った。

「アハハ、怒らないでくださいよ。こっちは言われたとおり、花ちゃんの様子、見てきたんですから」

　花の名前を出されて電話口のユキヒロは落ち着きを取り戻したらしい。雨宮も真ま面じ目めな顔に戻り、報告を入れる。

「花ちゃん、今日はもう寝ちゃったみたいで、チャイムを鳴らしても出てこなかったです」

　雨宮の肩でファントムが首をかしげた。「花と一緒にいた男のことを報告しないのか」と疑問に思っているようだ。

「はーい、寄り道せずに戻りまーす。では、後のちほど。失礼します」

　電話はそのまま切れて、雨宮は携帯電話をポケットに入れた。

　そして雨宮の肩でじーっとこちらを見つめるファントムの視線に気付いて、ニヤリと笑う。

「別に花を庇かばったわけじゃないよ。僕はもうあの子に興味はないんだ。でもこんな面白い話、タダで先輩に話しちゃうのは勿もつ体たいないじゃん？」

　ファントムが呆れて「クエッ」と鳴いた。

「忙しいのに修しゆ羅ら場ばになられても困るからね。さ、下におりよう、ファントム」

　雨宮が屋根から下りようと手をついた瞬間、ひずむような音がして雨宮を囲む空間が歪んだ。

「はっ、なんで、このタイミング!?」

　雨宮がファントムを見る。歪んだ空間の中でファントムの身体が大きく痙けい攣れんして、ひずんだ音と共にどんどん大きくなった。

　ギシッ──。

　大きくなったファントムの身体は大人の男の姿になり、重みで屋根が軋きしんだ音をたてた。身体を覆おおっていた白い羽は真っ白な燕えん尾び服ふくへと変化した。

　ファントムの身体に押された雨宮は、ぐらりと揺れてそのまま下へと落ちそうになる。

「うわあっ」
















　間かん一いつ髪ぱつ、男の手が雨宮の腕を摑み、そのまま屋根の上へと引きずり上げた。どこからともなく白い羽根が抜けて、ふわふわと舞う。

「はー……びっくりしたー」

　屋根に上がった雨宮は安心したように大きく息を吐く。燕尾服姿のファントムが膝をついてじっと雨宮を見ている。

「……なんだよ」

「壱、ありがとうは？」

「は？　何言ってんの。ファントムがこんなところで、契約切れするのが悪いんじゃん」

「壱、ありがとう、は？」

　ファントムは雨宮をじっと見つめたまま、目をそらさない。しばらく睨にらみ合っていた二人だったが、雨宮が根負けして口を開いた。

「……ありがとう」

「どういたしまして」

「ほら、契約するんなら、さっさとするよ」

　タイを緩ゆるめた雨宮の首元にファントムが顔を近づける。




「契約コントラクト──」




　男の身体が小さくなり、再び真っ白なオウムの姿になった。

　さっきまでのドタバタで物音に気付いたのか、平屋の家や主ぬしが起きた声が聞こえる。

「やば、帰ろう、ファントム」

　雨宮はファントムを連れて裏庭の芝生の上へ飛び降り、そのまま署へと戻って行った。
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　翌朝、花はなが目を覚ますと凪なぎの身体からだは大きくなっていた。

　目の前に突とつ如じよ現れた綺き麗れいな顔の男に、花は思わずベッドから落ちそうになった。

「わっ……わ……」

　ドキドキと高鳴る鼓こ動どうを落ち着かせて、花は大きく息を吐はく。襟えり元もとのボタンを外して、いつも凪がキスをする鎖さ骨こつの下の辺りを確認する。案の定、キスマークは消えてしまっていた。

　昨日の夜から予想していたことだが、それでも実際に大きくなった凪を前にすると驚おどろいてしまう。それは凪のモデル並みの容姿にも原因があるのだと思う。

（大きい凪くんはかっこよすぎるんだよ……!!）

「……花ぁ？　起きたの……？」

　花の起きた気配に目を覚ました凪は、眠そうに目をこすっている。身体は大きくなっても、仕草は子供のままだ。花はクスッと笑う。

「凪くん、おはよう」

「……はよ」

　凪はあくび混じりにそう言うと、ようやく大きくなった自分の身体に気付いて「うわあ……」とめんどくさそうに顔をしかめる。

　そして顔を上げると、申し訳なさそうに言った。

「花、キス、いい？」

「う、うん……」

　これからキスをされるのだと思うと自然と身体が強こわ張ばる。怖がっているわけではない。これから訪れる刺し激げきを想像して、身体が緊張しているのだと思う。

　ほんの少しの間、口唇くちびるが触れるだけの行こう為いなのに、どうしてあんなにドキドキしてしまうのだろう。手や足では感じない高ぶりを肌で感じてしまう。

　口唇が触れるキスという行為は特別なものだ。そう考えると、最さい果はてノ国くにの人たちが契けい約やくという方法にキスを使うのも納得がいく気がした。

「花は今日、学校に行かなきゃいけないんだろ」

「そう。日曜礼れい拝はいの日だから、もう少ししたら出ないと」

「じゃあさっさとしないとな」

「うん……そうだね」

　花は覚かく悟ごを決めてパジャマのシャツのボタンを二つめまで外した。襟元を開いたところで、凪が恥はずかしそうに目を反そらしたのに気付く。

（凪くんだって……恥ずかしいんだ……）

　それもそうかと思いながら、凪がキスをしやすいように、ゆっくりと身体を横たえた。

　日曜礼拝で花が学校に行っている間に契約が切れないようにしなきゃいけない。そのためにはしっかりとキスマークを残す必要があった。

　凪が花の身体に覆おおいかぶさり、ベッドがギシッと音をたてた。

「するよ」

「うん……」

　花は心を落ち着かせて、花の胸元へ口唇を近づける凪をじっと見ていた。

　凪はこれから新しい契約相手を探すことになるだろう。キスマークが簡単に消えず、凪の立場を理解してくれる相手だ。

　そうなれば当然、花とキスをすることがなくなるわけで、これが最後のキスということになる。

　凪は目を閉じ、長いまつげが下を向く。形のいい口唇が小さく開き、そして花の肌に触れた。

（こんなふうに、キスをしてたんだ……）

　目を閉じてキスをする凪の表情は優しくて、それでいてどこか緊張しているような表情に見えた。

　花を傷つけないように気き遣づかっている気持ちが伝わってくる。

「あ……っ」

　凪の口唇が触れている場所が熱を帯びてきた。凪の舌が触れているのがわかる。

　身体に力が入って、自然と目を閉じてしまう。もう花にその行為を見ている余裕はなかった。

「はぁ……」

　小さく息を吐いた。キスで生まれた身体の熱が、花の呼吸を乱す。

　凪は最後に「チュ」と音がするキスをしてから、口唇を離した。途と端たんに凪の身体は小さく変化する。

　八歳児の姿になった凪は身体を起こして、安心したようにふうっと息を吐いた。

「お前、オレがキスするとこ、じっと見てただろ」

　ゆっくりと身体を起こした花を、凪が困こまったような顔で見つめている。

「あ……、ごめん……」

　花は凪に指摘されて初めて、急に自分のしたことが恥ずかしくなる。

（どうしちゃったんだろう……わたし……）

「別に謝あやまることじゃないだろ。でも花の視線を感じて、今までで一番緊張したかも」

　凪はそう言って恥ずかしそうに笑った。言われた花はそれ以上に顔が赤い。それに気付いた凪がクスッと笑う。

「花も照れちゃった……？」

「うん……ごめんね……。わたし、何やってるんだろう……」

　凪はうなだれる花の頭をぽんぽんっと優しく叩たたく。

「ねぇ……花ぁ」

　名前を呼ばれて、花は顔を上げる。膝ひざを抱かかえるようにしてベッドに座っている凪が、上目づかいに花を見ていた。

「嫌いやだったらさ、断ってくれてかまわないんだけど……」

「なあに？」

「もう一度、口唇にキスしたらダメ？」

「えぇ……っ!?」

　思いがけないおねだりに花の声は裏返った。

「急にどうしたの。契約とは関係ないキスをするってことだよね……？」

　凪は自分でもわからないというように首をかしげる。

「そうなんだよ。これって、なんなんだろう？　昨日もそうだったんだけど、契約とか関係なく、花にキスしたいって思っちゃうんだよ」

「……なんだろう？」

　凪の衝しよう動どうは、花にも理解ができない。

『人を好きになったことがないから』

　凪は確かにそう言っていた。それなら、その衝動は何を意味しているのだろう。

「やっぱり、ダメかな？」

「えーっと……うーん……」

　凪に新しい契約者が見つかれば、キスをする必要もないし、それどころか花の家からも出ていくことになるかもしれない。そうなれば、キスどころか顔も合わせなくなってしまうのだ。

（でもだからって、キス……？）

「凪くん……それは……」

　花が答えようとしたそのとき、部屋のドアが勢いよく開いた。

「え……っ」

　振り返るとそこには制服姿のユキヒロが、鬼の形ぎよう相そうで立っている。

「花、男を連れ込んでるって、どこにだ」

　ユキヒロはそのまま勢いよく花の部屋に入ってきて、誰かを捜すように部屋全体をぐるりと見回した。

「花、男は？」

「ユキちゃん、男ってなんのこと？」

「昨日、花の様子を見に行かせた部下が、男と一緒にいたって言ってたんだよ。アイツ、昨日からニヤニヤしていると思ったらそんな大事なこと、オレに隠かくしていやがった」

「ユキちゃん、落ち着いて。男って、この子のことだと思うよ」

「この子って……え？」

　ユキヒロの目にようやく凪の姿が映ったようだ。凪はよそいきのあどけない笑顔をユキヒロへ向ける。

「おにいさん、はじめまして。凪です」

「…………」

　しばらくは事態を飲み込めずにいたユキヒロだったが、後こう輩はいがこの少年をわざわざ〝男〟と紛まぎらわしい言い方をしたのだと理解した。

　ユキヒロは小さく嘆たん息そくした後に表情を一変させ、優しい笑顔を凪へと向ける。

「はじめまして。オレは城しろ田たユキヒロ。驚かせてごめんね。凪くんの歳はいくつ？」

「八歳です」

　どうしてそんなに純じゆん粋すい無む垢くなふりができるのか。花が呆あきれるほどに凪は子供らしい態度でユキヒロにふるまう。

「この子、どうしたんだ？」

　ユキヒロの質問に、花よりも先に凪が答えた。

「僕のお姉ちゃんと花ちゃんが友達で、ワケあって昨日から泊とめてもらってるんです。お姉ちゃん含め、うちの家族みんな外に出てしまっていて──」

　いつ用意した噓うそだかはわからないが、凪はスラスラと作り話をする。

「お父さんかお母さんはいいって言ってるの？」

「はい、ちゃんとお話してあります」

　ユキヒロは納得したように「わかった」と立ち上がり、今度は花の方を向いた。

　花はパジャマのボタンが開いていることに気付いて、慌あわててボタンを留める。

「花、今日は日曜礼拝だろ。行かなくていいのか」

「あ、そうだ。行かなくちゃ」

「この子はオレが面倒を見てるから、花は学校に行っておいで」

「えーっと……」

　花が凪を見ると、凪は「大丈夫」というように愛らしく片目を閉じて見せる。余裕のある表情だ。

（凪くんはきっと大丈夫だ）

　あれだけ咄とつ嗟さに作り話ができるのだから、自分でなんとかするのだろう。それより花はこれ以上、遅刻記録を伸ばすわけにはいかなかった。

「花、支し度たくは下でできる？　オレはもうしばらく、凪くんと話がしたいんだ」

「うん、わかった」

　ユキヒロの言葉をあまり深くは考えず、花は制服と通学バッグを持って部屋を出る。

　ドアが閉まり、階段を下りていく花の足音が聞こえた後、ユキヒロは凪のこめかみにそっと銃じゆうを突きつけた。

「お前、異邦人エトランゼだな」

　凪はゆっくりと両手を上げる。ユキヒロは鋭するどい視線で凪を睨にらみつけた。







　二人は一体何をしているんだろうか。

　花の部屋からは話し声もほとんど聞こえてこない。

　気にはなるものの、花にはもう時間がなかった。制服に着替え通学バッグを手にした花は、二階に向かって声をかけた。

「ユキちゃん、行ってくるねー」

　ドアが開き、ユキヒロが顔を覗のぞかせる。

「いってらっしゃい。気を付けてな」

　いつもどおり優しいユキヒロの微笑みを見て、花は安心して家を出た。礼拝が終わって戻ってきてから、凪に様子を聞けばいいことだ。

（ユキちゃんのあの様子なら、凪くんとは仲良く話ができているんだろうな）

　梅つ雨ゆの訪れを告げているのか、今日はどんよりとした曇くもり空だ。

　家の鍵かぎはユキヒロも持っている。花は玄関に施せ錠じようをせず、家の門を出た。

「花ちゃん、おはよう」

　通りに出るとすぐに声をかけられた。クラスメイトの平ひら前まえ薫かおるだ。

　花と同じで、日曜礼拝で学校に向かう彼女も制服姿だ。そして通学バッグと共に、いつものカートを引いている。

（平前さんの自宅ってこっちだったっけ……？）

　花の記憶では昨日会ったスーパーの辺りだと思ったのだけど、だとしたらこの道は遠回りになるはずだ。

　この近くで何か用があったのか尋たずねようとしたが、薫はいつになくおしゃべりで聞きそびれてしまう。

「ねぇ、花ちゃんは古書には興味ないかしら？　古書っていうと、難しいもののように思われがちだけど、でも実際には普通に読めるものがたくさんあるの。それにね、装そう丁ていがとても凝こっているものも多くて、きっと花ちゃんは好きだと思うわ」

　歴史的価値のあるものからアンティークとして愛されるものまで、薫は古書の魅力を熱っぽく語る。本にそれほど興味のない花でも、薫の話は楽しく聞くことができた。

　彼女のこういう面がたくさんの人を古書ボランティアに惹ひきつけるのだろう。薫のもとへは他校の生徒たちも手伝いに集まってくるという。

　交差点の前で立ち止まると、薫はカートから手を離して手をだるそうに振った。それを見た花は、カートを引くのを代わると申し出る。

「大丈夫だよ。古書って紙だから重いし」

「重いから手伝いたいんだよ。次の交差点までわたしがカートを引くから、平前さんは休んでて」

　薫は申し訳なさそうな表情をしながら、「ありがとう」と言って花にカートを渡す。

　引いてみると、その重さは想像以上だった。

「人がひとり入っていてもおかしくないくらいの重さでしょう？」

「そうだねぇ、そのくらいはあるかも。本って意外と重いんだね」

「そうなの。手伝ってくれてありがとう」

　いつの間にか降り出した雨が、花と薫の制服に小さな染みを作ってゆく。じわりと滲にじむその様子は、花の目に血けつ痕こんのように映った。

（雨がひどくなる前に着かなきゃ……）

　花は薫と共に学校へと急いだ。







　花が家を出るのを確認したユキヒロは、凪へ向けていた銃を下ろした。

　凪は開き直っているのか、どうにでもしろというようにベッドにくつろいだ姿勢で座っている。

「こっちの世界では、オレたちを取り締まる専門の警察官がいるんだってな。それがアンタか」

「異邦人エトランゼによる誘拐事件が多発しているんだ。当然の処しよ置ちだ」

「どうしてオレの正体がわかった？」

　無言で自分の胸元を指差すユキヒロを見て、凪は理解した。先ほど、花の身体の同じ場所にキスをしたばかりだ。

「なるほど、キスマークを見たのか」

　ユキヒロは静かに腹を立てていた。

　異邦人がこの世界で暮らすためにキスによる契約を行うことは、業務上把は握あくしていたことだ。実際に契約をした人も何人か見てきた。

　それなのに、自分の身近な人間が契約に巻き込まれることがこんなにも不ふ愉ゆ快かいに感じられるとは──。

「アンタさ、オレが花にキスしたから、怒ってんの？」

「…………っ」

　銃を再び構かまえたくなる衝動を必死に抑えた。衝動的に銃を構えるなど、警察官がやっていいことではない。

「花はお前たちのせいで苦しんだんだ。これ以上、巻き込むことは許ゆるさない」

　幼おさな馴な染じみという関係は不思議なもので、ユキヒロにとって花は、友達でも恋愛対象でもなかった。感覚として一番近いのは妹なのだろう。

　そして六年前のあの事件で、花はますます特別な存在になった。同じ傷を心に抱え、自分以上の悲しみを感じている花を守りたいと強く思っている。

　自分にはその義務がある──だからこの仕事に就ついたのだ。

「どうして花に近づいた？　何か目的があるのか」

「たまたまだよ。穴ホールを抜けてこっちに来て、最初に出会ったのが花だったんだ」

「それで契約の相手に選んだ、と？」

「そういうこと」

　花が見た不ふ審しん者しやは、異邦人エトランゼだったのだ。どうしてあのとき気が付かなかったのか。

　ユキヒロは小さく舌打ちをした。

「穴はどこだ。校内か」

　学校の中ならすぐに規制線を張って、立ち入りを禁止する必要がある。

　今日は日曜礼拝で生徒たちが登校しているはずだ。急がなければならない。

　異邦人や穴については公おおやけにはされていない。何かしら別の理由を付けて、生徒たちを避難させる必要があった。

「暗くて狭い場所だよ。ひたすら長くて暗い道が続いてた」

　マンホールの中だろうか。しかし下水溝は、校内にはないはずだ。

「昨日も高校生が行方ゆくえ不ふ明めいになったんだ。お前は彼女の行方を知らないか」

「オレは関わってない。でもその事件、解決するために力を貸してもいいよ」

　ユキヒロの突き刺すような眼差しを受けても、凪はひるむことなく答える。その態度に後ろめたさは見えない。

「異邦人の力を借りて、異邦人の犯罪を解決するのか。馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だ」

「でもアンタらの手には負えないだろ？　異邦人は神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、どんな姿をしているかもわからない。そのせいで犠ぎ牲せい者しやが増えている」

　ユキヒロは忌いま々いましく息を吐く。こんな異邦人に会ったのは初めてだ。

　大抵の場合、ヤツらは敵対心を向けてくるか、ひどく怯おびえているかのどちらかだった。

　様子を見る限り、凪は危険な異邦人には見えなかった。しかしだからと言って、簡単に信じることもできない。

「オレはアンタたちの仲間になりたいわけでも、騙だましたいわけでもないよ。ただ最果てノ国のやり方は気に入らないと思ってる」

　凪は右の袖そで口ぐちをまくり上げ、花に消毒してもらった切り傷をユキヒロに見せた。

　傷は塞ふさがって赤みも消えてはいるが、生々しい痕あととして残っている。

「オレはアイツらの駒こまとして働く約束をしてこっちに来たんだ。でもそれを断ったから切りつけられた。今も裏切り者として恨うらまれていると思う。それでもオレは、アイツらの言いなりにはなりたくない」

　凪の真剣な思いが通じたのか、ユキヒロは頷うなずいた。そして尋ねる。

「首しゆ謀ぼう者しやの名前は」

「ヴァニラ」

　その名前に、ユキヒロは憶おぼえがあった。署しよ内ないの要注意人物のリストで見たことがある。

　凪の話を信じてもいいのかもしれない。ユキヒロはヴァニラの名前を聞いてそう判断する。

「わかった。まずは穴ホールを見つけることだ。生徒たちを避難させて、校内の捜そう索さくをする。お前も一緒に来てもらう」

「うん、わかった」

　間もなく日曜礼拝が始まる頃だ。生徒たちが礼拝で講堂に集まっているうちに動いた方が混乱が少ないだろう。

　パジャマの凪に着替えるように伝え、ユキヒロは部屋を出た。花の勉強机の上に潤じゆん一いち郎ろうの服が置いてあった。あれは花が用意したものだろう。

「おばさんが取っておいた服がここに来て役に立ったな……」

　花はクローゼットの奥にしまわれていた潤一郎の服をどんなふうに受け止めていたのだろう。あの場に出してあったということは、服の存在には気付いていたのだろう。

「お待たせ」

　凪はリボンのついたシャツにフリルが裾すそにあしらわれたクロップドパンツ姿で現れる。それを見て眉まゆをひそめたユキヒロに、凪は顔を真まっ赤かにして抗こう議ぎした。

「オレの趣しゆ味みじゃないからな！　用意してもらった服だからな！」

　それはわかっていることだ。

　ユキヒロは凪に近寄って、その両手に手て錠じようをかけた。ひんやりと冷たく重い感覚に、凪はがっかりしたような表情になった。

「オレが逃げるって思ってんの？」

「逃げない理由がないからな」

「お前、性格悪いだろ」

「まぁ、それなりに」

　玄げん関かん前に置かれた棚たなの上に、ハンカチで包まれたおにぎりが二人分置かれている。花が出かける前に作って置いていったものだ。

「うわぁ、おにぎりだぁ。花のおにぎり、美お味いしいんだよなぁ」

　無邪気に凪が喜んでいる。確かに凪の言うとおり、花が作るご飯は美味しい。

　ユキヒロは黙だまって二人分のおにぎりを手にして家を出た。前の通りに車を停とめてある。

　助手席に凪を乗せ、ユキヒロが運転席に乗り込む。それと同時に、無線機が鳴った。

『あーあー、先せん輩ぱい、せんぱーい』

　本部に置いてきた雨あま宮みやからだ。連絡を入れようと思っていたが、向こうから連絡が来るのは何かあったのだろう。

　ユキヒロは応答ボタンを押す。

「城田だ。どうした」

『えーっと、鈴すず蘭らん女じよ学がく院いんに規制線を張りました。生徒たちを避難させまーす。表向きは、不ふ発はつ弾だんが置かれているという話になっていまーす』

　今まさに自分がしようとした指示を先に言われて、ユキヒロは一瞬面めん食くらった。しかしすぐに冷静になって、雨宮に説明を求める。

「何があったんだ？」

『高等部に通う女生徒が行方不明事件の容よう疑ぎ者しやに挙げられました。平前薫、十五歳。鈴蘭女学院の一年生で花ちゃんのクラスメイトですね。今日も登校しています。今、女生徒の身み柄がら確保に捜査員が向かいました。自分もこれから出ます』

　花の名前が出て、ユキヒロの身体に緊張が走る。

『なんでもボランティア活動をしている生徒らしく、いつも大きなカートを引いているんですが、そのカートに載せた段ボール箱に捕つかまえた学生を入れて運んでいたそうです。生徒たちの足取りが摑つかめないのは、そのせいだったんです』

「なるほど、カートで運ばれたんじゃ、交通機関にも車両データにも痕こん跡せきは残らないな。それで、穴ホールは校内にあるとわかったのか」

『いやそれはまだ確証はないんですが、念のために立ち入り規制をかけて──』

「穴は鈴蘭女学院の校内にある」

『ええっ、どうしてわかるんですかぁ』

「いろいろあって、そこから出てきた異邦人エトランゼと、一緒にいるんだ」

　自分のことを言われているのに気付いた凪が手錠のかかった片方の手を挙げて合図した。

　ユキヒロはわざと顔を背そむける。サイドミラーにムッとした凪の表情が映る。

「コイツをどうするかは後々考えるとして、まずは平前薫の確保と穴ホールの発見だ。オレもこれから学校へ向かう」

『はーい、僕も向かいます。では後ほどぉ』

　無線を切り、ユキヒロは学校へ向かうべく車のエンジンを入れる。

　走らせようとしたそのとき、凪が両手を挙げて抗議した。

「なぁ、コレ、取ってくんない？」

　手錠がジャマで、おにぎりが食べられないということらしい。

「逃げないよ。こんな美味しいものを作ってくれる花が巻き込まれるかもしれないんだろ？　逃げるわけないじゃん」

　ユキヒロは黙って凪の手錠を片方だけ外した。凪の言葉を信じたわけではないが、穴を探すには凪の協力が不可欠だ。ある程度の信頼関係はあった方がいい。

　凪は自由になった手を嬉しそうにプラプラとさせた後、早速おにぎりを食べ始める。

「アンタってさ、花のことが好きなの？」

　凪の質問にユキヒロは答えない。答える必要がない質問だ。ユキヒロは車を走らせた。

　そしてしばらく沈ちん黙もくが続いた後、ユキヒロは花の話を始めた。

「花の弟、潤一郎は六年前に穴に落ちて行方不明になったんだ。でも花はそれを覚えていない」

　凪にとってはすでに花から聞いた話だったが、花の記憶が戻っていることを知らないユキヒロの手前、黙って話を聞いていた。

　真実は、他人の口からではなく自分で伝えるべきものだ。

「オレはそれでよかったと思ってる」

　凪はおにぎりを食べる手を止めてユキヒロを見た。

　サイレンを鳴らして急ぎながらも慎しん重ちように車を進めるユキヒロの表情に感情は見えない。凪に伝えたいのではなく、自分のために話しているようだ。

「表向きでは花のことを心配しながら、内心では思い出さないでほしいと願っていた。その思いに気付いたとき、自分が情なさけなくて仕方なかった」

　花の学校へ向かう大通りは大型車で混雑していて、サイレンを鳴らしていてもスムーズに進むことはできない。

「仕事の付き合いで、飲みなれない酒を飲んだ日だ。酔よっぱらってフラフラになりながら歩いていたら、空に月が出てて、潤一郎がいなくなった日のことを思い出した。あの日も同じような月が出ていた。その後に起きた出来事を繰り返し頭の中に蘇よみがえらせては、胸が苦しくなって吐き気に襲おそわれる。そうやってようやく家についたら、目の前に花がいたんだ」

　ユキヒロの中で、事故の記憶と花への思いと、それに加えてずっとため込んでいた後悔が溢あふれ出した。

　自分はずっと、花のことを心配しながらも、心のどこかで記憶をなくしたことに安心していたのではないのか。

「花がオレの家まで何をしに来たのかはわからない。でもオレは花を見た途と端たん、謝らずにはいられなかった」

「そのときの花は……」

「何も言わなかった。アイツは事件のことは記憶にないんだ。酔っ払いの戯ざれ言ごとだと思ったんだろ」

　ユキヒロがそのことを思い出したのは、二日ふつか酔よいが冷めた翌々日のことだった。それ以来、アルコールを飲まなくなった。

「花を大切に思ってる。でもその思いが、愛情か贖しよく罪ざいか、オレにはわからない」

　凪は「ふーん」とつまらなそうに言って、残っていたおにぎりを口に入れた。

　酔っぱらったユキヒロの言葉に、花は何を思ったんだろうか。花が記憶を取り戻したのを隠しているのは、それも原因なんだろうか──。

　そこまで考えたところで、凪はふと冷静になる。

　自分の関わりのないことをどうしてこんなに考えているのだろうか。花が何を思って、ユキヒロが何を考えているかなんて、凪には関係のないことだ。

　最果てノ国では感じ得なかった感情が、この世界で生まれつつある。凪にはそれが何か、まだわからなかった──。

　車は大通りを抜けた。もうすぐ学校につく。







　花は高等部の旧校舎、四階の書庫へ向かう廊ろう下かを薫と一緒に歩いていた。

　もうすぐ日曜礼拝が始まるので、校内に生徒の姿はほとんどない。それに加えて四階は、教科別の特別教室が集められたフロアなので、余計に静かだった。

　二人の足音とカートを引きずる音だけが、冷たい廊下に響ひびいている。

「急がないと、もうみんな講堂に行っちゃったね」

　交代しながら運んできたカートは、今は花が引いている。

　最初は予想外の重さに驚いた花だったが、徐々に慣なれてきた。今はなんとかコントロールを失わずに運べる程度にはなった。

（平前さんはこの重さをいつも運んでいたんだから、偉えらいなぁ）

「ん……？」

　唸うなるような声が聞こえた気がして、花は立ち止まり振り返る。誰の姿もない。

「どうしたの、花ちゃん？」

　花の半歩前を歩いてた薫も足を止め、心配そうにこちらを見ている。薫の手には書庫の鍵が握にぎられていた。

「ううん、なんでもない。それより、さすが平前さんだね。先生が信頼して書庫の鍵を預けるんだもん」

　創立当初から書庫として利用されているその部屋には、価値のある書物もたくさんあると聞いている。その部屋の鍵を預けられるのだから、絶対的な信頼が薫に寄せられているのだろう。

「ボランティアの関係で、土日関係なく使っているから、仕方なく預けてくれたんだよ」

　薫は謙けん遜そんしてそう言ったが、それでも信頼されているのは間違いない。花だって多くの友達の中でも、薫ほど真ま面じ目めな人はいないと思っている。

「昨日も学校に来てたんでしょう？　ヴァニラちゃんと」

「そう。昨日もカートで運ばなきゃいけないものがいろいろとあったの」

　薫は慣れた手つきで書庫の鍵を開けて中に入る。

「どうぞ、入って。あ、カートはそこのダストシュートの前に置いて」

「おじゃましまーす」

　花は書庫に入るのは初めてだ。

　入口を入ってすぐの左の壁に、コインロッカー二つ分くらいの鉄製のドアがはめられている。これがダストシュートだ。

　各フロアの角部屋に設置されているが、今は使用されていない。

　花は言われたとおり、カートをダストシュートの前に置いてから、書庫の中を興きよう味み津しん々しんに見回した。

　教室二つ分の広さがある書庫は、横に広さがある長方形をしていて、入口は長方形の左端にある。

　入って正面の壁には、腰の高さのステンレス製のラックがずらりと並べられ、その隣に薫の作業用らしい大きなテーブルが置かれている。これは理科実験室や調理室で使われる長テーブルと同じものだ。

　手前のラックは作業中または作業前の書物を置くスペースとして使われているようで、歴史を感じさせる本がずらりと並んでいる。

　その向こうには木製の丈夫そうな書棚が並んでいる。図書館などでよく見るものと同じだ。花の背せ丈たけよりもずっと高い。そのためか、書棚の横には脚きや立たつが置かれていた。

　本の日焼けを防ぐためか、窓には厚手の遮しや光こうカーテンが引かれている。ぼんやりと暗い室内に、古い紙とインクの匂いが立ち込めていた。

「あれ……」

　花の耳に再び唸り声が聞こえた。さっきと同じ、くぐもったような声だ。

（さっきよりもはっきりと聞こえた。……どこだろう）

　花は運んできたばかりのカートに近づく。その声はカートに載のせられた段ボール箱の中から聞こえてくるようだ。

「平前さん、箱を開けるね」

　書物と一緒に小動物でも入っているんじゃないか。最初はそう思っていた花だが、箱を開けて驚いた。

「んぐ……んん……」

　中には粘ねん着ちやくテープで手足を縛しばられ、口を塞がれた満みつ井い由ゆ美みの姿があった。花のクラスメイトだ。

　いつも綺麗にまとめられている天然パーマの髪がボサボサに乱みだれ、目にはいっぱいの涙をためている。

　制服姿のところを見ると、日曜礼拝に行こうとしていたところを捕まえられたのだろう。

「由美ちゃんっ、大丈夫!?」

　助けようと手を伸ばしたその直後、後ろから蹴けり飛ばされ、花は床に倒れ込んだ。

「勝手に触ってもらっちゃ困るのよね」

「……っ、……平前さん」

　花を蹴ったのは平前薫だった。

　靴音を響ひびかせるようにして倒れた花に近づき、花の前髪を摑んでぐいっと顔を上げさせた。

「花ちゃんのために連れてきてあげたのよ。彼女と仲がいいでしょう？　一緒に行けば、向こうでだって楽しく過ごせるじゃない？」

「一体、なんの話……？　よくわからないよ」

　薫は花から手を離して、ふんっと鼻で笑った。

「最果てノ国に決まってるじゃない。花ちゃん、あなたはこれから、最果てノ国へ行くのよ」

　そう言って、薫は花の襟を摑んで無理やりに立たせた。白くて細い薫の身体からは、想像がつかない力だ。

（平前さん……どうしちゃったの……）

　薫はダストシュートの入口を開き、そこへ花の顔を押し付ける。長く使われていないダストシュートから溢れ出てくる空気は冷たく、カビたような匂いがした。

　中は真っ暗な洞どう窟くつのように先が見えない。しかしその闇の中で何かが轟ごう々ごうと音をたてていた。

（穴ホールだ……！）

　花には覚えがあった。六年前に潤一郎を飲み込んだあの穴も、同じような音をたてていた。

「こっちの人間のくせに、簡単に異邦人エトランゼに心を許しちゃダメだよ。そんな馬鹿は、向こうの世界で学んでくればいいっ」

「いやっ……やめてっ」

　ダストシュートに突き落とされそうになって、花は薫を腕で払いのける。そのはずみで薫のシャツのボタンが飛び、胸元の肌が露あらわになった。

（あの赤い痕……）

　薫の胸元には鬱うつ血けつした痕が残されていた。花の肌にも同じものがあるからわかる。あれはキスマークだ。

（平前さん、最果てノ国の人と契約をしている……!?）

「きゃっ……」

　薫が乱暴に花の髪を摑み、花の身体を壁へと押し付けた。

「いやっ……やめてっ……」

　抗あらがっても、薫の力はさっきよりさらに強い。摑まれた髪を引っぱられ、そのままダストシュートへと突き落とされた。

「平前さんっ……いやっ……助けてっ」

　薫は満足そうに微笑ほほえみ、そのまま蓋ふたを閉めてしまう。唯ゆい一いつの光が消えて花の目の前は真っ暗になり、身体はずるずると下へ落ちてゆく。

　ダストシュートの中は、垂直に立てられた四角いパイプのようになっていて、それぞれのフロアに入口が付けられている。この中をゴミが滑すべり落ちることで、一階の集積場に集まるようになっていた。

　パイプの繫つなぎ目に手を引っ掛けるようにして、花は体勢を保たもっていた。

　足元から轟々と唸る音が聞こえる。穴は一階の集積場にあるようだ。

　手でどうにか繫ぎ目を摑んでいるものの、花の力ではそう長くはもたないだろう。

「あー……どうして、こんなことに……!?」

　薫は一体どうしてしまったのだろう。彼女は花の知っている薫ではなかった。まるで誰かに洗脳されてしまったようだ。

（平前さんは大人しいけど、真面目でマイペースで自分の意見はしっかり持ってる人だ）

　そんな人が簡単に洗脳されてしまうだろうか。

　花は薫の胸元に付いていた鬱血の痕を思い出す。付けられて間もないくらいの鮮せん明めいなキスマークだった。

（平前さんは、最果てノ国の誰かと契約をしている──）

　それが彼女を変えてしまったのだろうか。

　確かなのは平前薫が正気ではなかったということ。力も普通じゃなかった。

　花は一番最初に凪にキスをされたときのことを思い出した。学校で後ろから羽は交がい絞じめにした凪の力も相当なものだった。

　しかしさっきの薫も、それに負けてはいない。

　異邦人エトランゼと同じだけの力を薫に出させているのだとしたら、それは洗脳というよりは乗っ取りに近い。

（凪くんにこのことを伝えたいけど……）

　ダストシュートの中でぶら下がっている今の花には、それを伝える術すべがない。

「このまま、最果てノ国へ行くのかぁ……」

（向こうに行ったら、ジュンに会えるのかな──）

　あの日からもう六年が経っている。この月日は、潤一郎をどう変えているだろう。花のことがわかるだろうか。

（わたしは、ジュンがわかるかな──）

　壁を摑む手がぷるぷると震ふるえ出した。そろそろ限界が近づいている。

（きっと、わかるよね。わたしたちは、仲のいい姉きよう弟だいだったから──）

「こんなことなら、ユキちゃんにちゃんと話せばよかったな……」

　潤一郎の記憶が戻っていることをちゃんと伝えて、それでもユキヒロのことを責めたりしていないんだときちんと言うべきだった。

　このまま花がいなくなったら、ユキヒロはなんて思うだろう。

（ダメだ……もう腕に力が入らない……）

　花の右手が離された、その身体はスピードを増して下へ落ち始める。

　潤一郎がいなくなってからというもの、花はずっと心に大きな穴を抱えて生きてきた。記憶が戻る前も戻ってからも、その穴はずっと変わらず、花の中に存在し続けている。

　それはきっと、ユキヒロだって、花の家族だって同じことだ。

（向こうでジュンと会えたら、心の穴が埋うまるのかな……）

　そしたら、今よりずっと、心が楽になるのかもしれない──。

　そう思ったとき、花の心に凪の言葉が響いた。




『それってつまり、現実逃避？　お前、弱いんだな』

　そうかもしれない。花は心が楽な方へと逃げているだけだ。

『やってみなきゃわからないだろ？　オレは今のままじゃ嫌なんだ』

　小さな凪は自分の足でしっかり立って、前へ進もうとしている。

（わたしも自分の力で、立たなきゃいけない。このまま流されて、最果てノ国に行っちゃダメだ……！）

「……っ、う……っ」

　花はダストシュートの壁をなんとか摑もうとするが、なかなか上う手まくいかず、身体は下に落ちていく。

（……諦あきらめちゃダメだ。わたしまで向こうに行ったら、お父さんもお母さんも、ユキちゃんだって悲しむ）

　潤一郎のときと同じ悲しみを繰り返すようなことは絶対にしてはならない。花は必死だった。

（凪くんも悲しんでくれるかな──）

　凪は契約と関係なく、花とキスがしたいと言った。今思えば、あれは恋愛感情まではいかなくても、凪なりの愛情表現だったんじゃないのか。

　家族を持たず、たったひとりで生きてきた凪にとって初めての好意を、花に見せてくれたのではないのか。

（それなら、もう一度くらいキスをすればよかった──）

　花は凪にされたキスを思い返す。

　緊張しないように優しく触れてくれる指、口唇の感触、舌が触れて、吐と息いきが漏もれて、鼓動がうるさいくらいに大きくなる感じ。

　ユキヒロが乱入してきたため、うやむやになってしまったが、それがなかったら花はなんて答えていただろう。

（キス、してもよかったかも──）

　三階の入口の扉が花の目の前を通り過ぎていく。その繫ぎ目を摑もうとしたが上手くいかなかった。

　二階を過ぎれば集積場だ。花の身体は穴ホールに落ち、最果てノ国へ飛ばされてしまうのだろう。

「キスすればよかったっ」

　花はやけくそになって叫んだ。ダストシュートに花の声が響く。

「じゃあ、する？」

「へっ……!?」

　下から声をかけられたと思ったら、小さな腕に身体が引き寄せられた。

　二階のダストシュートの入口だ。ここから身を乗り出した凪が、花の身体を摑んでいる。

　八歳児とは思えない力で引き寄せられる。花の身体は二階のフロアへと引きずり出された。

「びっくりしたー。何か大きなものが落ちてくる音がすると思ったら、花が滑り落ちてくるんだもん」

　凪は無邪気に笑った。

　屈くつ託たくのないその笑顔が、真っ暗な狭い場所で絶望的な気持ちになっていた花には太陽のように明るく輝かがやいて見える。

「凪くんっ……」

　花は凪に抱き付いた。

「えっ、わっ……花っ、どうしたんだよ」

　凪は後ろへ倒れ込みそうになったが、手をついて必死に堪こらえる。

「ううっ……怖かった……怖かったよぅ」

　あまりの恐怖に、花は凪を抱きしめながら、溢れ出す涙を抑えることができなかった。

　子供のように泣く花を、凪は優しく頭を撫なでて穏おだやかな声でなだめる。

「よしよし、怖かったな。もう大丈夫だ」

　小さな凪の手がとても頼もしく感じる。

「うっ……泣いてる場合じゃなかった……。由美ちゃんを助けなきゃ……」

　花は大きく息を吐いて心を落ち着かせ、「よし」と自分に確認を取るように呟つぶやいた。

「凪くん、ありがとう。もう大丈夫だよ」

　まったく何が起きたかわからない凪は、花に尋ねる。

「由美ちゃんって誰？　花が落ちてくる理由もよくわかんないんだけど」

「それはね、平前さんっていうクラスメイトがいて──」

　花は家を出てからダストシュートに突き落とされるまでの出来事を凪に話した。

　今思えば、平前薫が花の家の前にいたのは由美を拉ら致ちした後、花を待っていたからだろう。

「平前さんは、次に由美ちゃんをダストシュートへ落とす気だと思う。書庫に行って止めないと」

「書庫にはユキヒロが向かったから、今頃二人とも保護されてるよ。オレは先に穴ホールを見つけろって言われて、別行動になったんだ」

「ユキちゃんも来てるの？」

「アイツ、オレが異邦人エトランゼだって気付いてたんだ。それで穴の場所を聞かれたんだけど、はっきりしなくてさ。ようやく見つけたと思ったら、上から花が落ちてきた」

　穴から出たばかりの凪は、契約相手を探して校内をうろうろしたため、穴のあった場所がどこかわからなくなってしまったらしい。

　ようやく見つけたところで、花が落ちてきたというわけだ。

「ほんと、凪くんがいてくれて助かったよ。ありがとね」

「花だって、おにぎり作ってくれてありがとうな。すげー美味しかった」

「ふふっ、ならよかった」

　花は立ち上がって窓の外を見る。数人の教員が警察の誘ゆう導どうで避難していく様子が見えた。

「穴が見つかったから、みんな避難させられてるの？」

「表向きは不発弾が見つかったって話になってるらしい。こっちの世界では、オレたちの話はタブーなんだろ」

　それで校内がここまで静かなんだ。花はなるほどと納得する。

「そうだね。秘密裏りに警察が動いてるって話だけど……。そっか、だからユキちゃんが来てるんだね」

　警察官の仕事は外部には言えないことが多いと聞いていたので、花はユキヒロから仕事の話を聞いたことがほとんどない。

　忙しい仕事だとは思っていたけれど、異邦人や最果てノ国の取り締まりまで警察の仕事だと思うと、あらためて大変な業務だと思う。

　凪が不意に「よかった」と呟いた。

　花が「どうして？」と尋ねると、嬉しそうに答える。

「最果てノ国に行けるんなら、花は行くかと思った。行かないでくれてよかった」

「行かないよ。わたしが勝手な思いで向こうに行ったら、残されたお父さんやお母さん、ユキちゃんが悲しむでしょ」

　ユキヒロは今でもあれだけ自分を責めているのだ。花はこれ以上、ユキヒロに罪の意識を持ってほしくはない。

　それと少しだけ行ってもいいと思ったことは黙っておいた。

「オレも悲しいよ」

「ほんと？　じゃあ、ますます行けないね」

　凪の言葉に、花はにっこりと微笑んだ。

　そして、書庫へ行こうと凪に促うながす。

「由美ちゃんが無事か心配だよ。あと平前さんがどうなったかも……」

　凪は「そうだな」と立ち上がり、花と共に四階の書庫へと向かった。

　廊下を出て内階段を上がっていると、花は足首の辺りが痛むことに気付く。ダストシュートで落ちまいと力を入れているうちに筋を痛めたのかもしれない。

　辛そうにしていると、凪が手を貸してくれた。

「怪け我が、先に見てもらわなくていいのか」

「大したことないから大丈夫。今は由美ちゃんのことが気になるよ」

　明るく盛り上げ上手な由美、彼女と話していると花はいつも明るい気持ちになれた。

　それでいて、細かいところに気が付く優しい面もある。由美は花にとって大事な友達だった。

（ああ、そうだ。平前さんのキスマークのこと、話さないと）

　花は大事なことを凪に話していないことを思い出す。

「平前さんの首元にキスマークがあったの。最果てノ国の人と契約してるんじゃないかな……あっ」

「なんだよ」

「昨日、平前さんにスーパーで会ったのね」

「あー、クラスメイトに会ったって言ってたのは、そいつのことか」

「そうそう。そのとき、すっごく綺麗な女の子を連れていたんだけど」

「なぁ、それってもしかすると、ヴァニラって名前のヤツ？」

「あ、そうそう！　知ってるの？」

「知ってるも何も、最果てノ国で一番危険なヤツだ」

「ええっ……!?　あんな小さな女の子が？」

「ヴァニラは男だ」

「ええ……!?」

　花は驚いた。

　しかし考えてみれば、あのくらいの年の子は男女の身体の差がそれ程大きくないように思う。花と会ったときのヴァニラは華やかな女の子らしい服装をしていたから余計にそう思い込んでしまったのかもしれない。

　あるいはそう間違えさせること自体がヴァニラの策だった可能性もある。

「しかし面倒だな」

「何が？」

「ヴァニラは契約相手と心をシンクロさせ、自分の意のままに操あやつることができるんだ。アイツだけが持つ、特別な能力だ」

「あ……、だから平前さん、いつもと違ったんだ……」

　普段とは違う口調に、乱暴な態度、花の知っている平前薫とはまるで別人だった。

　花は凪と階段を上がり、四階のフロアへ向かう。ユキヒロは無事に二人を保護できただろうか。

　ヴァニラと契約をした薫は、どうなったのだろう。







　講堂から出てきた雨宮は、「ふう」っとため息をついた。

　どうしてこんなに面倒なことになってしまったのか。徹てつ夜や続きの身体にどんよりとした曇り空が重くのしかかる。

　教員室に残っていた教員たちを無事に講堂に避難させた。急ぎの仕事は終わったので、ユキヒロからの指示を待っているところだ。

「クエックエッ」

　どこからともなく、白いオウムが飛んできて雨宮の肩にとまる。相棒兼ペットの《ファントム》だ。

「ファントム、先輩いたぁ？」

　オウムは「クエッ」と一声鳴く。

「へぇ、高等部の校舎の方か。それなら、容疑者の生徒を見つけたところかな」

　雨宮のポケットで携帯電話が震える。

「っと、噂うわさをすれば──」

　ユキヒロからの着信だ。

「はーい、雨宮。先輩、もっと早く連絡してくださいよ」

『こっちにはこっちの都合があるんだ。教員と生徒たちは？』

「無事に避難、完了しています」

『全員いたのか？』

「いたんじゃないですかねぇ……。あ、待ってください」

　ひとりの警察官が雨宮のもとへ小さなメモを持ってくる。生徒の点呼が終わった報告だ。

　雨宮はメモを開いて、ユキヒロに報告を入れる。

「あー、三人の生徒がいませんね。ひとりは容疑者の平前薫、あとは同じクラスの満井由美、小こ森もり花……って、うわぁ、花ちゃんが行方不明ですよ、先輩」

　ユキヒロの声が少し途切れた。花の不在に動どう揺ようしたのかもしれない。

『わかった。こちらは対たい処しよする。お前は持ち場を離れるなよ』

「わかりましたー」

　雨宮は携帯を切り、ズボンのポケットへとぞんざいに突っ込んだ。

「あー、めんどくさい。ねぇ、ファントム」

　ファントムが呆れたように「クエッ」と鳴いた。
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　凪なぎは初めてこの廊ろう下かを歩いた日のことを思い出していた。

（息苦しくて眩暈めまいがして、身体からだが石になったみたいに重くて、今すぐ死ぬんじゃないかと思った）

　たった二日前の出来事なのに、随ずい分ぶんと遠い日のことのように感じる。最さい果はてノ国くにから穴ホールを通り、こっちの世界へ来た日のことだ。

（この世界は馬鹿みたいに自由で美しくって、腹が立つほど豊かだって聞いていたのに、ついたら身体が辛くてそれどころじゃなかった）

　穴を抜け出したばかりの凪は、次元移動の免めん疫えき反応によってまともに歩くことができないほど弱っていた。

　それに加えて、簡かん素そで無機質なこの建物が、ひとりで苦しんでいる凪を余計にイラつかせた。機能性ばかりが前に出て面おも白しろみもなく、弱っている凪を冷たく突き放すかのような建物だ。

（美しくって豊かな世界はどこにあるんだよ……）

　苦しくて痛くて辛くて、眩暈のせいで視界がどんどんと狭まってゆく。頭の中がぐるぐると回る。

　とにかく契けい約やくをして、この身体をなんとかしなければならない。壁伝いに身体を引きずるように歩きながら、契約相手を探した。

（もう契約できれば誰でもいいや。男だろうと女だろうと、老人でも子供でもなんでも来いっ）

　捨て身の気持ちで人が来るのを待っていた。しかし誰も現れない。

　廊下沿いに並んだそれぞれの部屋に人はいるようだが、集団の中に踏ふみ込んで行ってキスをするようなことはできない。

　そこへ誰かが近づいてくる気配を感じた。足音を殺すようにして歩いているが、その気配ははっきりとわかる。こちらに近づいてきているようだ。

　凪は柱に隠かくれて、その誰かを待った。必ず契約をする──そう決めていた。

（そして現れたのが、花はなだ）

　凪の目の前に現れた花は、憂ゆう鬱うつそうに顔をしかめながら重い足取りで歩いていた。警けい戒かい心しんなどまるでない姿だ。

（ああ、コイツなら簡単だ──）

　そう思ってキスをした。腕を摑つかみ身体を引き寄せ、声を出せないように口を押さえてしまえば、あとは口くち唇びるを付けるだけだ。

　凪にとっては、簡単に契約ができる楽な相手だった。

（ただそれだけの相手だったのに──）

　一度目のキスより二度目のキス、二度目のキスよりも三度目のキス。キスをするたびに、凪の心の中で得体の知れない感情が湧わき上がってゆく。

　ただ口唇を触れさせる行こう為いだと思っていたキスに、凪の知らない力が備そなわっている。胸が締め付けられて、身体が熱くなる不思議な力──。

（キスは単なる契約行為じゃなかったのか……？）

　凪はまだ、自分の気持ちがなんなのか、わからないでいる。

「静かな学校って、怖いね」

　四階の静かな廊下を、凪は花の手を引くようにして歩いている。

　怪け我がをして階段を上がりづらそうにしている花のために手を繫つないだのだが、階段を上がりきった今も凪はその手を離そうとはしなかった。

「あのー……、凪くん？」

「なんだよ」

　昨日ふたりで外へ出かけたときは、当然のように手を繫いでいたのに、今日は恥はずかしいらしい。不思議な話だ。

　凪がそれを指し摘てきすると、花は「当然だよ」と答えた。

「ここは学校だから、ちゃんとしなきゃいけないの」

「ちゃんと八歳児の面倒を見ているお姉さんってことでいいだろ？」

　凪の言葉に花は笑った。

「それはそうかも」

　くすんだ色の天てん井じよう、ところどころ張り替えられた跡あとが残る使い込まれた床。

　この世界で初めて見たときには地味なだけだと思った光景を、今は違った目で見ることができる。

（花がいる世界だ──）

　花が暮らしている世界の一部だと思うと、無機質で地味なこの場所にも優しさが潜ひそんでいるように感じた。本当に不思議だ。







　花と凪は書庫の前まで来ると一度足を止め、少し開いたドアの隙すき間まから中の様子を覗のぞく。薄暗い教室の中に人の気配はない。

「なんの物音もしないね。ユキちゃんはもう外に出たのかな」

「だとしたら、オレを捜すと思うんだけど……穴ホールの場所を気にしていたからな」

　凪がゆっくりと書庫のドアを開ける。花は凪に危ないことがないようにその背後にぴったりと張り付いている。

　先ほど嗅かいだばかりの古い書物の匂いが鼻を掠かすめ、花は薫に突き落とされたことを思い出して身体を強こわ張ばらせた。

「怖がらなくていいよ。オレがいる」

「……うん、ありがとう」

（心配しなくても大丈夫……）

　花は今、ひとりじゃない。

　誰かと一緒に不安や怖さを感じながらも支え合い、まっすぐに立ち向かえるということは、こんなにも心強いものなんだ。

　それがたとえ、八歳の小さな男の子でも──。

（わたしはずっと、ひとりでいたのかもしれないな……）

　潤じゆん一いち郎ろうの記憶を心の中にしまい込んで、両親にもユキヒロにも言えないまま、ひとりで悶もん々もんと弟の行方ゆくえについて調べてきた。

（誰も傷つけたくないから、誰にも迷めい惑わくをかけたくないからって、無理をしてた）

　でもそれでは、乗り越えられない壁もあるんだ。

　たとえ傷つけても迷惑をかけても、前へ進む花のために一緒にいようと言ってくれる人がいる。

　その気持ちに甘えてもいい。それは決して悪いことじゃない。

　いつかそれと逆のことが起きたときに、花が力になれるようにその思いを忘れなければいい。

（凪くん、ありがとう……）

　書棚の奥を確認するため、ひとり向かう凪の後ろ姿に、花は心の中でもう一度お礼を言った。

　遮しや光こうカーテンの閉め切られた室内はさっきと同様に薄暗く、明るい廊下を歩いてきた花は目が慣れるまでしばらく時間がかかった。

「誰もいないな」

　書棚の奥から顔を出した凪がそう言った。

　花も作業用テーブルの横に積まれた段ボール箱の中を確認するが、由ゆ美みの姿も他の誰かの姿もない。しかし積まれている段ボール箱のすべてに内側から引ひっ搔かいたような跡や暴れたような痕こん跡せきが残されていた。

　由美のように拘こう束そくをされてここに連れてこられた人間が他にも多数いたということだろう。

（まさか、もう穴ホールに……!?）

　花はダストシュートを開けて中を確認したが、さっきと同じ轟ごう々ごうと音を響ひびかせる穴があるだけで由美の姿は見えない。

「大丈夫だよ、花。きっとユキヒロが保護したんだ」

「それなら、いいのだけど……」

　だとしたら、他の警察官がいてもいいのではないか。事件現場であるこの場所を無人のまま放置したりするだろうか。

（なんだろう……この嫌いやな感じ……）

　不意に廊下からこちらへ近づいてくる足音が聞こえ、振り返るとそこには制服姿のユキヒロがいた。

　不安で胸がいっぱいだった花はその姿を見てホッとする。ユキヒロはいつもどおりの優しい笑顔を花に向ける。

「無事だったんだな」

「大丈夫だよ、ユキちゃん。心配かけてごめんね」

　書棚の奥を見に行っていた凪が、ユキヒロに気付いて戻ってきた。

「おう、ユキヒロ」

「呼び捨てにするな」

「じゃあ、ユキちゃん」

「気持ち悪い呼び方をするな」

　二人のやり取りを見て、花はクスッと笑う。異邦人エトランゼだとバレて険けん悪あくなムードになったのかと思っていたが、そこまでではなさそうだ。

「平ひら前まえ薫かおると満みつ井い由美を保護した。平前薫については、未成年者行方不明事件についてなんらかの情報を知っている可能性があるため、署しよで話を聞くことになってる」

　ユキヒロが事件について淡たん々たんと語る。

　花は由美が無事だったことにホッとしたが、それと同時に薫のことが心配でもある。ユキヒロは花を安心させるように、ぽんぽんっと優しく頭を叩たたいた。

「ひどいことにはならないよ。彼女の意志でやったことじゃないのは、警察もわかってる」

「ヴァニラも捕つかまるの？」

「今、警察が行方を追ってるよ。こっちの世界にいるなら、いずれ捕まるだろ」

「そっか、よかった……」

　花はステンレスのラックの上に置かれた古書に目を向ける。おそらく薫が置いたものだ。

　薫はこのたくさんの古書で《最果てノ国》について知ったのだろうか。その悲しい歴史、虐しいたげられた過去を知って同情したのかもしれない。

　その優しさを利用されてしまったんだ。

（平前さんは、ひとりだったから──）

　ひとりで抱え込んでしまったら、道を誤あやまっても誰も注意してくれる人がいない。

　花は心を決めた。伝えるなら、今だ。

「ユキちゃん、あのね、話さなきゃいけないことがあるの」

　ユキヒロは「ん？」と、こちらを向いた。

「ジュンの……」

「凪、いつまでうろうろしてるんだ。こっちに来い」

　書棚の奥へ再び入り込んで中を確認している凪に、ユキヒロは声をかけた。花の言葉は途中でかき消される。

　そしてユキヒロは花に向き直り、優しく声をかけた。

「花、後でゆっくり話そう」

「……うん」

　そうだ。こんな事件が起きたばかりなのに、何を言おうとしているのか。

　花はユキヒロの言うとおり思いなおして、口をつぐんだ。それでも、長らく思い悩んできた末の決意だったので、タイミングがずれたことで気落ちしてしまう。

（でも後でもう一回、ちゃんと話せばいいことだから──）

　自分にそう言い聞かせて、花は顔を上げる。

「向こうには、何もないな」

「それは当然だ。怪あやしいものは警察がぜんぶ持っていってる」

　書棚を隅すみ々ずみまで点検して戻ってきた凪に、ユキヒロは腰をかがめて目線を合わせた。

「凪、よくやったな。お前なら、花を助けてくれるって信じてたよ」

　いつもの優しい口調だ。二人の不仲を疑うたがっていた花はその様子を見て安心する。

　十二時を告げる鐘かねが聞こえてきた。本来なら礼れい拝はいが終わる時間だ。誰もいない空くう虛きよな校舎には、いつも以上に鐘の音ねが響いている。

「…………」

　褒ほめられた凪はさっきから無言でじっとユキヒロを見ている。何かを見定めようとしているような強い視線だ。

「凪くん？」

「花、こっち」

「へっ……わっ」

　花は突然、凪に腕を摑まれて強い力で引き寄せられた。凪は花を背後へと庇かばい、ユキヒロの前へ立つ。

「お前、ユキヒロじゃないな」

（ユキちゃんじゃない……!?）

　花は驚おどろいてユキヒロを見る。

　ユキヒロの表情から笑みが消えた。冷れい淡たんで感情が微み塵じんも見えない、花の知らない表情だ。

　それを見た凪が「やっぱりな」と呟つぶやく。

「アイツはオレを信用していないと言った。こんなことで、オレを簡単に信じたりしない」

　ユキヒロは、蔑さげすむような視線で小さな凪を見下ろしている。花にはまだ何が起きているのか理解できない。

「それにユキヒロは花を一番大事にしている。花の話を後回しにしたりしないんだよ、ヴァニラ」

　ヴァニラと呼ばれたユキヒロは、焦あせる様子もなくフウッと息を吐はく。その名前に、花もようやく事態を飲み込むことができた。

（今度はユキちゃんが!?）

　薫を操あやつっていたヴァニラが、今度はユキヒロと契約をしてコントロールしているのだろう。

「つまらないね。せっかく久しぶりに男の中に入ったのに」

　ユキヒロ姿のヴァニラは、片手でタイを緩ゆるめてシャツのボタンを外す。そこには赤いキスマークが付けられていた。

「泣いてる子供のふりして近づいたら、簡単だったよ。異邦人エトランゼ取とり締しまり官かんなんて名乗っているようだけど、この程度の警戒心じゃ大したことないね」

（異邦人取締官……）

　花は初めてユキヒロの仕事を知った。警察組織の中で、異邦人を取り締まる特別対策班があるというのは、噂うわさで聞いたことがある。

　それが実在していて、その職務にユキヒロが就ついているとは──。

（ジュンのことがあって、ユキちゃんはその仕事に就いたのかな……）

　花はあらためて、ユキヒロの思いの強さを感じた。

「しばらく泣いていたら抱き上げてくれたから、その隙にキスをしたんだ。僕はキスが上う手まいからね。この警察官もまんざらじゃなかったんじゃない？」

　ヴァニラはユキヒロの姿でケラケラと笑う。花の知っているユキヒロは、こんなふうに人をあざ笑うようなことは決してしない。

　ユキヒロは警察官という仕事を別にしても、面倒見が良くて優しいんだ。泣いている子供がいたら放っておけるはずがない。

（その優しさにつけ込むなんて──）

　平前さんだってそうだ。真ま面じ目めで勉強熱心な平前さんに、ヴァニラは同じようなことをしたのだろう。

「花ぁ、さっきも会ったよね。僕がわかる？」

　そう言われて、花は思わずヴァニラを睨にらんだ。花の鋭するどい視線を笑顔で受け止めて、ヴァニラは「怖い怖い」とふざけて肩をすくめた。

「そんな目で見ないでほしいな。せっかくダストシュートに突っ込んであげたのに」

　やはり、さっきの薫を操っていたのは、ヴァニラのようだ。

「んー、ただ勝手に出てきたのは気に入らないね。本来なら罰ばつを与えたいところだけど、でもキミは良い仕事をしたから許ゆるしてあげる」

　ヴァニラはユキヒロの身体で、凪の頭を上から押さえ付ける。

「この馬鹿を、僕のもとに連れてきてくれたんだからね」

　抵抗しようとした凪の腕を、ヴァニラは簡単に摑み締め上げた。それも当然だ。凪とユキヒロの身体じゃ、体格差がありすぎる。

「…………っ、くっ」

　凪の表情が苦痛に歪ゆがむ。

「腕にちょっとかすり傷を負っただけで、お仕置きが終わりだなんて思っていないよね、凪。僕を裏切った罪は重いんだよ？」

（凪くんの腕の傷は、ヴァニラにやられたものだったんだ……）

　初めて会ったあの日に見た、凪の腕の切り傷。深くはなかったが、長さのある傷だった。痛めつけるための傷だと言われれば腑ふに落ちる。

「オレをおびき出すために、花を使ったのか」

「そのとおりだよ。キミも呼び出せるし、花を最果てノ国へ送ってしまえばキミは契約相手をなくすことになるしね。僕は今までどおり、ビジネスを行うことができる」

　ヴァニラはそう言ってクスクスと笑った。思いどおりに事が進んだのがよっぽど嬉しいらしい。

「とりあえず、キミの自由を奪っておこうかな」

　ヴァニラは凪の腕を粘ねん着ちやくテープでぐるぐるに巻いて動けないようにした。それを止めようとした花は、簡単に突き飛ばされてしまう。

「…………っ」

（どうしよう、このままじゃ凪くんが危ない）

　床に倒れた花は心を落ち着けながら考える。口の中が錆さびたような味がする。どこか切れたのかもしれない。でも今はそんなことはどうでもいい。

　ユキヒロの身体を使っているヴァニラに力で敵かなうわけがないんだ。それならどうすればいいのか。

「凪、そこで見ててね」

　ヴァニラは拘束した凪の手を逃げられないようにスチールラックの脚にくくり付けた。

　花はその隙にそっとヴァニラに近づき、振り返りざまに抱き付いた。

「……っ、何を」

　花の目の前に驚いたヴァニラの顔がある。花は素早く襟をつかみ、赤く鬱血したキスマークへと顔を近づけた。

（ユキちゃんとヴァニラの契約を切るには、キスマークを上書きすること……！）

　花は凪に教わった契約のルールを思い出した。

　乗っ取られているとはいえ、花がキスをしようとしている相手はユキヒロだ。温かい体温と包み込むような優しい甘みがある香りが伝わってくる。どちらも花が良く知るユキヒロのものだった。

　その素肌に口唇が触れようとした──次の瞬間、花の身体はヴァニラによって乱暴に振り払われ、再び床に叩きつけられた。

「キスマークのルールは知っているのか。それは余計に面倒だな」

　ヴァニラは花のもとへ近づき、襟えり首くびを摑んで立たせる。

「花ちゃん、今からキミに反省の機会をあげるよ」

「…………っ」

　ヴァニラに襟を摑まれていることで首が絞しめられて苦しい。花は息をするために喘あえぐのが精いっぱいだ。

「花に手を出すなっ」

「うるさいよ凪」

「お願い……頼むから……」

「うるさいって言ってるだろ。黙だまっていないと、お前とおそろいの傷を花ちゃんにも付けちゃうよ？」

　ヴァニラの言葉に、凪は悔くやしそうに顔を背けた。

「そう、それでいいよ」

　ヴァニラは満足そうに微笑んで、再び苦しく喘ぐ花を見る。

「キミは見ず知らずの世界の人間に簡単に心を許したね。僕はその危機意識のなさに非常に憤いきどおりを感じる。馬鹿みたいに豊かで腹立たしいほど美しい世界でのんびりと過ごしたせいだろ」

「……あ、…………っ」

　花の襟首を摑んだままヴァニラはダストシュートの入口まで近づく。
















「そんなキミに、世界の果てを知って絶望する機会をあげる」

「ヴァニラっ、やめろ」

　ダストシュートの入口が開かれる。再びあの轟々とした音が花の耳に飛び込んできた。

　長いダストシュートの中で響くその音は、嘆なげいているようにも泣き叫んでいるようにも聞こえる。

「……っ、……ちゃん」

　息も絶え絶えに、花はユキヒロの名前を呼ぶ。

　力で敵うことは無理だ。ヴァニラは説得に応じるような相手ではない。花になす術すべはなかった。

　それでもヴァニラが操るその身体は、花をいつも大事にしてくれたユキヒロのものだ。

「ユキちゃん……の身体で……そんなことをしないで……」

　ユキヒロはいまだに潤一郎のことで責任を感じている。それなのに、自みずからの手で花を最果てノ国へ送ったと知ったら、どれだけショックを受けるか計り知れない。

　たとえ支配され自分の意志ではなかったとしても、ユキヒロは自分を許さないだろう。

（ユキちゃんをこれ以上、苦しませたくない……っ）

　花は絶対に穴ホールへ落とされるわけにはいかない。

「……っ、く……」

「あ……、はぁ……」

　一瞬ほんの少し、花の首元を絞め上げていた手から力が抜けた。花はこの隙に大きく息を吸い込む。

　身体に空気が流れ込んで、ぼんやりとしていた頭の中がはっきりとしてきた。

（ヴァニラの手から力が抜けた……どうしてだろう……）

　ヴァニラが花の説得に応じるわけがない。だとすれば、ヴァニラの支配を超えたユキヒロの身体が反応したということ──。

（それなら……）

「ユキちゃん、やめて。こんなことしちゃダメだよ。ユキちゃんっ、ユキちゃんっ」

　花はここぞとばかりにユキヒロに訴うつたえかけた。

「お前何をっ……うっ……く……」

　ヴァニラの表情から笑みが消える。花を摑んでいた手が離され、花はよろめいて床にお尻をついた。

「くそっ……なんだよ、この身体っ……ああっ」

　思いどおりに動かなくなった身体をヴァニラがもどかしく揺ゆらす。しかしユキヒロの身体は言うことを聞かないらしく、小さく揺れただけでそのまま力を失い床に倒れ込んだ。

「ユキちゃんっ」

　花は倒れたユキヒロのそばへ寄りそう。

　ヴァニラに支配されていた影響か、ユキヒロに意識はあるものの、身体に力が入らない様子だ。

「ん……、……ごめん、……花」

「わたしは大丈夫だよ」

　花の言葉にユキヒロは首を横に振った。

「……気を、付けて……」

「え……」

　ユキヒロの瞼まぶたが閉じられる。意識を失ったのかもしれない。

（誰か、呼んでこないと……。それで病院へ……）

「花、後ろっ」

　凪の声に振り返ると、そこには昨日スーパーで会った美しい子供の姿があった。ヴァニラだ。手には銃じゆうを構かまえている。

　大きな瞳が怪しくきらめいてこちらを見ている。照準を花に合わせて微笑ほほえみ、嬉しそうに舌なめずりをした。

「飛び道具、没ぼつ収しゆうしておいて正解だったよ」

　ヴァニラの小さな手には大きすぎる自動式拳銃だ。おそらくユキヒロから奪ったものだろう。

「花ぁ、僕さぁ、さすがにイラッとした。その顔、グチャグチャにしたいな」

　微笑んだヴァニラの瞳に狂気の光を感じて、花の身体はぞくっと震ふるえた。

「顔だけじゃなくて、身体も心も、ぜんぶ、ぐちゃぐちゃにしたいな」

　睨まれた花の身体は動かなかった。

　ヴァニラの心には踏み込んだものをすべて焼き尽くすような激しい狂熱が存在している。その激情は一連の出来事で表へと呼び出されてしまったらしい。

（こんなに小さな男の子が、どうしてここまでの感情を持てるのだろう……）

　強い憎しみと大きな怒り、妬ねたみや嫉そねみ、僻ひがみに恨うらみ、黒く重い思念が渦うず巻まいて彼の心を作り上げている。それはとても悲しいことだ。

「ヴァニラ、オレが向こうに戻るよ」

　突然、凪がそう言った。

「お前の言うことを聞かなくて悪かったよ。オレはこっちでの生活は諦あきらめる。だから花を許してやってほしい」

「凪くん、でも……」

　凪は花に向かって首を横に振る。「何も言うな」ということなのだろう。

　花は口をつぐんだ。

「凪はこっちの世界でしたいことがあったんじゃないの？　だから僕のもとから逃げ出したんだよね。それなのにこんな女ひとりのために、すべて諦めるんだ？」

「うん……もういい」

　ヴァニラは「そう」と返事をして、銃を向けたまま、花に指示を出した。

「花、凪のところに行って、スチールラックに繫がれているテープを切ってあげて。でも手の拘束を取ったらダメだよ。そのままダストシュートに落とすからね」

　いくら身体機能に優すぐれていたとしても、縛られたまま落とされてはなす術がない。そのままダストシュートを落ち、穴ホールに吸い込まれるだけだろう。

　凪は立ち上がり、花の方を向く。

「花、いろいろありがとうね」

「凪くん……」

「オレ、この世界を初めて見たとき、ルールや秩ちつ序じよ、合理性に縛られたつまらない世界だと思った。想像ではさ、もっと自由で美しくて、誰もが幸せに楽しそうに生きてるものだと思い込んでいたんだ」

　凪はずっとこの世界に来ることを夢見ていたんだろう。だからヴァニラのような危険な人を敵に回してまで、こっちの世界へともぐり込んだ。

　そんな凪の夢を、自分の身と引き換えに奪ってしまうなんて、花には耐たえられない。それでも凪は、その意志を曲げなかった。

「お前たちはみんな優しい。花もユキヒロも、みんなさ。誰かを好きになって、誰かに優しくしたいって思ってる。そういう世界も悪くないよな」

　そもそもの原因は凪自身だからと、凪は花に「気にするなよ」と言う。

「潤一郎のこと、捜してやるよ」

　ここまで来て、花のことを心配してくれる凪に、花は涙が溢あふれそうになるのを必死に堪こらえた。

「花、最後のお願い、いい？」

「なあに？」

　凪が花の目をじっと見つめる。あどけない凪の大きな瞳に花の姿が映った。

「キスしてほしいな」

「え……？　な、なんで……」

「さっきしたいって言ってたじゃん」

「さっきと今とは状況が……」

　違うと言いかけて、そうも違わないかと思い直した。

　次元の違う世界の話だ。一度向こうに帰ってしまったら、二度と会えないかもしれない。

「思い出が欲しいんだ。首元でいいからさ、最後にキスマーク、付けてよ」

「……わかった」

　凪のシャツのリボンを外す。ボタンを外すと、凪の首元が露あらわになる。ふっくらした子供らしい素肌だ。

（恥ずかしいけど……。でも……凪くんとの最後の想い出……）

　花は覚悟を決めて目を閉じる。そしてそのまま、キスをした。

　甘い凪の身体の匂いがしてその後、口唇に触れた肌の感触が花の身体に伝わってくる。

「口唇を付けるだけじゃダメだよ、少し口を開いて、吸うように口付けて……」

「ん……」

　言われたとおりに口唇を開くと、舌に柔らかい凪の肌が当たった。それだけで心臓が壊こわれそうなくらいにドキッとする。

（このまま、吸うように……？　こうかな……）
















　吸うように口付けると、「チュ」と音がしてますます恥はずかしくなった。凪が花にキスをしたときと同じ音だ。花は今、凪と同じことをしている。

　もういいかな、と口唇を外すと、凪の身体があっという間に大きくなる。

「契約が解除されたんだ……」

　凪の契約相手である花がキスを返したことで、契約が解除になったようだ。これも凪に教わった契約を解除するための方法の一つだ。

　身体が大きくなると、身に着けた衣類と同じように拘束されたテープもそのまま大きくなった。

「オレ、最後まで花が契約相手でよかった。新しい契約者を探すのも、本当は嫌だったんだ」

「凪くん……」

　花は一八〇センチはあろうかと思われる高身長の凪を見上げた。上目づかいの花の視線を受け止めて、凪は恥ずかしそうに笑う。

　笑っていてもどことなく辛そうに見えるのは、凪が免疫反応の辛さを我慢しているからだろう。その辛さを我慢してまでなぜ契約を切ったのだろう。花には疑問だった。

「ああ、でも花は、小さいオレの方がいいんだっけ？」

「今の凪くんもかっこいいよ」

「ふふっ、ありがとう」

　凪は再び、恥ずかしそうに笑った。

　ヴァニラに促うながされ、ダストシュートの入口は花が開けた。こもった空気が外に漏もれて出てくる。

「うわぁ、オレ、途中で詰まったりしないかな」

　凪はダストシュートの入口から下を見ながら、背中を震わせる。

「詰まったら上から石せつ鹼けん水すいを流してあげるよ。するっと滑すべりそうだよね」

　指輪が取れなくなったときのようにと言いたいのか、ヴァニラが冗談まがいな発言をする。しかしおそらくそれは本気だ。凪は花と目を合わせて苦笑し、肩をすくめた。

「じゃあね、花。楽しかった」

「凪くん……」

　長い足で入口をまたぎ、滑り台のように落ちていく。あっという間に凪の気配はなくなり、ヴァニラはダストシュートの入口を閉めるように花に命じた。

　そしてあらためて花に向かうと、再び銃を花へと向ける。

「さて、じゃあ今度はキミの番だ」

「え……、それは……」

　約束が違うと言いかけた花だったが、そもそもヴァニラは一度も応じるとは言っていない。

　ヴァニラはそんな花の心を読んだかのように微笑んだ。

「そうだよ、正解。僕は約束事をしない主義なんだ。どうしても破っちゃうから」

（まるで心がない子だ……）

　同情を感じてしまうほど、普通の人が持ってしかるべき感情がヴァニラには欠落していた。

「この手の銃ってね、最果てノ国にもあるんだよ。音がうるさくて、僕はあまり好きじゃない。こんなところで撃うったら、間違いなく誰か来てしまうね」

　花はもう返事をする気にもならなかった。

　ヴァニラが立っているその向こうにユキヒロが倒れている。花を撃った後、ヴァニラはそのまま逃げるんだろうか。それならユキヒロは無事だ。

「だから僕は一発でキミを仕留めないといけないな」

　安全装置を外した。

（一発で仕留めてくれるなら、痛くないのかな──）

　覚悟を決めて花が目を閉じようとしたとき、視界の端を猛もうスピードで掠める白い影があった。

　目で追ったその先で、白いオウムがヴァニラの腕をつついている。

「なっ……やめろ」

　ヴァニラの手から銃が離れ、それは勢いよく床をすべり花の後ろへと転がっていく。

「はい、没収。あのねぇ、警察官が銃を奪われるって懲ちよう戒かい処分ものだよ。ただでさえ安月給なんだから、勘かん弁べんしてあげてよぉ」

　若い男の警察官だった。下手をすれば未成年にも見えそうな見た目だ。着崩してはいるが、ユキヒロと同じ制服を身に着けている。

　ヴァニラを襲おそったオウムは部屋をぐるりと周回してから、その男の肩へととまった。

　危険を察したのか、ヴァニラは遮光カーテンをめくって窓を開き、ひらりと窓まど枠わくを飛び越えて出ていく。あっという間の出来事だった。

「え……、あのっ」

「心配しなくていいよ。異邦人エトランゼって丈夫にできてるから、このくらいの高さからじゃ死なないって」

　男は顔色ひとつ変えずに花のもとまで歩いて来ると、何事もなかったかのように自己紹介をする。

「雨あめ宮みや壱いち、城しろ田た先せん輩ぱいの部下でーす」

「え、あの……。小こ森もり花です。はじめまして」

「はじめましてじゃないけど、はじめましてー」

（はじめましてじゃないって、どういうことだろう……）

　しかしそれを尋たずねる間もなく、雨宮はすぐに倒れているユキヒロのもとへと近づく。花もそばへ駆かけ寄った。

「せんぱーい、起きてくださーい」

　雨宮はユキヒロの両肩を摑んだかと思ったら、その身体を乱暴にぶんぶんっと揺り動かす。花は慌あわてて雨宮を止めた。

「乱暴に動かさない方がいいんじゃないですか。意識がないなら、救急車を呼んだ方が……」

「あー、なるほど、契約されちゃったのか。うー……気が進まないなぁ」

　雨宮に花の言葉は届いていないようで、ひとりで「んー……」と悩んでいる。

　肩にとまっているオウムが主人の失礼を詫わびるように、こちらを見て「クエ」と鳴いた。花は苦笑する。

「あー、もう仕方ないかぁ」

　雨宮はひとり嫌そうにため息をつくと、ユキヒロの上半身を乱暴に起こして、その首元にキスをした。

「えっ……」

　その光景に驚いた花だったが、すぐにヴァニラのキスマークの上にキスをしたのだと気付く。

　キスをした雨宮はすぐに顔を背けて、「うえー、最悪」と舌を出した。同調するかのように、肩のオウムも「クエクエ」と鳴いている。

　その雨宮の頭が、後ろから平手で叩かれた。

「いだっ」

　恨めしそうな顔を向けた雨宮の視線の先には、上半身を起こしたユキヒロの姿がある。気が付いたようだ。

「ちょっとー、僕は先輩を助けた恩人ですけど」

「乱暴に振り回したくせに良く言う……。っ……」

　大きな声を出そうとしたユキヒロは、眩暈を感じたのか額ひたいを押さえる。

「ユキちゃん大丈夫!?」

「わっ、先輩、いい歳とししてユキちゃんッスかー。うわー、ちょっとうらやましいけど、やっぱドン引くぅー」

　ユキヒロは再び雨宮の頭を叩く。大して力は入っていないようだが、雨宮は大げさに「ひどーい」と騒いだ。

「花、ごめんな。大丈夫だったか」

「わたしは大丈夫だよ」

　ヴァニラに操られている間の記憶がないユキヒロに、花は何が起きたのか説明する。ユキヒロは操られていたとはいえ、自分の身体を使って行われたことにショックを隠せない様子だ。

「ごめん、花。オレはなんてことを……」

「ユキちゃんのせいじゃないよ」

　ヴァニラのあの力を使われてしまったら、抵抗することなどできないんだ。むしろ途中でそのコントロール力を失わせたユキヒロは褒められるべきだ。

「うっすら記憶にあるような、ないような……。夢うつつであまり覚えていない」

　そのときの記憶はユキヒロにも残っていないらしい。

「で、凪は？」

「凪くんは、向こうに帰っちゃったんだよ」

　花は凪がダストシュートから穴ホールへと落ちていったことも話す。ユキヒロは短く「そうか」とだけ答えた。

「女子学生二人はこの隣の教室に隔かく離りされていました。すでに保護済みです」

　雨宮の手によって、平前薫も満井由美も無事に保護されていた。

　今後、薫がどういう処分になるかは気になるところだが、ヴァニラに操られた事実が考こう慮りよされるはずだ。

　ユキヒロはまだ眩暈がするのか壁に寄りかかるようにして、身体を起こす。

（そうだ、ユキちゃんに言わなくちゃいけない……）

　ヴァニラが現れたことでうやむやになってしまったが、花はユキヒロに伝えなければならないことがある。

「ユキちゃん、あのね、わたし、言わなきゃいけないことがあって……」

「うん。……何、言って？」

　ユキヒロの声はすべてを受け止めてくれるかのように優しく、凪が言った言葉を思い出した。

『ユキヒロは花を一番大事にしている。花の話を後回しにしたりしないんだよ』

（確かに、凪の言うとおりだ──）

　ユキヒロは急せかすこともせず、花のペースに合わせて次の言葉を待ってくれる。

「ジュンのこと、本当は三年前に思い出してたの……」

「えっ……」

　ユキヒロが呆ぼう然ぜんとして、言葉を失う。暇ひまそうに古書の山を漁あさっていた雨宮が一瞬こちらを見たが、気を使ったのかすぐに目線を古書へと戻した。

「……大丈夫、なのか。その、精神的な面では……」

「思い出したばかりのときはいろいろあったけど、今はもう平気だよ。ユキちゃんにとって辛い思い出であるように、わたしにとっても辛いことだから、思い出して悲しくなるのは当然のことだと思ってる」

　心にため込んできた思いは口に出してみれば、想像していたよりも重くはなかった。それでもユキヒロは悲しそうな顔をしている。

　花はユキヒロの手に自分の手を重ねた。

「だからユキちゃんはもう、自分を責めないで」

「花……」

「わたしは大丈夫だから。ジュンのことを思い出しても、ちゃんと受け止めて前へ進めるから」

　それだけ花も大人になっている。ユキヒロが花の分まで辛さを抱えなくても、大丈夫なんだ。

「ユキちゃんありがとう、今までずっと守ってくれて」

「…………っ」

　ユキヒロは涙を我慢するように顔を背けて口唇を嚙かみしめる。

　あの事件の目撃者として、ユキヒロはずっとひとりだった。今まで辛かったはずだ。これからは花も一緒に悲しくなったり寂さびしくなったりできる。

　落ち着いたのか、ユキヒロは大きく息を吐く。そして花の方を向いて、その手を握り返して言った。

「こちらこそ、ありがとう」

　花はユキヒロと目を合わせて笑った。

　二人が話している間、落ち着きなくウロウロと歩き回っていた雨宮は、ダストシュートの入口を開けて中を覗き込んでいる。

「雨宮、ぜったいに落ちるなよ」

　ユキヒロの助言に雨宮は口を尖とがらせて反論する。

「落ちろって言われてるみたいに聞こえるんでやめてください」

「クエ」

　雨宮が肩のオウムと共に抗議した。

「んー……。ねぇ、花ちゃん。穴ホールって本当にこの先にあったんだよね？」

「はい。わたしも一度落とされたのでわかるんですけど、確かにありましたよ。轟々と音をたてていました」

　ユキヒロが「なれなれしい呼び方をするな」とブツブツ文句を言っている。雨宮はまったく聞いていない。

「音？　……すっごく静かだけどなぁ」

「そんなはずは……」

　花も近寄って確認をしてみたが、確かにダストシュートの中はしんと静まり返っている。さっきまでの不気味な音は聞こえない。

　ユキヒロが「下で確認しよう」と提案をした。







　集積場は畳半畳ほどのスペースで施せ錠じようがされていたが、内側から壊された跡があった。その痕跡に時間経過が感じられるので、この鍵かぎはおそらく二日前に凪が来たときに壊したものだろう。

　ユキヒロは花を後ろに下がらせ、雨宮と二人で中の確認をすることにした。ドア越しでもやはり音は聞こえない。

　少しずつ開かれるドア。この中に穴があるとしたら、どんな形をしているのだろうか。花は息を吞んだ。

「花、おいで」

　ドアを開いた二人は、すぐに花を呼んだ。

「穴はない」

「ええっ、そんな……」

　そもそも穴は、偶然が重なって生まれた次元のほころびだ。いつ消えてもおかしくないものらしい。

「この数十分の間に消えてしまったってことだな」

「そんなことって……」

「あるんだな、マジで驚いたけど」

　聞き覚えのある声に振り返ると、そこには大きい姿をした凪が立っていた。

「凪くんっ」

　花は思わず凪に抱き付き、凪はその勢いでふらっとよろめいた。

「花、優しくしてくれ。ただでさえ、免疫反応でフラフラなのに、ここから落ちたときにお尻を強く打って痛くて死にそうなんだ」

　どうやら穴ホールは凪が落ちる直前に消えてなくなってしまったらしい。穴に入り損ねた凪は最果てノ国には戻れず、そのまま一階の集積場へと落ちて床でお尻を打ってしまった。

「これでしばらくは帰れなくなった。とりあえず花、キスさせて」

　キスをして契約をしない限り、凪は大きな身体のままだし、体調も優れないのだろう。凪が子供のように花に甘え声を出す。

「なっ、お前、調子に乗るな。花と契約するなんてオレが──んぐっ」

「はいはい、先輩。おくちチャックですよー」

　凪を止めようしたユキヒロの口を雨宮が後ろから強引に押さえた。

「記憶を取り戻した……っていうか、取り戻してたって感じなのかな？　とにかく無事に思い出した花ちゃんにご褒ほう美びをあげる。先輩は僕がなんとかするから、さっさとちゅーしちゃいなよ」

（それって、ご褒美なのかな──）

　花は疑問に思ったが、それでもユキヒロがいる限り凪は花にキスはできない。ここは雨宮の申し出に従うことにした。

「んーっ……んーっ……（ふざけんな雨宮、この手を離せっ）」

「ほら先輩行くよ」

　雨宮がユキヒロを引きずるようにして、強引に外へ出ていく。ユキヒロより小柄だが、力はあるようだ。

　花と凪は集積場に二人きりになった。

「えっと……花、いい？」

「あ……うん。シャツ、ボタン外すね……」

　花はシャツのボタンを外して、凪のキスを受け止める準備をする。

「あー……なんでだろう。すっげードキドキする……」

　それは花も同じだった。今までのキスで一番緊張している。

　凪は優しく花の背中を抱き、もう片方の手を首の後ろへと添える。まるで花を抱きしめるような体勢になって、凪は花の開いた胸元へ口唇を付けた。

「ん……ん……」

　凪の口唇が触れると、花の身体はまるで電気が走ったかのようにびくっと震えた。抑えきれない吐と息いきが、どうしても漏れてしまう。

「あ……ん……」

　キスをされている箇所は小さくて一カ所だけなのに、その刺激は全身をかけめぐり身体中に広がってゆく。

（声が……我慢できないよ……）

　凪の舌が触れて、「チュ」と吸った音がした。そしてゆっくりと口唇が離れる。

　次の瞬間、凪の身体は小さくなった。

「はぁ……やっぱりこの身体になると楽だ……」

　凪は大きく伸びをしてから、花に「ありがとう」と言った。

「それで、花はユキヒロに本当のことが言えたのか？」

「うん、言えたよ。……心配してくれて、ありがとう」

「いや、オレの方こそ、帰ったら花の弟のことを捜してやるって言ってたのに、結局帰れなくてごめん」

「ううん、それは大丈夫」

　凪はこの世界でやりたいことがあると言っていた。だからヴァニラのような怖い相手を裏切るようなことをしてまでこの世界に来たのだ。

　その信念を花のために諦めるようなことはしてほしくない。

「でもオレ、協力するから。花の弟を見つけられるように、力を貸す」

「凪くん……」

　花は涙が出そうになるのを必死に堪えて、笑顔で返事をした。

「うん、ありがとう」

（ひとりじゃないって、心強いな──）

　集積場を出ると、外ではユキヒロと雨宮が花たちを待っていた。ユキヒロはムスッとしていて、雨宮は小さくなった凪の姿を見てケラケラと笑う。

「うわぁ、本当に小さくなった。すごいなぁ、お子様だなぁ」

「うるさいな、お前、なんなんだよ」

「えー、生意気だなぁ。逮たい捕ほしちゃうよー」

「雨宮、子供と同じ目線になるんじゃない」

　花はそのやり取りを見て、クスクスと笑っていたが、次の雨宮の言葉を聞いて笑ってもいられなくなった。

「子供って誰のことですか？　凪くんは子供扱いしたら可か哀わい想そうですよー」

「クエクエ」

　雨宮に賛成するように、その肩でオウムも鳴く。

（子供扱いって……八歳なら、それは当然な気がするのだけど──）

　そう考えながら、嫌な予感が花の頭を掠めた。

　ユキヒロがそう言えば聞いていなかったという様子で、凪に尋ねる。

「お前、本当の歳はいくつなんだっけ」

「あー……それは……」

　答えにくそうにしている凪の代わりに、雨宮が答えた。

「十六歳とか十七歳くらい？　あの見た目だと、花ちゃんよりちょっと上ってところかな」

（あの見た目……!?　わたしよりもちょっと上……!?）

　覚悟を決めたのか、凪が花へと深く頭を下げた。

「花、ごめん。オレ、大きい姿の方が本当なんだ」

「え？　え？　だって……」

　思い返してみれば、八歳とは思えないようなことは山ほどあった。凪に少年アレルギーが出なかったことも不思議だった！　それでも生まれ育った世界が違うのだから、そういうものだと思い込んできた。

「八歳って言えば、花の家に置いてもらえるかと思って……ほんとごめん」

　ひとつ屋根の下で生活をして同じベッドで寝て、キスマークは仕方ないとしても、口唇にキスだってしてしまった。花は思い返して、顔を真まっ赤かにする。

　そんな花を見て、怒りに震えたのはユキヒロだ。

「お前、花に何をしたんだ……」

「うるさい。お前には関係ないだろ」

「オレは花の保護者代わりだ。関係あるに決まってるだろ」

「ばーかばーか」

　ユキヒロが凪の首根っこを摑まえる。花は慌てて仲ちゆう裁さいに入った。

「ユキちゃん、わたしは大丈夫だから」

「花、でも……」

「ほーらな、オレたちは強い絆で結ばれてるんだよ」

「凪くん、当分の間はユキちゃんの家に泊めてもらってね」

「えっ!?　なんで!?」

「なんでも!!」

　ユキヒロの手前、表には出さなかったものの、花も凪の年齢の事実には腹を立てている。

「あーあ、なんか大変だねぇ、ファントム」

「クエクエ」

　揉もめ事の元げん凶きようを作ったはずの雨宮は他ひ人と事ごとのように三人のやり取りを眺めていた。

　ファントムが翼を広げて、四人の周りをぐるりと周回する。
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　それから、花はなの通う鈴すず蘭らん女じよ学がく院いんは三日間の休校となった。

　表向きは戦時中の不ふ発はつ弾だんが見つかったための措そ置ちということになっていたが、実際には異邦人エトランゼによる行方ゆくえ不ふ明めい事件の後処理のためだ。

　最さい果はてノ国くにと繫つながっていた穴ホールは、跡あと形かたもなく消えてしまい、ヴァニラのその後の消しよう息そくも摑めていない。

　しかしそれ以降、未成年者の行方不明者は出ていないので、ユキヒロの管かん轄かつでの行方不明事件は収束に向かったとみなされていた。

　容よう疑ぎ者しやとされた平ひら前まえ薫かおるは、警察での事情聴取を受けた後に病院へ入院している。事件は異邦人によるものとして薫の罪つみは問われないことになったが、精神面での治療を行う必要があるらしい。

「だからねぇ、異邦人によるミステリーサークルがいくつも見つかっているのよ。うちのお母さんの実家の隣の畑もやられたんだって。アメリカのケーブルテレビから取材が来たのよ」

　花のクラスでは前と変わらず、ネット中毒者の木きノの下した茉ま莉り果かがどこで拾ってきたかわからない噂うわさ話ばなしをまことしやかに語っている。

　その輪の中には、前と変わらず満みつ井い由ゆ美みの姿もあった。

　薫によって拉ら致ちされ、無事に保護されてから一週間、由美は学校を休んでいた。

　このまま学校に来なくなるのではないかと花は心配していたが、一週間が過ぎた月曜日の朝、由美は何事もなかったかのように登校していた。

「風邪をこじらせちゃったみたいでさぁ。大変だったよぉ」

　朝の教室で久しぶりの登校を騒ぎ立てるクラスメイトたちの真ん中で、由美はケラケラと笑いながらそう言った。

「由美ちゃん、おはよう。もう大丈夫なの？」

「おはよう、花。うん、ちょー元気。オニ元気。心配してくれてありがとね」

　警察から口止めされているらしく、由美は事件のことは一切話さない。前と変わらない様子でみんなの話を盛り上げることに徹てつしている。

　変わったところと言えば、ひとつだけ──。

「異邦人は普通の人のふりをして、この世界に紛まぎれ込んでいるんだよ。うちらの周りにもいるかもしれない。ねぇ、由美」

「んー……どうだろうねぇ」

　《最果てノ国》や《異邦人エトランゼ》について意見を求められたとき、由美は考えてから答えるようになった。前だったら、安あん易いに茉莉果に同意していたはずだ。

「わたしはその話を信じてるよ。ネットで見た意見もそっちの方が多いもの」

　茉莉果はメガネの奥の瞳をきらりと光らせて、以前と変わらず自分の意見を曲げようとはしない。そしてその話題は、席に着いてぼんやりしていた花のもとへと飛んできた。

「花はどう思う？」

「え？　あ、うん……どうだろうねぇ？」

　茉莉果の言うとおり、最果てノ国からやってきた異邦人は普通の暮らしに紛れ込んでいる。

　しかしそれが公になれば、不安を煽あおることになり、迫害や差別、最悪の場合、最果てノ国との戦争なんてことになりかねない。

　だから口外してはいけないのだ、と花はユキヒロから言われていた。

「花ぁ、弟さんが忘れ物を届けに来てるよ？」

「えっ……、弟って……？」

　潤じゆん一いち郎ろうの行方はまだわかっていない。

　誰かの間違いじゃないかと花は立ち上がり、教室の入口を見て驚きよう愕がくした。ドアを背に八歳児の姿の凪なぎが立っていて、こちらに手を振っている。

「かわいい子ぉ、誰の弟？　花？」

「うわぁ、子供なのにちょーイケメンだねぇ」

　クラスメイトがざわめき出した。凪はそれだけ人の目を引く容姿をしている。

「ちょ、ちょっと、どうしたの!?」

　花は慌あわてて凪を連れて廊ろう下かへ出て、人目に付かない場所まで来た。

「ユキヒロが仕事に出たから、ようやく抜け出せたんだよ。花ぁ、いい加減に一緒に暮らそうよ。オレ、あんな狭い部屋でおっさんと二人で過ごすなんてヤだよ。わけわかんない後こう輩はい警察官とかもいるしさぁ。オウムも付いてくるしさぁ」

　正体が十七歳とわかってからというもの、凪はユキヒロと暮らしているのだが、何かと理由をつけては花のもとへ戻ってきている。

　しかもどんなに施せ錠じようをしようとも、凪はその身体能力を駆く使しして家に入り込んでしまうのだから、防ぎようがない。

「ユキちゃんをおっさんなんて呼んだらダメだよ。それに凪くんが十七歳だってわかった以上、一緒には暮らせない。凪くんだってそれがわかっていたから、年齢のことを黙だまっていたんでしょう」

「……そうかもしれないけど、でもオレと契けい約やくしているのは花だから、オレは花と一緒にいたい」

「うーん……でも……」

　花の家に忍び込んだ凪は、キスをさせてくれと懇こん願がんするため、結局契約関係もずるずると続いている。ユキヒロは自分と契約しろ、と凪に迫っているようだが、凪はずっと逃げ続けているようだ。

　花は腕時計を確認する。チャイムが鳴るまであと五分だ。

「とにかく、噓うそをついて学校に来たりしちゃダメだよ。とりあえず今日は家にいていいから」

　今は凪を帰らせる必要があった。もうすぐホームルームが始まってしまう。

　せっかく朝早く登校できたというのに、遅刻扱いになることは避さけたかった。

「噓なんてついてないよ。花、忘れ物しただろ？」

「え、忘れ物なんてしてないと思うけど」

　凪は花の首元をちょんちょんっと指差す。

　花はハッとして、シャツのボタンを外して胸元を確認した。ほんのりと薄い赤色のキスマークが、今まさに消えようとしている。

「えっ、まさか契約、もう切れちゃうの？」

「そういうこと。花、キスさせて」

「ちょ、ダメだよ、こんなところで。せめて学校の外に出ようよ」

「無理だって。もうそんな時間、残ってない」

「えっ、えっ、ええええっ!?」

　花の目の前で凪の姿が大きくなる。

　ドンッと凪が壁際に手をついた。花は壁と凪に挟はさまれるかたちで追い込まれる。

「花、キス」

　吐と息いきが触れそうなくらいの近い距離だ。十七歳の姿になった凪がモデル並みの整った顔で花に迫る。

（もう～～っ、勘かん弁べんして……）







　警視庁にある特別対策班のデスクで、ユキヒロは不ふ機き嫌げんそうに携帯電話を切った。

　隣の席の雨宮はその様子をアイスクリームを食べながら見ている。雨あめ宮みやの肩にとまっているファントムは時折アイスクリームを横から拝はい借しやくし、満足そうに「クエッ」と鳴いていた。

「先輩、勤務中に私用電話を何回かければ気が済むんですかぁ」

「カラスとアイスクリームを分け合ってる馬ば鹿かに言われたくはない」

「なっ、なんてひどい言い方！　馬鹿じゃないし、カラスじゃないし！」

「クエックエッ」

　未成年者誘ゆう拐かい事件の容疑者としてヴァニラを追っているものの、いまだ足取りは摑めず捜そう査さに進展はない。

　しかし穴ホールがなくなった今は、これ以上の誘拐事件が起きるわけもなく、ひとまず事件は片づいたように処理され、捜査員たちは代休を取るように言われている。

　ユキヒロはそれに納得がいっていない。

　これ以上事件は起きないとは言っても、今回の事件で行方不明になった生徒たちは戻ってきていない。そして新しい穴が開けば、また新たな行方不明事件が起きるのだ。

　とても休む気にはならなかった。後輩の雨宮が同じ考えだとは思えないが、なぜかユキヒロと一緒に出勤している。

　そしてユキヒロが居候いそうろうの異邦人エトランゼの動向を気にしているのをニヤニヤしながら観察しているのだ。

「寝てて気付かないだけかもしれませんよ。大体、異邦人のあの子が電話なんて取れるんですかねぇ」

「電話の出方は教えてきたんだ。これだけ呼び出し音が鳴れば、寝てたって気付くはずだ」

「近所迷めい惑わくになってなければいいけど、ねぇ、ファントム」

　雨宮に同意するようにファントムが「クエ」と鳴く。くちばしにはアイスクリームのチョコレートが付いている。

「やっぱり花のところに行ってるんだな。よし、まずはクラス担任に電話をかけて様子を聞いて、見回りと称して校内へ潜せん入にゆう」

「先せん輩ぱい、いい加減にしないと通報しますよ」

　雨宮は我を失ったユキヒロの行動を面おも白しろおかしく見守っている。

　いつも冷静なユキヒロが、花のことになると冷静さを失うのはなぜなのか。雨宮には理解しがたい。

「そんなに気になるんなら、凪の身み柄がらを拘こう束そくして上に引き渡せばよかったじゃないですか。そしたら先輩の大好きな花ちゃんにもちょっかいは出せませんし、先輩の評価も上がりますし、僕はめんどくさい先輩の愚ぐ痴ちを聞くこともなくなるし、一石三鳥ですよ？」

「誰がめんどくさい先輩だ」

　ユキヒロは雨宮の悪口に反応した後で、イライラした表情を一変させ落ち着いた表情に変わる。

「上に引き渡したところで、秘密裏りに処理をされてこっちにはなんの情報も下りてこない。それなら泳がせた方がいい」

　そんなユキヒロを見て、雨宮はニヤリと笑う。ユキヒロのこういうところを雨宮は気に入っている。

「先輩って意外とワルですよねぇ」

　雨宮の言葉にユキヒロは返事をしなかった。

　手には携帯電話が握にぎられたまま、かつての同級生で今は花のクラス担任である友人に電話をかけようか迷っている。







　防火シャッターの横にある柱のすぐ裏で、花は十七歳の凪にキスをされていた。

「あ……ん……。強く……しないで……ね……」

「強くしないと、すぐ消えちゃうだろ……。我が慢まんして……」

　壁際に追い込まれるかたちで、首元に顔を埋うずめられて凪のキスを受けている。

　花の右手は凪の左手によって優しく握られていた。少しでも花の心を落ち着かせるための、凪の気遣いだ。

　それでも、花の心臓はうるさいくらいに高鳴り、全身をかけめぐる刺激が下半身から力を奪う。

（あ……もう……、立っていられない……かも……）

　そう思ったところで、壁に付けられていた凪の右手が花の身体からだを支える。

「あと少し……だから……」

「うん……」

　それからしばらくして凪の口くち唇びるがようやく離れ、花は小さく息を漏もらした。

「サンキュ、花」

　凪の身体がみるみるうちに幼い八歳児の姿へと戻ってゆく。花はシャツのボタンを留めて、凪に付けられたばかりのキスマークを隠かくした。

　キスをしている間にチャイムが鳴ってしまったので、今日も花は遅刻決定だ。もう急ぐ必要もないので、花は凪と並んで廊下に座り込み話をする。

「それで、コペルニクスの鍵かぎは見つかりそう？」

「んー……まだヒントになりそうな資料も見つかってないんだけどな……」

　ユキヒロは薫が学校で保管していた古書の中から、最果てノ国に関するものを抜き出して自宅に持って帰っていた。凪はその中で、《コペルニクスの鍵》の情報を探している。

「がんばってね。応援してるから」

　凪はそっと花の手を握にぎる。

「凪くん……？」

「潤一郎も、きっと見つけてやる」

　凪は誓ちかいを立てるかのように、花の目を真剣に見つめて言った。

「うん、ありがとう」

　花はそれに答えるように微笑ほほえむ。

　花にとって最果てノ国は、まだ遠い。でもいつか辿たどり着いて、潤一郎にもう一度会いたいと願っている。

　凪の気持ちが花は嬉しかった。





終わり
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　こんにちは、加か藤とう千ち穂ほ美みです。ビーズログ文庫アリスでは初めての本になります。お手に取っていただきありがとうございます。

　このお話はいつから取り組んでいたのかなーっとプロットの日付を見てみたのですが、三月からでした。かたちになるまで五カ月。長いようで短くあっという間でしたね。

　プロットは温かいミルクティーを飲みながら書いていたのですが、このあとがきは氷をたっぷり入れたカフェオレを飲みながら書いています。

　すっかり夏です。今年も暑い夏になりそうですね。




　少女小説では、高校生が主人公のものを書く機会があまりないので、十六歳の花はなちゃんと向き合ってお話が書くことができてとても楽しかったです。

　自分の高校生の頃を思い返してみれば、未熟で未完成で中途半端で、思い返すと恥はずかしくなるような出来事ばかりが頭に浮かびます。でも体力と負けん気だけは人生の中でも一番にみなぎっていた頃なので、周りの人に支えてもらいながら、転んでは立ち上がり滑すべっては立ち上がりで乗り越えてきたんだろうと思います。非常に泥どろ臭くさい時代でしたね（笑）。

　何かが欠けているということに、人は魅力を感じるものだと言います。完かん璧ぺきな人よりもどこか抜けている人の方に惹かれるって、キャラクターの企画を立てるときなどによく持ち出される話ですよね。

　それはあれでしょうか。欠けている状態に魅力を感じるということなのか、あるいは、欠けている場所に新しい何かが入る可能性があるから魅力を感じるということなのか。どちらにしても、未成年で未熟で未完成な高校生が魅力的なことには間違いないのだなぁと思います。

　花も凪なぎも高校生です（凪は学生ではありませんが）。彼らもそれぞれ足りないものをもっているので、それを魅力にしつつ、そして新たなる可能性を見つけながら、お話の中で成長していってくれればいいなぁと母目線で思います。がんばれ高校生。




　最さい果はてノ国くにのお話は、天てん動どう説せつが信じられていた頃の話をベースに作っています。地球は丸くなくて、テーブルのようだと考えられていた時代のことです。

　インターネットで『天動説』を検索すると、いくつか画像が出てくるので、ぜひ見てみてください。かわいい画像がきっと見つかると思います。

　世界がテーブルのようになっていて、その世界を象が支えていて、その下には大きな亀がいるんです。とってもファンタジックでかわいい。

　でも考えてみれば、世界が丸いことに気付くのってなかなか難しいですよね。見えなくてわからないから、より幻想的な世界へと想像が結びついたのだと思います。

　そう言えば高校の数学の先生が、宇宙は巨人のお腹の中にあるんだって話をしてくれたことがあります。もちろん本気ではなく、ひとつの仮説としてあってもいい的な話だったのですが、その当時のわたしにはストンと胸におさまった内容だったのですごく印象に残っています。

　たとえば自分が人間の細胞のひとつだとすれば、細胞の目から見れば全体の人間は見えず、それが宇宙だと考えられていても不思議はない。だとすれば、大きな巨人のお腹の中だという仮説も否定しきれないんじゃないかと考えました。もちろん、本気でそう考えているわけではないのですが。

　見えないものには夢がありますね。夢があるものには未来がある。

　最果てノ国も、虐しいたげられた世界という描き方をしてしまいましたが、彼らの世界にも夢と未来があります。良い方向へ向かって行けばいいなぁと思います。




　ではでは長らくお付き合いいただきまして、ありがとうございました。毎日暑いですが、体調に気を付けてお過ごしくださいね。




　最後になりましたが、中なか山やま幸みゆき先生、素敵なイラストをありがとうございました。

　いつも面倒を見てくださる編集担当さま、今回も大変お世話になりました。ありがとうございます。

　そしていつも支えてくれるお友達と家族に感謝します。




　これからもがんばりますので、引き続きお付き合いいただけましたら幸いです。

　本当にありがとうございました。





加藤　千穂美



















著者

加藤千穂美

Chihomi Kato




ビーズログ文庫アリス、創刊おめでとうございます。ビーズログ文庫に引き続き、こちらでも新しいお話を書かせていただけて光栄です。健康第一、元気があればなんでもできる、の精神でがんばります。










イラスト

中山幸

Miyuki Nakayama




初めて描かせて頂くジャンルなのでとても楽しく嬉しく頑張らせていただきました。
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